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凡
例 

 

一
、
使
用
す
る
漢
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
る
。 

二
、
本
稿
第
弐
章
訳
注
篇
は
原
文
、
訓
読
、
口
語
訳
、
注
か
ら
成
る
。 

三
、
底
本
は
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
）
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
編

著
『
楚
地
出
土
戰
國
簡
冊
合
集
（
一
）
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
基
に
改
変
を
加
え
て
い
る
。 

四
、
第
弐
章
訳
注
篇
で
は
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
五
行
』
を
章
分
け
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年)

に
基
づ
い

て
い
る
。 

五
、
本
稿
第
弐
章
の
作
成
に
あ
た
っ
て
関
係
論
著
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
最
初
に
第
Ⅱ
章
に
お
け
る
略
称
を
記
し
た
上
で
著
者
名
等
、
書
名
、
出
版
社
、
出
版

年
度
を
記
す
。
な
お
、
参
考
文
献
一
覧
は
最
後
に
一
括
掲
載
す
る
。 

 

□
郭
店
『
五
行
』
関
連 

 

⒈ 

郭
店
簡
：
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
） 

⒉ 

池
田
：
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年) 

⒊ 

李
零
：
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
讀
記
（
増
訂
本
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

⒋ 

劉
釗
：
劉
釗
『
郭
店
楚
簡
校
釋
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

⒌ 

陳
偉
等
：
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
編
著
『
楚
地
出
土
戰
國
簡
冊
合
集
（
一
）
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

 

□
馬
王
堆
『
五
行
』
関
連 

 
 

⒍ 

馬
王
堆
『
五
行
』
池
田
：
池
田
知
久
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
五
行
篇
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
） 

 
 

⒎ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
：
裘
錫
圭
主
編
・
湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
編 

『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成 

肆
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 



 
 

  
□
最
新
の
漢
字
研
究 

 
 

⒏ 

『
古
漢
字
発
展
論
』：
黄
徳
寛 

等
『
古
漢
字
発
展
論
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 

藪
敏
裕 

監
訳
『
古
漢
字
発
展
論
』（
発
行
：
樹
立
社
、
発
売
：
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
三
年
） 

 
 

⒐ 

禤
：
禤
健
聡
『
戦
国
楚
系
簡
帛
用
字
習
慣
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

 
 

⒑ 

白
於
藍
：
白
於
藍
『
簡
帛
古
書
通
仮
字
大
系
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

 

六
、
「
秦
系
文
字
」
と
は
春
秋
戦
国
期
に
お
い
て
秦
の
地
域
で
使
用
さ
れ
て
い
た
文
字
を
指
し
、「
秦
文
字
」
と
は
統
一
後
の
秦
で
使
わ
れ
て
い
た
文
字
を
指
す
。 
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第
壱
章 

序
論 

 

第
一
節 
研
究
契
機 

  

筆
者
は
台
湾
留
学
中
に
、
台
湾
人
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
ベ
ト
ナ
ム
人
な
ど
と
の
交
流
を
経
て
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
五
行
の
思
想
が
広
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
興
味
を
も
っ
た
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
す
べ
て
の
物
質
は
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
つ
の
元
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
五
つ
の
元
素
が
互
い
に
影

響
を
与
え
合
う
こ
と
で
変
化
し
、
循
環
し
て
い
く
と
考
え
る
五
行
思
想
と
は
別
に
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
お
い
て
批
判
さ
れ
た
「
五
行
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。 

 

略
法
先
王
、
而
不
知
其
統
、
猶
然
而
材
劇
志
大
、
聞
見
雜
博
、
案
往
舊
造
說
、
謂
之
五
行
、
甚
僻
違
而
無
類
、
幽
隱
而
無
說
、
閉
約
而
無
解
。
案
飾
其
辭
而
祇

敬
之
、
曰
此
真
先
君
子
之
言
也
。
子
思
唱
之
、
孟
軻
和
之
。
世
俗
之
溝
猶
瞀
儒
、
嚾
嚾
然
不
知
其
所
非
也
、
遂
受
而
傳
之
、
以
為
仲
尼
子
弓
（
本
に
よ
っ
て
は

「
游
」
に
作
る
）
為
茲
厚
於
後
世
。
是
則
子
思
孟
軻
之
罪
也
。 

 

こ
の
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
見
え
る
「
五
行
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
五
行
」
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
り
、
例
え
ば
『
中
庸
』

の
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
昆
弟
・
朋
友
の
「
五
達
道
」
や
『
孟
子
』
の
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
の
「
五
倫
」
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
馬

王
堆
漢
墓
帛
書
『
五
行
』
（
以
下
、
馬
王
堆
『
五
行
』
と
略
称
）
の
登
場
に
よ
り
状
況
は
大
き
く
転
換
し
た
。
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
と
は
、
一
九
七
二
年
に
中
国
湖

南
省
長
沙
市
芙
蓉
区
馬
王
堆
漢
墓
三
号
墓
で
出
土
し
た
帛
書
で
あ
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』
中
に
は
「
集
大
成
」
や
「
金
声
玉
振
」
な
ど
の
『
孟
子
』
特
有
の
語
が
見

え
、
『
荀
子
』
が
批
判
す
る
「
五
行
」
で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
に
出
土
し
た
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
に
は
、
冒
頭
に
「
五
行
」
と

題
さ
れ
た
馬
王
堆
『
五
行
』
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
『
五
行
』
が
含
ま
れ
て
い
た
。
馬
王
堆
『
五
行
』
に
は
「
経
」
と
「
説
」
が
あ
り
、「
経
」
の
内
容
を
「
説
」
が
解

説
す
る
形
体
を
と
る
た
め
、
分
量
は
馬
王
堆
『
五
行
』
の
方
が
多
い
。
馬
王
堆
『
五
行
』
の
「
経
」
の
部
分
と
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
五
行
』（
以
下
、
郭
店
『
五
行
』
と

略
称
）
は
、
内
容
と
し
て
は
概
ね
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
こ
の
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
見
え
る
「
五
行
」
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』

の
祖
本
な
い
し
郭
店
『
五
行
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。 
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本
論
文
で
は
、『
五
行
』
の
よ
り
古
い
戦
国
期
の
姿
を
残
し
て
い
る
郭
店
『
五
行
』
を
検
討
す
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
池
田
知
久
、
李
零
、
劉
釗
、
陳
偉
等
の

諸
氏
を
参
考
と
し
、
原
文
を
厳
密
に
解
釈
し
従
来
の
説
で
疑
問
が
残
る
点
に
つ
い
て
、
近
年
の
出
土
資
料
の
研
究
の
進
展
の
成
果
を
取
り
込
み
つ
つ
、
新
説
を
出
し

た
部
分
も
あ
る
。 

  

第
二
節 

研
究
目
的 

  

郭
店
『
五
行
』
を
厳
密
に
解
釈
し
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
を
究
明
す
る
こ
と
を
本
論
文
の
目
的
と
す
る
。
例
え
ば
、
郭
店
『
五
行
』
第
三
十
二
号
簡
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。 

 

顏
色
伀
（
容
）

（
貌
）
恩
（
溫
）
弁
也
。
以
亓
（
其
）

（
中
）
心
與
人
交
、
兌
（
悅
）
也
。 

  

こ
の
文
章
の
「
弁
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
變
」
の
字
と
さ
れ
、
さ
ら
に
通
仮

１

し
て
「
戀
」
と
同
じ
と
さ
れ
、「
恋
い
慕
う
」
意
と
さ
れ
て
き
た
が
、「
弁
」
は
そ

の
字
の
意
味
と
し
て
「
楽
」
と
解
釈
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
郭
店
『
五
行
』
の
解
釈
に
疑
問
が
残
る
す
べ
て
の
箇
所
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
検
討

を
行
い
、
郭
店
『
五
行
』
を
現
在
の
水
準
に
お
い
て
可
能
な
限
り
厳
密
に
解
釈
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
戦
国
期
に
お
け
る

『
五
行
』
の
意
味
を
当
時
の
実
態
に
即
し
て
解
釈
し
、
当
時
の
思
想
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

  

第
三
節 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』『
五
行
』
に
つ
い
て 

 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
は
、
『
郭
店
楚
簡
』
『
郭
店
簡
』
と
も
略
称
さ
れ
る
。
一
九
九
三
年
十
月
に
中
国
の
湖
北
省
荊
門
市
沙
洋
区
紀
山
鎮
郭
店
村
の
郭
店
一
号
楚
墓

 

１ 

「
通
仮
」
と
は
、
音
（
字
音
）
が
同
じ
漢
字
を
、
意
味
（
字
義
）
も
同
じ
と
し
て
通
用
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 
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で
出
土
し
た
竹
簡
群
で
、
現
在
は
湖
北
省
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
考
証
に
よ
る
と
、
戦
国
時
代
の
中
期
ま
た
は
末
期
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
竹
簡
は
全
部
で
八
〇
四
枚
あ
る
。
そ
の
う
ち
文
字
が
記
さ
れ
た
竹
簡
は
七
三
〇
枚
、
字
数
は
一
三
〇
〇
〇
字
あ
ま
り
で
あ
る
。
次
に
記
す

通
り
、
十
八
篇
か
ら
成
る
。 

 

『
老
子
』
甲
、
乙
、
丙 

『
太
一
生
水
』 

『
緇
衣
』 

『
魯
穆
公
問
子
思
』 

『
窮
達
以
時
』 

『
五
行
』 

『
唐
虞
之
道
』 

『
忠
信
之
道
』 

『
成
之
聞
之
』 

『
尊
徳
義
』 

『
性
自
命
出
』 

『
六
徳
』 

『
語
叢
』
一
、
二
、
三
、
四 

  

本
論
文
で
扱
う
『
五
行
』
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
冒
頭
で
も
挙
げ
た
が
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

略
法
先
王
、
而
不
知
其
統
、
猶
然
而
材
劇
志
大
、
聞
見
雜
博
、
案
往
舊
造
說
、
謂
之
五
行
、
甚
僻
違
而
無
類
、
幽
隱
而
無
說
、
閉
約
而
無
解
。
案
飾
其
辭
而
祇

敬
之
、
曰
此
真
先
君
子
之
言
也
。
子
思
唱
之
、
孟
軻
和
之
。
世
俗
之
溝
猶
瞀
儒
、
嚾
嚾
然
不
知
其
所
非
也
、
遂
受
而
傳
之
、
以
為
仲
尼
子
弓
為
茲
厚
於
後
世
。

是
則
子
思
孟
軻
之
罪
也
。 
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先
秦
期
の
文
献
で
は
、
「
五
行
」
に
言
及
す
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
『
荀
子
』
の
批
判
す
る
「
五
行
」
は
明
ら
か
に
五
行
思
想
の
五
行
で
は
な
い
と
さ
れ
、
長
ら

く
逸
書
と
さ
れ
て
き
た
が
、
龐
樸

２

は
馬
王
堆
『
五
行
』
を
こ
の
逸
書
つ
ま
り
思
孟
子
学
派
の
書
と
主
張
し
た
。
そ
の
後
、
前
述
し
た
と
お
り
、
さ
ら
に
古
い
形
を
残

し
た
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
中
の
『
五
行
』
が
一
九
九
三
年
に
発
掘
さ
れ
、『
五
行
』
の
研
究
は
最
高
潮
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。 

 

た
だ
こ
の
三
十
年
間
で
出
土
資
料
や
竹
簡
に
関
す
る
研
究
は
さ
ら
に
加
速
的
に
進
展
し
て
い
る
た
め
、
現
在
に
お
い
て
さ
ら
に
竹
簡
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と

は
文
字
学
的
に
も
思
想
史
学
的
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
楚
系
文
字
の
特
徴
と
、
郭
店
『
五
行
』
の
思
想
史
的
特
徴
ま
た
は
関
係
性
つ
い
て
言
及

し
た
い
。 

  

第
四
節 

研
究
方
法 

  

本
稿
で
は
、
ま
ず
郭
店
『
五
行
』
の
原
文
に
見
え
る
漢
字
を
隷
定

３

し
な
が
ら
、
精
読
し
て
注
釈
を
つ
け
た
。
そ
れ
を
基
に
本
稿
第
弐
章
の
訳
注
篇
を
作
成
し
、
第

参
章
で
は
そ
の
中
で
も
特
に
問
題
に
な
る
隷
定
、
仮
借
字
等
の
問
題
を
、
第
肆
章
で
は
全
体
の
意
味
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
っ
た
。 

 

漢
字
の
検
討
方
法
は
、「
字
形
」
「
意
味
」「
音
」
の
三
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
こ
れ
は
漢
字
が
「
形
」「
音
」「
義
」
の
三
つ
の
要
素
か
ら
成
る
た
め
で
あ
る
。 

郭
店
『
五
行
』
の
漢
字
の
隷
定
と
意
味
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
最
初
の
発
掘
報
告
で
あ
る
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
・
一
九
九

八
年
）
に
よ
り
、
当
時
の
基
本
的
な
漢
字
の
隷
定
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
次
に
、
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年)

の
譯
注
篇
の
訓

読
、
口
語
訳
を
参
考
に
本
文
の
意
味
を
検
討
し
た
。
ま
た
池
田
に
よ
る
郭
店
『
五
行
』
の
注
釈
内
容
か
ら
漢
字
の
隷
定
に
つ
い
て
の
問
題
点
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
確

認
し
た
。
さ
ら
に
、
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
讀
記
（
増
訂
本
）』
（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
で
郭
店
『
五
行
』
の
漢
字
の
隷
定
や
内
容
に
つ
い
て
池
田
と
異

 

２ 

龐
樸
「
馬
王
堆
帛
書
解
開
了
思
孟
五
行
説
古
謎
」
（
『
文
物
』、
一
九
七
七
年
、
第
十
期
）（
未
見
） 

３ 

「
隷
定
」
と
は
、
本
来
は
古
漢
字
を
そ
の
字
形
に
基
づ
い
て
隷
書
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
現
在
で
は
楷
書
に
す
る
こ
と
も
隷
定
と
言
う
。
本
稿
で
も
楚
簡
の

文
字
を
楷
書
に
す
る
こ
と
を
隷
定
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
そ
の
隷
定
し
た
字
形
が
そ
の
意
味
の
本
字
に
対
し
て
異
体
字
の
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
は
仮
借
字
で
あ

る
場
合
も
あ
る
。 



 
5 

な
る
点
に
つ
い
て
確
認
、
劉
釗
『
郭
店
楚
簡
校
釋
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
で
は
、
作
者
の
劉
釗
は
漢
字
の
専
門
家
で
あ
り
、
隷
定
に
つ
い
て
池
田
・

李
零
と
は
違
う
視
点
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
参
考
に
し
た
。
劉
釗
か
ら
裨
益
さ
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
編
著

『
楚
地
出
土
戰
國
簡
冊
合
集
（
一
）
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
に
対
し
多
く
の
研
究
者
の
意
見

を
盛
り
込
み
改
良
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
学
者
の
先
進
的
な
意
見
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
、
竹
簡
を
写
真
で
記
録
し
た
図
版
が
、
荊
門
市
博

物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
よ
り
も
明
瞭
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
筆
跡
等
に
つ
い
て
詳
細
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
細
か
い
残
簡
や
簡
の
裏
側
に
残
さ
れ
て
い
た
関
連
す
る
字
形
を
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
漢
字
の
「
（
字
）
形
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
禤
健
聡
『
戦
国
楚
系
簡
帛
用
字
習
慣
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
多
く
使
用
し
た
。
禤

は
楚
系
文
字
の
字
語
関
係

４

の
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
功
績
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
資
料
で
は
楚
系
文
字
で
問
題
と
さ
れ
や
す
い
字
形
に
つ
い
て
「
意
味
」
か
ら
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
楚
系
文
字
の
例
を
見
な
が
ら
、
楚
系
文
字
の
字
形
の
特
徴
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
漢
字
の
「
音
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、

白
於
藍
『
簡
帛
古
書
通
仮
字
大
系
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
主
に
使
用
し
た
。
白
於
藍
は
上
古
音

５

で
通
仮
で
き
る
漢
字
に
つ
い
て
、
実
際
の
先
秦

期
の
出
土
例
に
挙
げ
な
が
ら
網
羅
的
に
挙
げ
て
い
る
。
「
意
味
」
か
ら
あ
る
漢
字
と
あ
る
漢
字
が
通
仮
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
た
際
に
、
「
音
」
か
ら
も
通
仮
で
き

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
使
用
し
た
。 

  
  

４ 

漢
字
の
字
形
と
そ
の
表
す
意
味
と
音
の
関
係
。
あ
る
漢
字
が
そ
の
字
本
来
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
仮
借
的
な
用
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
検
討
を
も
含
む
。
た
と
え
ば
『
論
語
』
冒
頭
の
「
學
而
時
習
之
、
不
亦
說
乎
」
の
「
説
」
は
悦
ぶ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
「
悦
」
の
意
を
表
す
際

に
は
「
兌
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
「
説
」
字
な
ど
が
作
ら
れ
「
悦
」
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。『
論
語
』
は
編
集
当
時
の
漢
字
の
用
字
習
慣
を
残

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
悦
」
字
の
登
場
は
楚
で
は
戦
国
末
以
降
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

５ 

「
上
古
音
」
と
は
漢
代
以
前
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
上
古
中
国
語
お
よ
び
漢
字
音
の
音
韻
体
系
の
こ
と
で
あ
る
。 



 
6 

第
弐
章 

郭
店
楚
墓
竹
簡
『
五
行
』
訳
注
篇 

  

第
弐
章
は
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
五
行
』
（
以
下
、
郭
店
『
五
行
』
と
す
る
）
の
原
文
・
訓
読
・
口
語
訳
・
語
注
を
付
し
た
訳
注
篇
と
す
る
。【 

】
で
括
っ
た
も
の

は
竹
簡
の
号
簡
数
を
表
す
。
ま
た
、
原
文
、
訓
読
、
口
語
訳
の
中
で
、
（ 

）
で
括
っ
た
も
の
は
隷
定
ま
た
は
通
用
す
る
漢
字
、
［ 

］
で
括
っ
た
も
の
は
送
り
仮
名
、

〈 

〉
は
「
天
」
字
や
「
而
」
字
等
に
つ
い
て
文
脈
の
判
断
に
合
っ
た
も
の
を
括
っ
て
お
り
、
〔 

〕
で
括
っ
た
も
の
は
原
文
に
は
な
い
が
、
補
わ
れ
る
べ
き
欠
字
、

ま
た
は
筆
者
が
必
要
に
応
じ
て
加
え
た
説
明
で
あ
る
。
竹
簡
上
に
見
え
る
「
■
」
や
「 

」
は
こ
こ
で
は
省
略
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
本
稿
資
料
篇
に
付
し
て
い
る

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
編
著
『
楚
地
出
土
戰
國
簡
冊
合
集
（
一
）
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
の
図
版
を
参
照
さ
れ
た

い
。 

 

第
一
章 

原
文 

五
行
。

（
仁
）
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
行
。
義
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
【
一
】
行
、
不

型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
行
。
豊
（
禮
）
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
【
二
】
〔
行
。
智
型
（
形
）
〕
於
內
胃

（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
行
。
聖
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）【
三
】
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）

之
行
。
悳
（
德
）
之
行
五
、
和
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
、
四
行
和
胃
（
謂
）
之
善
。
善
、
人
【
四
】
道
也
。
悳
（
德
）、
天
道
也
。 

 

訓
読 

五
行 （

仁
）
の
内
に
型
（
形
）
る
る
、
之
れ
を
悳
（
德
）
の
行
と
胃
（
謂
）
い
、
内
に
型
（
形
）
れ
ざ
る
、
之
れ
を
行
と
胃
（
謂
）
う
。
義
の
内
に
型
（
形
）
る
る
、

之
れ
を
悳
（
德
）
の
行
と
胃
（
謂
）
い
、
内
に
型
（
形
）
れ
ざ
る
、
之
れ
を
行
と
胃
（
謂
）
う
。
豊
（
禮
）
の
内
に
型
（
形
）
る
る
、
之
れ
を
悳
（
德
）
の
行
と
胃

（
謂
）
い
、
内
に
型
（
形
）
れ
ざ
る
、
之
れ
を
行
と
胃
（
謂
）
う
。
智
の
内
に
型
（
形
）
る
る
、
之
れ
を
悳
（
德
）
の
行
と
胃
（
謂
）
い
、
内
に
型
（
形
）
れ
ざ
る
、

之
れ
を
行
と
胃
（
謂
）
う
。
聖
の
内
に
型
（
形
）
る
る
、
之
れ
を
悳
（
德
）
の
行
と
胃
（
謂
）
い
、
内
に
型
（
形
）
れ
ざ
る
、
之
れ
を
悳
（
德
）
の
行
と
胃
（
謂
）
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う
。
悳
（
德
）
の
行
の
五
つ
の
す
る
、
之
れ
を
悳
（
德
）
と
胃
（
謂
）
い
、
四
行
の
和
す
る
、
之
れ
を
善
と
胃
（
謂
）
う
。
善
は
、
人
道
な
り
。
悳
（
德
）
は
、
天

道
な
り
。 

 

口
語
訳 

五
行 人

間
の
内
面
に
〔
生
ま
れ
つ
き
〕
形
作
ら
れ
て
い
る
仁
を
、
徳
の
行
い
と
言
い
、
内
面
に
お
い
て
形
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
〔
後
に
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し

た
〕
仁
を
、
行
い
と
言
う
。
人
間
の
内
面
に
お
い
て
〔
生
ま
れ
つ
き
〕
形
作
ら
れ
て
い
る
義
を
、
徳
の
行
い
と
言
い
、
内
面
に
お
い
て
形
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
〔
後
に
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
〕
義
を
、
行
い
と
言
う
。
人
間
の
内
面
に
お
い
て
〔
生
ま
れ
つ
き
〕
形
作
ら
れ
て
い
る
禮
を
、
徳
の
行
い
と
言
い
、
内
面
に
お

い
て
形
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
〔
後
に
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
〕
禮
を
、〔
行
い
〕
と
言
う
。
人
間
の
内
面
に
お
い
て
〔
〔
生
ま
れ
つ
き
〕
形
作
ら
れ
て
い
る

智
を
〕
、
徳
の
行
い
と
言
い
、
内
面
に
お
い
て
形
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
〔
後
に
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
〕
智
を
、
行
い
と
言
う
。
人
間
の
内
面
に
お
い
て

〔
生
ま
れ
つ
き
〕
形
作
ら
れ
て
い
る
聖
を
、
徳
の
行
い
と
言
い
、
内
面
に
お
い
て
形
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
〔
後
に
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
〕
聖
を
、
徳
の

行
い
と
言
う
。 

こ
れ
ら
の
徳
の
行
い
の
五
つ
が
調
和
し
た
も
の
を
、
徳
と
言
い
、
四
つ
の
行
い
が
調
和
し
た
も
の
を
、
善
と
言
う
。
善
は
、
人
道
で
あ
り
、
徳
は
、
天
道
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
五
行
。

（
仁
）
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
行
。 

「
五
行
」
の
二
文
字
は
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
の
本
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
の
篇
名
に
な
っ
て
い
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』
に
は
篇
名
は
見
ら
れ
な
い
。
「

」
は
、

「
心
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
身
」
は
声
符

６

。
形
声
字
で
現
在
の
「
仁
」
と
書
か
れ
る
字
で
あ
る
。『
古
漢
字
発
展
論
』

７

に
よ
る
と
、
楚
簡

８

で
は
こ
の
字
の
他
に

 

６

『
説
文
』
の
「
从
Ａ
」
は
「
Ａ
を
構
成
要
素
と
す
る
」
と
翻
訳
す
る
。「
Ａ
を
構
成
要
素
と
す
る
」
と
言
っ
た
場
合
は
、
Ａ
は
「
意
符
Ａ
」
を
意
味
す
る
。 

７ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
五
七
頁
参
照
。 

８ 

「
楚
簡
」
と
は
、
楚
地
域
で
出
土
し
た
竹
簡
の
こ
と
で
、
内
実
と
し
て
は
楚
系
文
字
、
秦
系
文
字
、
ま
た
は
他
の
地
域
の
文
字
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
楚
の
文
字
は
「
楚
系
文
字
」
、
六
国
期
の
秦
の
文
字
を
「
秦
系
文
字
」
と
す
る
。「
楚
簡
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
引
用
文
献
が
「
楚
簡
」
と
記
し
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「
心
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
千
」
が
声
符
で
あ
る
「
忎
」
字
も
あ
る
。
禤

９

に
よ
る
と
、「
身
」
と
「
千
」
の
古
音
は
通
じ
る
た
め
、「

」
と
「
忎
」
は
異
体
字
の

関
係
と
な
る
。
「
型
」
は
「
形
」
で
あ
る
。
禤

１
０

に
よ
る
と
、
楚
簡
で
は
「
現
れ
る
」
意
の
｛
形
｝

１
１

を
記
す
際
に
「
型
」
の
字
形
が
常
用
さ
れ
る
。「
胃
」
は

｛
謂
｝
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
古
漢
字
発
展
論
』

１
２

に
よ
る
と
、「
謂
」
は
「
胃
」
か
ら
の
分
化
字

１
３

で
あ
り
、
春
秋
文
字
か
ら
現
れ
た
。
下
部
の
「
肉
（
月

（
に
く
づ
き
））
」
旁
に
は
「
月
（
つ
き
）」
旁
と
区
別
す
る
た
め
に
、
右
上
に
飾
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
国
期
に
楚
以
外
に
晋
や
燕
で
も
見
ら
れ
る
。

「
悳
」
は
、
「
心
」
と
「
直
」
を
構
成
要
素
と
す
る
。
「
直
」
は
声
符
も
兼
ね
る
。
「
徳
」
の
初
文

１
４

で
あ
る
。 

 

（
２
）
義
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
行
。 

「
義
」
は
、
「
羊
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
我
」
。 

池
田

１
５

は
「
五
行
」
の
配
列
の
順
序
に
つ
い
て
、
馬
王
堆
『
五
行
』
経
の
第
一
章
で
は
「
仁→

知→

義→

禮→

聖
」
で
あ
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
第
一
章
で
は
、

こ
れ
と
異
な
っ
て
「

→

義→

豊→
〔
智
〕→

聖
」
で
あ
る
と
馬
王
堆
と
郭
店
の
差
異
を
言
う
。 

 

（
３
）
豊
（
禮
）
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
〔
行
〕。 

 

て
い
る
際
に
は
尊
重
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
中
国
語
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
特
に
手
は
入
れ
て
い
な
い
。 

９ 

禤
二
六
三
頁
参
照
。 

１
０ 

禤
三
五
七
頁
参
照
。 

１
１ 

以
後
、
「
字
（
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
字
形
）
」
と
「
語
（
意
味
と
音
）」
を
区
別
す
る
た
め
に
「
語
」
を
示
す
字
に
は
｛ 

｝
を
付
す
。
自
明
な
場
合
に
は
「 

」

を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
以
下
注
記
し
な
い
。 

１
２ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
三
六
九―

三
七
〇
頁
及
び
四
一
九
頁
参
照
。 

１
３ 

「
分
化
字
」
と
は
、
あ
る
一
つ
の
字
形
（
本
字
）
が
多
く
の
役
割
を
持
っ
た
際
に
区
別
す
る
た
め
に
新
し
く
作
ら
れ
た
字
の
こ
と
。 

１
４ 

「
初
文
」
と
は
、
あ
る
語
の
字
形
の
最
も
古
い
形
を
言
う
。 

１
５ 

池
田
一
三
二
頁
（
２
）
参
照
。 
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「
豊
」
は
「
禮
」
の
初
文
。
日
本
で
は
「
豊
」
字
と
「
豐
」
字
を
同
じ
字
と
す
る
が
、
本
来
は
別
字
で
あ
る
。
中
国
で
は
『
説
文
』

１
６

以
来
、
「
豊
」
字
は

「
禮
」
の
初
文
、
「
豐
」
字
は
「
丰
」
に
作
り
、
「
豊
か
」
の
意
と
さ
れ
て
き
た
。
本
来
、
「
豊
（
禮
）
」
は
「
玨
」
と
「
壴
」
を
構
成
要
素
と
し
、
「
豐
」
は

「
壴
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
丰
」
。
欠
字
で
あ
る
部
分
に
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
よ
り
「
行
」
を
補
っ
た
。 

 

（
４
）
〔
智
型
（
形
）〕
於
內
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
行
。 

欠
字
の
二
字
は
、
郭
店
簡
注

１
７

に
倣
い
「
智
型
」
を
補
っ
た
。 

 

（
５
）
聖
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
、
不
型
（
形
）
於
內
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
。 

「
聖
」
に
つ
い
て
は
第
参
章
第
二
節
一
を
参
照
。 

「
仁
・
義
・
禮
・
智
」
の
「
不
型
（
形
）
於
內
」
の
「
行
」
の
部
分
に
は
す
べ
て
「
悳
（
德
）
之
」
が
な
い
。
「
聖
」
の
「
不
型
（
形
）
於
內
」
の
「
行
」
に
つ

い
て
は
「
悳
（
德
）
之
」
が
あ
る
が
、
郭
店
簡
注

１
８

は
衍
文
で
あ
る
と
す
る
。
池
田
は
注
に
お
い
て
「
た
だ
し
、
改
め
て
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
郭
店
『
五
行
』
と

馬
王
堆
『
五
行
』
と
は
完
全
に
同
じ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
衍
文

１
９

で
な
い
可
能
性
も
あ
る
に
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
と
も
に
「
型
於
内
」

は
先
天
的
な
自
然
、
「
不
型
於
内
」
は
後
天
的
な
人
為
を
意
味
す
る
が
、
「
聖
」
に
関
し
て
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
は
他
の
「
四
行
」
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
の
に

対
し
て
、
郭
店
『
五
行
』
は
後
天
的
な
人
為
を
も
根
本
的
に
は
自
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
」
と
言
う
。
待
考
と
す
る
。 

 

（
６
）
悳
（
德
）
之
行
五
和
、
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
、
四
行
和
、
胃
（
謂
）
之
善
。
善
、
人
道
也
。
悳
（
德
）、
天
道
也
。 

 

「
和
」
は
郭
店
『
五
行
』
の
字
形
は
「
咊
」
で
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
０

は
、
「
咊
」
は
「
偏
旁
の
位
置
の
互
換
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
異
体
の
併
用
」
で
、

 

１
６ 

『
説
文
』
と
は
、
後
漢
の
許
慎
が
著
し
た
『
説
文
解
字
』
の
こ
と
。 

１
７ 

郭
店
簡
一
五
一
頁
〔
二
〕
参
照
。 

１
８ 

郭
店
簡
一
五
一
頁
〔
三
〕
参
照
。 

１
９ 

「
衍
文
（
エ
ン
ブ
ン
）
」
と
は
、
「
衍
字
」
と
も
言
い
、
書
写
や
印
刷
の
際
に
誤
っ
て
混
入
し
た
必
要
の
な
い
文
字
の
こ
と
。 

２
０ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
五
八
頁
参
照
。 
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「
偏
旁
位
置
の
交
代
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
一
字
多
形
を
示
し
て
い
る
」
と
言
う
。
「
𨔞
」
は
、
郭
店
『
五
行
』
以
下
楚
簡
に
よ
く
見
ら
れ
る
字
形
で
現
在
の
「
道
」

で
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
１

も
、
「
道
」
の
会
意
偏
旁
の
「
首
」
は
「
頁
」
に
変
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
と
言
う
。 

  

第
二
章 

原
文 

君
子
亡

（
中
）
心
之

（
憂
）
則
亡
（
無
）

（
中
）
心
之
智
。
亡

（
中
）
心
之
智
則
亡

（
中
）
心
【
五
】
〔
之
兌
（
悅
）
〕、
亡
（
無
）

（
中
）

心
〔
之
兌
（
悅
）
則
不
〕
安
、
不
安
則
不

（
樂
）
、
不

（
樂
）
則
亡
（
無
）
悳
（
德
）
。 

 

訓
読 

君
子

（
中
）
心
の

（
憂
）
い
亡
（
無
）
け
れ
ば
、
則
ち

（
中
）
心
の
智
亡
（
無
）
し
。

（
中
）
心
の
智
亡
（
無
）
け
れ
ば
、
則
ち

（
中
）
心

〔
の
兌
（
悅
）
び
〕
亡
（
無
）
し
。

（
中
）
心
〔
の
兌
（
悅
）
び
〕
亡
（
無
）
け
れ
ば
、〔
則
ち
〕
安
か
ら
〔
ず
〕
。
安
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

（
樂
）
し
ま
ず
。

（
樂
）
し
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
悳
（
德
）
亡
（
無
）
し
。 

 

口
語
訳 

君
子
は
心
の
内
面
に
憂
い
が
な
け
れ
ば
、
心
の
内
面
に
智
は
な
い
。
心
の
内
面
に
智
が
な
け
れ
ば
、
心
の
内
面
に
〔
悅
び
〕
は
な
い
。
心
の
内
面
に
〔
悅
び
〕
が

な
け
れ
ば
、
心
に
安
ら
か
さ
は
〔
な
い
〕。
安
ら
か
さ
が
な
け
れ
ば
、
楽
し
み
は
な
い
。
楽
し
み
が
な
け
れ
ば
、
徳
は
な
い
。 

 

注 （
１
）
君
子
亡

（
中
）
心
之

（
憂
）、
則
亡
（
無
）

（
中
）
心
之
智
。 

 

２
１ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
五
六
頁
参
照
。 
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「
亡
」
は
、
本
義

２
２

は
「
刀
の
先
端
」
の
意
で
あ
る
が
、
通
仮
し
て
「
無
」
の
意
で
使
用
さ
れ
る
。
「

」
は
「

」
で
「
中
」
で
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展

論
』

２
３

は
、
こ
の
加
え
ら
れ
た
「
宀
」
を
「
増
繁
無
義
偏
旁
」

２
４

と
呼
び
、
「
既
存
の
字
形
に
文
字
の
音
義
と
は
関
係
の
な
い
偏
旁
を
加
え
る
も
の
」
と
言
う
。

「

（
𢚧
・
𢝊
・
憂
）
」
は
、
「

（
悳
）
」
と
字
形
が
近
い
が
「
𢚧
」
と
す
る
。
こ
の
「
𢚧
」
は
「
憂
」
で
あ
る
。
禤

２
５

は
、「
憂
」
は
本
来
「
𢝊
」
の
分
化
字

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
楚
系
文
字
で
は
｛
憂
｝
を
表
す
際
に
は
「
𢝊
」
字
が
使
用
さ
れ
る
。 

 

（
２
）
亡

（
中
）
心
之
智
、
則
亡

（
中
）
心
〔
之
兌
（
悅
）〕。 

こ
の
部
分
に
は
「
則
」
の
字
以
外
に
重
文
符
号

２
６

が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
六
号
簡
冒
頭
の
欠
字
部
分
二
字
に
は
「
之
兌
」
を
補
う
。
と
も
に
郭
店
簡
釈
文
と
そ
の

注
２
７

に
従
う
。
本
簡
の
「
兌
」
は
｛
悦
｝
の
意
で
あ
る
が
、
以
降
の
簡
も
｛
悦
｝
の
意
で
「
兌
」
字
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
字
形
と
す
る
。
禤

２
８

に
よ
る
と
、

楚
簡
で
は
｛
悦
｝
の
意
で
「
兌
」
字
が
多
用
さ
れ
る
、
と
い
う
。 

 

（
３
）
亡
（
無
）

（
中
）
心
〔
之
兌
（
悅
）
、
則
不
〕
安
。
不
安
、
則
不

（
樂
）。
不

（
樂
）
、
則
亡
（
無
）
悳
（
德
）。 

 

２
２ 

「
本
義
」
と
は
、
あ
る
漢
字
の
本
来
の
意
味
の
こ
と
で
あ
る
。 

２
３ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
二
二
頁
参
照
。 

２
４ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
二
二
頁
参
照
。
「
増
繁
無
義
偏
旁
と
は
、
既
存
の
字
形
に
文
字
の
音
義
と
関
係
の
な
い
偏
旁
を
加
え
る
も
の
」
で
、「
主
に
装
飾
的
な
機

能
」
の
み
が
あ
り
、
ま
た
「
字
形
類
化
の
作
用
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

２
５ 

禤
三
九
四
頁
参
照
。 

２
６ 

「
重
文
符
号
」
と
は
、
繰
り
返
し
て
読
む
文
字
に
付
さ
れ
て
い
る
記
号
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
繰
り
返
す
か
は
場
合
に
よ
り
異
な
る
。 

２
７ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。
注
：
一
五
一
頁
〔
五
〕
参
照
。 

２
８ 

禤
四
〇
八
頁
参
照
。 
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「
之
兌
」
に
続
く
二
字
の
欠
字
に
は
「
則
不
」
を
補
う
。
こ
の
部
分
の
重
文
符
号
に
つ
い
て
も
郭
店
簡
釈
文

２
９

に
従
う
。
「

」
は
「

」
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
古
漢
字
発
展
論
』

３
０

に
よ
る
と
「
艸
」
旁
の
一
部
が
省
略
さ
れ
「
屮
」
に
変
化
し
た
も
の
で
、
形
符
（
マ
マ
）
の
意
味
が
近
い
た
め
交
換
で
き
る
と
さ
れ
る
。
禤

３
１

は
、
「

」
は
「
樂
」
の
繁
構
（
繁
雑
な
構
造
の
字
）
で
あ
る
と
述
べ
る
。 

  

第
三
章 

原
文 

五
行
皆
型
（
形
）
于
內
、
而

（
時
）
行
【
六
】
之
、
胃
（
謂
）
之
君
〔
子
〕。
士
又
（
有
）
𢗍
（
志
）
於
君
子
道
胃
（
謂
）
之

（
志
）
士
。 

 

訓
読 

五
行
皆
な
内
に
型
（
形
）
わ
れ
て
、
時
に
之
れ
を
行
う
、
之
れ
を
君
〔
子
〕
と
胃
（
謂
）
う
。
士
の
君
子
道
に
志
す
こ
と
又
（
有
）
る
、
之
れ
を

（

・
志
）
士
と
胃
（
謂
）
う
。 

 

口
語
訳 

五
行
の
す
べ
て
が
そ
の
内
面
に
〔
生
ま
れ
つ
き
〕
形
作
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
適
切
な
時
に
そ
れ
ら
を
行
う
人
の
こ
と
を
、
君
〔
子
〕
と
言
う
。
土
の
身
分
の
者

で
君
子
道
に
志
す
人
の
こ
と
を
、
志
士
と
言
う
。 

 

注 （
１
）
五
行
皆
型
（
形
）
于
內
、
而

（
時
）
行
之
、
胃
（
謂
）
之
君
〔
子
〕。 

 

２
９ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。 

３
０ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
〇
六
頁
参
照
。 

３
１ 

禤
一
九
二
頁
参
照
。 
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「

」
は
、
「
之
」
「
日
」
「
攵
」
か
ら
成
る
。
郭
店
簡

３
２

釈
文
が
「
時
」
と
す
る
の
に
従
う
。
「
君
」
の
下
の
欠
字
に
は
「
子
」
を
補
う
。
馬
王
堆
『
五

行
』
を
参
考
に
郭
店
簡
注

３
３

に
従
う
。 

 

（
２
）
士
又
（
有
）
𢗍
（
志
）
於
君
子
道
胃
（
謂
）
之

（
志
）
士
。 

「
又
」
は
「
有
」
で
あ
る
。
「
有
」
は
「
又
」
と
「
肉
」
を
構
成
要
素
と
す
る
。
「

（
〈
之
心
〉

３
４

𢗍
）
」
は
「
志
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
に
よ
る
と
「
心
」

を
構
成
要
素
と
し
声
符
は
「
之
」
。
現
在
の
「
志
」
字
の
上
部
「
士
」
は
本
来
「
之
」
で
あ
り
、
「
之
」
は
声
符
だ
け
で
な
く
「
心
の
之
（
ゆ
）
く
と
こ
ろ
」
と
い

う
意
符
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
「

（

）
」
は
「
志
」
と
す
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

３
５

に
よ
る
と
、
「

」
は
「
詩
」
の
異
体
字
で
あ
り
、
ま

た
一
字
多
語
で
あ
る
と
言
う
。
一
字
多
語
と
は
、
一
つ
の
文
字
が
同
音
の
多
く
の
語
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、
後
世
の
「
通
仮
」
に
当
た
る
と
言
う
。
「

」

字
は
多
義
で
、
｛
志
｝
、
｛
時
｝
、
｛
持
｝
、
｛
詩
｝
、
｛
侍
｝
、
｛
恃
｝
、
｛
待
｝
な
ど
の
意
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
馬
王

堆
『
五
行
』
に
則
り
｛
志
｝
と
す
る
。 

  

第
四
章 

原
文 

善
弗
為
亡
（
無
）
近
、
悳
（
德
）
弗
【
七
】
之
（
志
）
不
城
（
成
）
、
智
弗
思
不
得
。
思
不
清
（
精
）
不

（

・
察
）
、
思
不
倀
（
長
）
不
型
（
形
）
、
不
型

（
形
）
不
安
、
不
安
不

（
樂
）、
不

（
樂
）【
八
】
亡
（
無
）
悳
（
德
）。 

 

訓
読 

 

３
２ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。 

３
３ 

郭
店
簡
一
五
一
〔
六
〕
頁
参
照
。 

３
４ 

こ
こ
で
は
〈 

〉
の
中
の
字
は
一
字
と
見
る
。 

３
５ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
六
〇―

四
六
一
、
四
六
五
頁
参
照
。 
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善
は
為
さ
ざ
れ
ば
近
づ
く
こ
と
亡
（
無
）
く
、
悳
（
德
）
は
之
（
志
）
ざ
さ
れ
ば
城
（
成
）
ら
ず
、
智
は
思
わ
ざ
れ
ば
得
ず
。 

思
う
こ
と
清
（
精
）
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば

（

・
察
）
ら
か
な
ら
ず
、
思
う
こ
と
倀
（
長
）
か
ら
ざ
れ
ば
型
（
形
）
わ
れ
ず
。
型
（
形
）
わ
れ
ざ
れ
ば
安
か
ら

ず
、
安
か
ら
ざ
れ
ば

（
樂
）
し
ま
ず
、

（
樂
）
し
ま
ざ
れ
ば
悳
（
德
）
亡
（
無
）
し
。 

 

口
語
訳 

善
は
実
践
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ず
、
徳
は
志
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
智
は
思
わ
な
け
れ
ば
、
獲
得
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

も
の
を
思
う
思
い
方
が
精
細
で
な
け
れ
ば
、
〔
善
や
徳
や
智
を
〕
察
［
つ
ま
び
］
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
思
い
方
が
長
く
〔
積
み
重
ね
ら
れ
〕
な
け
れ
ば
、

〔
善
や
徳
や
智
〕
は
現
れ
な
い
。
こ
れ
ら
が
現
れ
な
け
れ
ば
、〔
善
や
徳
や
智
に
よ
っ
て
〕
安
ら
か
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
安
ら
か
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、〔
善
や
徳
や
智
を
身
に
つ
け
て
〕
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
徳
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
善
弗
為
亡
（
無
）
近
、
悳
（
德
）
弗
之
（
志
）
不
城
（
成
）、
智
弗
思
不
得
。 

「
之
」
は
、
本
来
「
志
」
の
上
部
「
士
」
と
同
じ
で
あ
り
「
之
」
と
「
志
」
は
通
仮

３
６

す
る
。
白
於
藍

３
７

も
「
志
」
と
「
之
」
両
字
の
関
係
を
通
仮
と
認
め
る
。

「

（
城
）
」
は
「
成
」
と
す
る
。
「
成
」
は
甲
骨
文
で
は
「
戌
」
「
囗
」
か
ら
成
る
も
の
と
「
戌
」
「
丁
」
か
ら
成
る
も
の
の
二
つ
の
字
形
が
あ
り
、
季
旭
昇

３
８

は
「
成
」
を
「
城
」
の
初
文
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「

」
は
「
成
」
「
𡈼
」
か
ら
成
る
が
、
『
古
漢
字
発
展
論
』

３
９

は
「
城
」
に
お
い
て
「
土
」
と
「
𡈼
」

が
混
同
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
「

」
は
「
智
」
と
す
る
。
金
文
の
「
智
」
字
で
あ
る
「

」
を
見
る
と
「
大
」
「
口
」
「
子
」
か
ら
成
る
こ
と
が
わ
か

 

３
６ 

「
通
仮
」
と
は
、
同
音
や
近
い
音
の
字
を
借
り
て
、
別
の
字
の
「
語
」
を
表
記
す
る
意
と
し
て
使
用
す
る
。『
説
文
』
が
言
う
本
字
を
持
つ
場
合
の
み
で
は
な

く
、
持
た
な
い
場
合
に
も
使
用
す
る
。 

３
７ 

白
於
藍
六
十
四
頁
参
照
。 

３
８ 

『
説
文
新
證
』
一
〇
〇
三
頁
参
照
。 

３
９ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
三
五
頁
参
照
。 
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る
。
「

」
で
は
、
「
大
」
は
「
矢
」
に
訛
混
（
取
り
違
え
）
さ
れ

４
０

、「
子
」
は
「
于
」
に
訛
変

４
１

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
口
」
を
強
調
す
る
「
曰
」
が
追
加

さ
れ
て
い
る
。
「
思
」
に
つ
い
て
は
そ
の
上
部
の
「
田
」
の
部
分
は
元
々
「
囟
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
腦
」
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
「
㝵
」
は
「
得
」
と
す
る
。
古
文

で
は
「
彳
」
を
省
く
も
の
も
あ
る
。
『
説
文
』
は
「
䙷
」
を
「
得
」
の
古
文
と
す
る

４
２

が
、
甲
骨
金
文
で
は
「
見
」
が
「
貝
」
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
常
賢
も

「
貝
」
に
従
う
字
が
正
し
い
と
す
る
。

４
３ 

 

（
２
）
思
不
清
不
察
、
思
不
倀
不
型
。 

「
清
」
は
「
精
」
の
通
仮
字
で
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

４
４

は
戦
国
期
に
は
「
偏
旁
訛
変
」
と
し
て
「
水
」
旁
と
「
米
」
旁
の
混
同
が
あ
る
と
言
う
。
白
於
藍

４
５

も
「
清
」
「
精
」
は
通
仮
す
る
と
い
う
。
「

（

）
」
は
、
別
途
考
察
す
る
。
第
参
章
第
一
節
の
一
を
参
照
。
「
倀
」
は
「
長
」
と
す
る
。
禤

４
６

は
楚
簡

で
は
「
君
長
」
「
統
率
」
等
の
意
味
の
｛
長
｝
を
表
す
場
合
は
、「
人
」
符
を
増
や
し
て
「
倀
」
と
す
る
こ
と
も
あ
る
と
言
う
。 

 （
３
）
不
型
（
形
）
不
安
、
不
安
不

（
樂
）
、
不

（
樂
）
亡
（
無
）
悳
（
德
）。 

 

「
不
型
不
安
不

」
に
は
一
字
ず
つ
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
部
分
は
郭
店
簡
釈
文

４
７

に
従
う
。 

  

 

４
０ 

劉
釗
『
古
文
字
構
形
學
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
十
六
頁
参
照
。 

４
１ 

「
訛
変
」
と
は
、
誤
っ
た
改
変
を
お
こ
な
っ
た
結
果
誤
字
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。 

４
２ 

『
古
文
異
體
關
係
整
理
與
研
究
』
一
四
二
頁
参
照
。 

４
３ 

加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
源
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
七
四
三
頁
参
照
。 

４
４ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
三
六
頁
参
照
。 

４
５ 

白
於
藍
一
一
三
七
頁
参
照
。 

４
６ 

禤
四
一
九
頁
参
照
。 

４
７ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。 
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第
五
章 

原
文 

不

（
仁
）
、
思
不
能
清
（
精
）。
不
智
、
思
不
能
倀
（
長
）
。
不

（
仁
）
不
智
、
未
見
君
子
、
憂
心
【
九
】
不
〈
丕
〉
能
惙
惙
、
既
見
君
子
、
心
不
〈
必
〉
能
兌

（
悅
）
。
「
亦
既
見

（
止
）、
亦
既
訽
（
覯
）

（
止
）、
我
心

（
則
）【
十
】〔
兌
（
悅
）〕。
」
此
之
胃
（
謂
）〔
也
。
不
〕

（
仁
）、
思
不
能
清
。
不
聖
、
思

不
能

（
輕
）。
不

（
仁
）
不
聖
、
【
十
一
】
未
見
君
子
、
憂
心
不
〈
丕
〉
能

（

・

・
忡
）

（

・

・
忡
）、
既
見
君
子
、
心
不
〈
必
〉
能
降
。 

 

訓
読 （

仁
）
な
ら
ざ
る
は
、
思
う
こ
と
清
（
精
）
ら
か
な
る
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
智
な
ら
ざ
る
は
、
思
う
こ
と
倀
（
長
）
き
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

（
仁
）
な

ら
ず
智
な
ら
ず
。
未
だ
君
子
を
見
ざ
れ
ば
、
憂
心
惙
惙
た
り
。
既
に
君
子
を
見
れ
ば
、
心
は
必
ず
能
く
兌
（
悅
）
ぶ
。「
亦
た
既
に
見
て
、
亦
た
既
に
訽
（
覯
）
［
み

あ
］
え
ば
、
我
が
心

（
則
）
ち
〔
兌
（
悅
）
ぶ
〕
。
」
と
は
、
此
れ
の
胃
（
謂
）
い
〔
な
り
。〕 

（
仁
）
な
ら
〔
ざ
る
〕
は
、
思
う
こ
と
清
ら
か
な
る
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
聖
な
ら
ざ
る
こ
と
は
、
思
う
こ
と

（
輕
）
や
か
な
る
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
不

（
仁
）

（
仁
）
な
ら
ず
聖
な
ら
ず
。
未
だ
君
子
を
見
ざ
れ
ば
、
憂
心 

（

・

・
忡
）

（

・

・
忡
）
た
り
。
既
に
君
子
を
見
れ
ば
、
心
は
必
ず

能
く
降
る
。 

 

口
語
訳 

仁
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
仁
を
思
う
思
い
方
が
精
細
で
な
い
か
ら
で
あ
り
、
智
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
智
を
思
う
思
い
方
が
長
く

〔
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
〕
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
仁
も
智
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ま
だ
君
子
を
見
て
い
な
い
時
は
、
憂

い
の
心
か
ら
思
い
悩
み
落
ち
着
か
な
い
が
、
す
で
に
君
子
を
見
た
後
は
、
私
の
心
は
必
ず
悦
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。〔『
詩
』
に
〕「
す
で
に
君
子
に
お
目
に
か
か
り
、
ま

た
君
子
に
お
会
い
し
た
後
は
、
私
の
心
は
〔
悅
び
に
変
わ
る
〕。」
と
言
う
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
〔
で
あ
る
。〕 

仁
を
獲
得
す
る
こ
と
が
〔
で
き
な
い
〕
の
は
、
仁
を
思
う
思
い
方
が
精
細
で
な
い
か
ら
で
あ
り
、
聖
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
聖
を
思
う
思
い
方
が

軽
快
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
仁
も
聖
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ま
だ
君
子
を
見
て
い
な
い
時
は
、
憂
い
の
心
か
ら
心
配

で
穏
や
か
で
は
な
い
が
、
す
で
に
君
子
を
見
た
後
は
、
私
の
心
は
必
ず
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
る
。 
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注 （
１
）
不

（
仁
）、
思
不
能
清
。
不
智
、
思
不
〈
丕
〉
能
倀
（
長
）。 

 

「

」
は
「
智
」
と
す
る
。
こ
の
「
智
」
字
は
、
「
矢
（
大
）」「
于
（
子
）」「
口
」「
曰
」
か
ら
成
る
。 

 

（
２
）
不

（
仁
）
不
智
、
未
見
君
子
、
憂
心
不
〈
丕
〉
能
惙
惙
。 

 

「
惙
」
字
の
右
下
部
分
に
重
文
符
号
が
付
し
て
あ
る
た
め
二
字
に
読
む
。
単
字
重
文
で
あ
る
。「
惙
」
に
つ
い
て
『
説
文
』
は
「
憂
也
、
从
心
叕
声
、
詩
曰
憂
心
惙

惙
、
一
曰
意
不
定
也
」
と
言
う
。
「
心
」
を
構
成
要
素
と
し
声
符
は
「
叕
」
。
郭
店
『
五
行
』
の
「
惙
」
を
厳
格
に
隷
定
す
る
と
、
池
田
の
言
う
通
り
「

」
に
な
る
。

「
未
見
君
子
、
憂
心
不
能
惙
惙
」
は
、
『
毛
詩
』
召
南
草
蟲
篇
の
「
未
見
君
子
、
憂
心
惙
惙
」
と
は
語
句
に
一
部
違
い
が
見
ら
れ
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』
は
「
詩
曰
」

を
追
加
し
、
『
毛
詩
』
の
原
文
に
忠
実
で
あ
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
の
成
立
時
に
は
経
の
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
『
詩
』
か
ら
の
引
用

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
『
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一
）
』
に
も
『
毛
詩
』
召
南
草
蟲
篇
が
見
ら
れ
る
が
こ
の
部
分
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
字
形
の
確

認
は
で
き
な
い
。「

」
字
は
、
郭
店
簡
釈
文

４
８

は
「
不
」
に
す
る
が
、「
丕
」
字
の
可
能
性
も
あ
る
。
待
考
と
す
る
。 

 

（
３
）
既
見
君
子
、
心
不
〈
必
〉
能
兌
（
悅
）。 

 

「

」
字
は
、
郭
店
簡
釈
文

４
９

は
「
不
」
字
と
す
る
が
、
池
田

５
０

は
「
必
」
と
す
る
。
前
文
の
解
釈
が
不
確
定
で
あ
り
こ
の
文
の
解
釈
に
影
響
が
あ
る
た
め
、

決
定
で
き
な
い
。「
丕
」
字
の
可
能
性
も
あ
る
。「
既
見
君
子
、
心
不
能
兌
（
悅
）
」
の
部
分
は
「
既
見
」
を
除
き
『
毛
詩
』
召
南
草
蟲
篇
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

（
４
）
亦
既
見

（
止
）、
亦
既
訽
（
覯
）

（
止
）、
我
心

（
則
）〔
兌
（
悅
）〕。
此
之
胃
（
謂
）〔
也
。〕 

 

４
８ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。 

４
９ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。 

５
０ 

池
田
一
四
〇
頁
（
３
）
参
照
。 
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「

」
は
李
零
、
劉
釗
、
陳
偉
等

５
１

は
「
之
」
字
に
隷
定
す
る
が
、
池
田
、
劉
信
芳

５
２

は
「
止
」
字
に
隷
定
す
る
。
池
田
、
劉
信
芳
に
従
っ
て
お
く
。
本
字
は
、

「
之
」
と
「
止
」
か
ら
成
る
。
ま
た
こ
の
部
分
は
、
合
文
符
号
は
な
い
が
合
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
合
文
と
は
一
見
一
字
に
み
え
る
が
、
そ

の
実
二
字
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
』
昭
王
毀
室
・
昭
王
與
龔
之
𦞠

５
３

で
は
、
第
一
簡
に
お
い
て

、
第
二
簡
に
お
い
て

、

、

の
「
之
」「
止
」
か
ら
成
る
合
文
が
四
箇
所
で
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

①
「

」
に
つ
い
て 

(

稚)

人

（

〓(

止
之)

） 

「

」
に
は
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
「
止
」
「
之
」
両
字
に
読
み
為
す
。
原
文
は
「
稚
人
止
之
」
と
な
り
、『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
》
讀
本
』

は
、
「
寺
人
阻
止
他
」

５
４

と
解
釈
す
る
。「

」
の
下
部
の
「
止
」
は
「
阻
止
」
の
意
、
上
部
の
「
之
」
は
前
述
の
人
物
「
他
」
を
指
し
て
い
る
。 

 

②
「

」
に
つ
い
て 

「
君
王
台(

始)

內(

入)

室
、
君
之
備(

服)
不
可

(

以)

進
。」
不

（

 (

止)

） 

「

」
に
は
合
文
符
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。「
止
」
に
読
み
為
す
。
原
文
は
「
不
止
」
と
な
り
、『《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』

５
５

は
前
文
と

の
関
係
か
ら
主
語
を
補
い
「
君
子
不
停
止
歩
伐
」
と
解
釈
す
る
。
こ
の
「

」
の
意
は
「
停
止
」
で
あ
る
。
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
』

５
６

注
は
、
こ

の
「

」
を
「
止
」
の
繁
文
で
あ
る
と
言
う
。 

 

 

５
１ 

李
零
七
十
八
頁
、
劉
釗
七
十
五
頁
、
陳
偉
等
四
十
八
頁
、
参
照
。 

５
２ 

池
田
一
三
八
頁
・
一
四
一
（
４
）
、
陳
偉
等
五
十
二
頁
〔
２
２
〕
参
照
。 

５
３ 

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
図
版
三
十
三―

四
十
二
頁
参
照
。
釈
文
考
釈
、
一
八
一―

一
九
〇
頁

参
照
。 

５
４ 

季
旭
昇
主
編
『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』（
萬
巻
楼
図
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
七
年
）
五
十
一
頁
参
照
。 

５
５ 

『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』
五
十
一
頁
参
照
。 

５
６ 

『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
』
一
八
三
頁
参
照
。 
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③
「

」
に
つ
い
て 

尓
必

（

 (

止))

少
〓
人
〓(

小
人
、
小
人) 

「

」
に
は
合
文
符
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。「
止
」
に
読
み
為
す
。
原
文
は
「
尓
必
止
小
人
」
と
な
り
、『《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』

５
７

は

「
倘
若
你
要
阻
止
小
人
」
と
解
釈
す
る
。「

」
は
「
止
め
る
」
の
意
に
な
る
。 

 

④
「

」
に
つ
い
て 

(

稚)

人
弗
敢

（

 (

止)

） 

「

」
に
は
合
文
符
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）』
及
び
『《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』

５
８

と
も
に
「
止
」

に
読
み
為
す
。
原
文
は
「
稚
人
弗
敢
止
」
と
な
り
、
『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
》
讀
本
』

５
９

は
「
寺
人
聽
了
之
後
便
不
敢
阻
止
他
」
と
解
釈
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
部
分
は
①
の
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
く
「

」
の
下
部
の
「
止
」
は
、「
阻
止
」
の
意
、
上
部
の
「
之
」
は
前
述
の
人
物
「
他
」
を

指
し
て
い
る
。
従
っ
て
「

」
は
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
「
之
止
」
と
読
み
為
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
合
文
符
号
が
な
く
と
も
合
文
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
合
文
符
号
が
な
く
と
も
、
合
文
と
読
む
例
は
金
文
以
来
多
数
あ
る
。
そ
の

た
め
、
郭
店
『
五
行
』
の
「
亦
既
見

、
亦
既
訽

」
の
「

」
も
「
之
」「
止
」
両
字
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
待
考
と
す
る
。 

 

「
訽
」
は
「
覯
」
と
す
る
。
白
於
藍

６
０

も
両
字
の
通
仮
を
認
め
て
い
る
。
劉
釗

６
１

は
、「
訽
」「
覯
」
の
古
音
は
ど
ち
ら
も
見
紐
侯
部
で
あ
り
、
音
が
通
じ
る
と
言

う
。
「

」
は
一
般
の
字
形
（
例
：
郭
店
『
五
行
』
第
六
号
簡
「

（
則
）」
）
と
は
異
な
る
が
「
則
」
と
す
る
。
第
十
号
簡
最
後
の
「
我
心
則
」
に
続
く
第
十
一
号

 

５
７ 

『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』
五
十
一
頁
参
照
。 

５
８ 

『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』
五
十
頁
参
照
。『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）』
一
八
三―

一
八
四
頁
参
照
。 

５
９ 

『
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）》
讀
本
』
五
十
一
頁
参
照
。 

６
０ 

白
於
藍
二
五
九
頁
参
照
。 

６
１ 

劉
釗
七
十
五
頁
参
照
。 
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簡
冒
頭
の
一
字
は
「
兌
（
悅
）」
を
、「
此
之
胃
」
の
下
の
欠
字
一
字
に
は
「
也
」
を
郭
店
簡
注

６
２

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
補
っ
た
。 

 
（
５
）〔
不
〕

（
仁
）
、
思
不
能
清
。
不
聖
、
思
不
能

（
輕
）。
不

（
仁
）
不
聖
。 

「

」
は
「
輕
」
で
あ
る
。
禤

６
３

は
、
楚
簡
で
｛
輕
｝
は
「

」
字
ほ
か
で
表
記
さ
れ
る
と
し
、「

」
は
「
羽
」
と
声
符
「
巠
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
軽

重
」
の
｛
輕
｝
の
専
用
字

６
４

で
あ
る
と
言
う
。
な
お
、｛
輕
｝
の
意
の
「
輕
」
は
秦
系
文
字
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
こ
で
は
「
軽
快
」
の
意
と
し
て
用
い
る
。 

 

（
６
）
未
見
君
子
、
憂
心
不
〈
丕
〉
能

（

・

・
忡
）

（

・

・
忡
）、
既
見
君
子
、
心
不
〈
必
〉
能
降
。 

「

」
は
、
『
毛
詩
』
召
南
草
蟲
篇
の
「
未
見
君
子
、
憂
心
忡
忡
」
の
「
忡
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
白
於
藍

６
５

は
「

」
（
「
夂
」
は
「
終
」
の
古
い
字
体
）
と

「
忡
」
は
通
仮
関
係
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。 

  

第
六
章 

原
文 （

仁
）
之
思
也
清
、
清
【
十
二
】
則
察
、
察
則
安
、
安
則
恩
（
溫
）
、
恩
（
溫
）
則
兌
（
悅
）
、
兌
（
悅
）
則

（
就
・
戚
）
、

（
就
・
戚
）
則
新
（
親
）
、

新
（
親
）
則

（
㤅
・
愛
）
、

（
㤅
・
愛
）
則
玉
色
、
玉
色
則
型
（
形
）、
型
（
形
）
則

（
仁
）
。
【
十
三
】
智
之
思
也
倀
（
長
）
、
倀
（
長
）
則
得
、
得
則
不

亡
（
忘
）
、
不
亡
（
忘
）
則
明
、
明
則
見
臤
（
賢
）
人
、
見
臤
（
賢
）
人
則
玉
色
、
玉
色
則
型
（
形
）、
型
（
形
）
【
十
四
】
則
智
。
聖
之
思
也

（
輕
）、

（
輕
）

則
型
（
形
）
、
型
（
形
）
則
不
亡
（
忘
）
、
不
亡
（
忘
）
則

（
聰
）
、

（
聰
）
則
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、
𥹢
（
聞
）
君
子
道
則
玉
音
、
玉
音
則
型
（
形
）
、
型
（
形
）

【
十
五
】
則
聖
。 

 

６
２ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
一
三
〕
参
照
。 

６
３ 

禤
二
五
六
頁
参
照
。 

６
４ 

「
専
用
字
」
と
は
、
あ
る
語
（
意
味
）
を
表
す
際
に
用
い
ら
れ
る
専
用
の
字
の
こ
と
で
あ
る
。 

６
５ 

白
於
藍
九
五
六
頁
参
照
。 
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訓
読 （

仁
）
を
之
れ
思
う
や
清
（
精
）
ら
か
な
り
、
清
（
精
）
ら
か
な
れ
ば
則
ち
察
ら
か
な
り
、
察
ら
か
な
れ
ば
則
ち
安
ら
か
な
り
、
安
ら
か
な
れ
ば
則
ち
恩
（
溫
）

や
か
な
り
、
恩
（
溫
）
や
か
な
れ
ば
則
ち
兌
（
悅
）
び
、
兌
（
悅
）
べ
ば
則
ち

（
就
・
戚
）
し
み
、

（
就
・
戚
）
し
め
ば
則
ち
新
（
親
）
し
み
、
新
（
親
）

し
め
ば
則
ち

（
㤅
・
愛
）
し
、

（
㤅
・
愛
）
す
れ
ば
則
ち
玉
色
な
り
、
玉
色
な
れ
ば
則
ち
型
（
形
）
わ
れ
、
型
（
形
）
わ
る
れ
ば
則
ち

（
仁
）
な
り
。 

智
を
之
れ
思
う
や
倀
（
長
）
し
。
倀
（
長
）
け
れ
ば
則
ち
得
ら
れ
、
得
ら
る
れ
ば
則
ち
亡
（
忘
）
れ
ず
、
亡
（
忘
）
れ
ざ
れ
ば
則
ち
明
ら
か
な
り
、
明
ら
か
な
れ
ば

則
ち
臤
（
賢
）
人
を
見
、
臤
（
賢
）
人
を
見
れ
ば
則
ち
玉
色
な
り
、
玉
色
な
れ
ば
則
ち
型
（
形
）
わ
れ
、
型
（
形
）
わ
る
れ
ば
則
ち
智
な
り
。 

聖
を
之
れ
思
う
や

（
輕
）
や
か
な
り
、

（
輕
）
や
か
な
れ
ば
則
ち
型
（
形
）
わ
れ
、
型
（
形
）
わ
る
れ
ば
則
ち
亡
（
忘
）
れ
ず
、
亡
（
忘
）
れ
ざ
れ
ば
則
ち

（
聰
）
な
り
、

（
聰
）
な
れ
ば
則
ち
君
子
道
を
𥹢
（
聞
）
き
、
君
子
道
を
𥹢
（
聞
）
け
ば
則
ち
玉
音
し
、
玉
音
す
れ
ば
則
ち
型
（
形
）
わ
れ
、
型
（
形
）
わ
る

れ
ば
則
ち
聖
な
り
。 

 

口
語
訳 

仁
を
思
う
思
い
方
は
、
精
細
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
い
方
が
精
細
で
あ
れ
ば
、
〔
仁
が
〕
察
ら
か
に
な
り
、
察
ら
か
に
な
れ
ば
、
〔
仁
に
よ
っ
て
心
が
〕
安
ら

か
に
な
り
、
安
ら
か
に
な
れ
ば
、
温
や
か
に
な
り
、
温
や
か
に
な
れ
ば
、
〔
心
に
〕
悅
び
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
、
悅
び
を
感
ず
れ
ば
、
〔
人
と
〕
仲
よ
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
仲
よ
く
す
れ
ば
、〔
人
と
〕
親
密
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
親
密
に
な
れ
ば
、
愛
す
る
こ
と
が
で
き
、
愛
す
れ
ば
、
玉
の
よ
う
に
輝
く
こ
と
が
で
き
、
玉
の
よ

う
に
輝
け
ば
、〔
仁
が
〕
現
れ
、
現
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
仁
の
完
成
で
あ
る
。 

智
を
思
う
思
い
方
は
、
長
く
〔
積
み
重
ね
〕
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
く
〔
積
み
重
ね
〕
れ
ば
、
〔
智
を
〕
得
る
こ
と
が
で
き
、
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
〔
智

を
〕
忘
れ
去
る
こ
と
が
な
く
、
忘
れ
去
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
明
ら
か
に
な
り
、
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
賢
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
賢
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

玉
の
よ
う
に
光
り
輝
き
、
玉
の
よ
う
に
光
り
輝
け
ば
、
〔
智
が
〕
現
れ
、
現
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
智
の
完
成
で
あ
る
。 

聖
を
思
う
思
い
方
は
、
軽
快
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軽
快
で
な
け
れ
ば
、
〔
聖
が
〕
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
見
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
〔
聖
を
〕
忘
れ
去
る
こ
と

が
な
く
、
忘
れ
去
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
聰
く
な
り
、
聰
く
な
れ
ば
、
君
子
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
君
子
道
を
聞
け
ば
、
玉
の
よ
う
に
澄
ん
だ
美
し
い
響
き
を
発

し
、
玉
の
よ
う
に
澄
ん
だ
美
し
い
響
き
を
発
す
れ
ば
、
〔
聖
が
〕
現
れ
、
現
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
聖
の
完
成
で
あ
る
。 

 



 
22 

注 （
１
）

（
仁
）
之
思
也
清
、
清
則
察
、
察
則
安
、
安
則
恩
（
溫
）
、
恩
（
溫
）
則
兌
（
悅
）
、
兌
（
悅
）
則

（
就
・
戚
）
、

（
就
・
戚
）
則
新
（
親
）
、
新

（
親
）
則

（
㤅
・
愛
）、

（
㤅
・
愛
）
則
玉
色
、
玉
色
則
型
（
形
）、
型
（
形
）
則

（
仁
）。 

 

「
清
」
「
察
」
「
安
」
「
恩
（
溫
）
」
「
兌
（
悅
）」
「

（
就
・
戚
）」「
新
（
親
）」「
㤅
（
愛
）」
「
玉
色
」「
型
（
形
）」
の
一
字
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
重
文
符
号
が
あ
る

た
め
、
郭
店
簡
釈
文

６
６

に
従
い
繰
り
返
し
読
む
。 

「
恩
」
は
「
溫
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
に
よ
る
と
、
「
温
」
は
「
水
」
を
構
成
要
素
と
し
声
符
は
「
𥁕
」
。
禤

６
７

は
『
説
文
』
「
𥁕
」
の
項
に
見
え
る
「
𥁕
」
を
｛
温
｝

を
表
す
本
字
で
あ
る
と
す
る
。「
𥁕
」
は
囚
人
に
す
ら
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ
る
よ
う
な
思
い
や
り
の
気
持
ち
「
仁
」
に
対
す
る
形
容
で
温
か
い
意
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
𥁕
」
を
つ
く
る
「
囚
」
に
つ
い
て
、
張
政
烺
氏
は
「
蘊
」
の
初
文
で
あ
る
と
言
う

６
８

。
楚
簡
は
「
囚
（
蘊
）
」
で
｛
温
｝
を
記
す
と
言
う
。
さ
ら
に
、「
囚
（
蘊
）」

は
「
心
」
符
を
足
し
て
「

」
さ
ら
に
こ
の
字
の
「
人
」
を
「
大
」
に
変
え
た
「
恩
」
が
作
ら
れ
、
こ
の
「

」
「
恩
」
は
楚
簡
で
は
｛
温
｝
の
専
用
字
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
恩
」
は
「
温
」
で
あ
る
と
す
る
。 

「

（
就
・
戚
）
」
は
別
途
考
察
す
る
。
第
参
章
第
一
節
の
二
を
参
照
。
「

」
は
「
新
」
で
「
親
」
と
す
る
。
白
於
藍

６
９

も
「
新
」
「
親
」
の
通
仮
関
係
を
認

め
て
い
る
。
「

」
は
「
㤅
・
愛
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、
「
愛
」
は
行
く
様
で
、
「
夊
」
と
声
符
「
㤅
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
言
う
。
郭
店
『
五
行
』
の
「

」

字
は
「
夊
」
及
び
「
心
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
く
。「
玉
色
」
は
馬
王
堆
『
五
行
』
で
は
「
王
色
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
２
）
智
之
思
也
倀
（
長
）
、
倀
（
長
）
則
得
、
得
則
不
亡
（
忘
）
、
不
亡
（
忘
）
則
明
、
明
則
見
臤
（
賢
）
人
、
見
臤
（
賢
）
人
則
玉
色
、
玉
色
則
型
（
形
）
、
型

（
形
）
則
智
。 

 

池
田
、
李
零
、
劉
釗
、
陳
偉
等

７
０

は
「
亡
」
を
「
忘
」
と
読
み
為
す
が
、
『
毛
詩
』
邶
風
緑
衣
篇
に
「
心
之
憂
矣
、
曷
維
其
亡
」
と
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
亡
」
に

 

６
６ 

郭
店
簡
一
四
九
頁
参
照
。 

６
７ 

禤
三
三
三―

三
三
四
頁
参
照
。 

６
８ 

張
政
烺
《
釋
因
蘊
》
（『
古
文
字
研
究
』
第
一
二
輯
、（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
七
三―
八
三
頁
）（
未
見
） 

６
９ 

白
於
藍
一
二
九
五
頁
参
照
。 

７
０ 

池
田
一
四
四
頁
（
２
）、
李
零
七
十
九
頁
、
劉
釗
七
十
六
頁
、
陳
偉
等
四
十
八
頁
参
照
。 
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｛
忘
｝
の
意
が
あ
る
。
「
臤
」
は
「
賢
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
に
「
又
」
及
び
声
符
「
臣
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
古
文
の
「
賢
」
字
を
表
す
と
言
う
。
禤

７
１

は
、
楚
簡
で

は
｛
賢
｝
を
「
臤
」
「
孯
」
字
で
記
す
と
言
う
。 

 

（
３
）
聖
之
思
也

（
輕
）
、

（
輕
）
則
型
（
形
）
、
型
（
形
）
則
不
亡
（
忘
）
、
不
亡
（
忘
）
則

（
聰
）
、

（
聰
）
則
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、
𥹢
（
聞
）
君

子
道
則
玉
音
、
玉
音
則
型
（
形
）
、
型
（
形
）
則
聖
。 

 

「

」
は
「

」
で
｛
聰
｝
で
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

７
２

に
「
聡
」
の
異
体
と
し
て
「
耳
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
兇
」
の
「

」
字
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
禤

７
３

は
、
楚
簡
で
は
｛
聰
｝
の
意
で
「

」
字
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
は
｛
聰
｝
の
専
用
字
で
あ
る
と
言
う
。「
𥹢
」
に
つ
い
て
は
第
参
章
第
一
節
の
三

を
参
照
。 

  

第
七
章 

原
文 

「

（
淑
）
人
君
子
、
亓
（
其
）
義
（
儀
）

（
一
）
也
」。
能
為

（
一
）、
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
為
君
子
、

（
慎
）
亓
（
其
）

（

・
蜀
（
獨
））

也
。
【
十
六
】
「
〔
瞻
望
弗

（
及
）
〕
、

  

（
泣
）
涕
女
（
如
）
雨
」。
能 

（

ま
た
は

（
差
））
沱
（
池
）
亓
（
其
）
𦏴
（
羽
）、
肰
（
然
）
句
（
後
）

能
至
哀
。
君
子

（
慎
）
亓
（
其
）【
十
七
】〔
蜀
（
獨
）
也
。
〕 

 

訓
読 

「

（
淑
）
人
君
子
は
、
亓
（
其
）
の
義
（
儀
）

（
一
）
な
り
」
。
能
く

（
一
）
を
為
し
て
、
肰
（
然
）
る
句
（
後
）
に
能
く
君
子
と
為
る
。
〔
君
子
は
〕
亓

（
其
）
の

（

・
蜀
（
獨
）
）
を

（
慎
）
む
な
り
。 

 

７
１ 

禤
三
四
九
頁
参
照
。 

７
２ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
五
七
頁
参
照
。 

７
３ 

禤
七
十
三
頁
参
照
。 
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「
〔
瞻
望
弗
〕

（
及
）
ば
ず
、

（
泣
）
涕
す
る
こ
と
雨
の
女
（
如
）
し
」。
能
く
亓
（
其
）
の
𦏴
（
羽
）
を 

（

ま
た
は

（
差
））
沱
（
池
）
し
て
、

肰
（
然
）
る
句
（
後
）
に
能
く
哀
し
み
を
至
［
き
わ
］
む
。
君
子
は
亓
（
其
）
の
〔
蜀
（
獨
）
を
〕

（
慎
）
む
〔
な
り
。〕 

 

口
語
訳 

〔『
詩
』
に
〕「
淑
人
た
る
君
子
は
、
そ
の
生
き
方
に
一
貫
す
る
も
の
が
あ
る
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
方
に
一
貫
す
る
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ
、
始
め
て
君

子
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
〔
君
子
と
は
〕、
自
分
の
獨
を
大
切
に
す
る
者
で
あ
る
。 

〔『
詩
』
に
〕「
〔
遙
か
に
眺
め
見
て
も
〕
そ
の
姿
は
も
う
見
え
〔
ず
〕、
涙
が
雨
の
よ
う
に
流
れ
る
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
羽
を
羽
ば
た
か

せ
て
こ
そ
、
始
め
て
哀
し
み
の
感
情
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
君
子
と
は
、
自
分
の
〔
獨
〕
を
大
切
に
す
る
者
〔
で
あ
る
。
〕 

 

注 （
１
）

（
淑
）
人
君
子
、
亓
（
其
）
義
（
儀
）

（
一
）
也
。 

 

こ
の
部
分
は
『
毛
詩
』
曹
風
鳲
鳩
篇
「
淑
人
君
子
、
其
儀
一
兮
」
の
引
用
で
あ
る
。「

」
は
「
淑
」
と
す
る
。
金
文
で
は
「
淑
」
は
「
心
」
を
構
成
要
素
と
し

と
「
弔
」
は
声
符
。
禤

７
４

は
、
楚
簡
で
は
「
弔
」
及
び
「
口
」
旁
を
加
え
た
「

」
で
貞
淑
の
｛
淑
｝
や
兄
弟
の
長
幼
の
序
を
言
う
｛
叔
｝
を
表
し
た
と
言
う
。
ま

た
、
貞
淑
の
｛
淑
｝
は
「

」
「

」
「

」
な
ど
で
も
記
さ
れ
た
と
言
う
。「
亓
」
は
「
其
」。「
亓
」
は
「
其
」
の
古
字
で
、
簡
帛
で
は
「
其
」
字
は
「
亓
」
で
記

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
義
」
は
「
儀
」
の
本
字

７
５

で
あ
る
。
白
於
藍

７
６

も
「
義
」「
儀
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。「

」
は
「
一
」
で
あ
る
。『
古
漢
字
発
展

論
』

７
７

は
「

」
の
使
い
方
は
郭
店
簡
中
二
種
類
あ
る
と
言
う
。
一
つ
は
、｛
一
｝
の
意
で
使
用
す
る
も
の
、
二
つ
目
は
｛
能
｝
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。「
一
」

を
「

」
に
作
る
の
は
、
お
そ
ら
く
楚
文
字
中
の
同
音
の
交
換
使
用
で
あ
る
と
言
う
。 

 

 

７
４ 

禤
二
九
六
頁
参
照
。 

７
５ 

劉
釗
七
十
七
頁
参
照
。 

７
６ 

白
於
藍
四
八
五
頁
参
照
。 

７
７ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
六
二
頁
、
四
四
〇
頁
参
照
。 
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（
２
）
能
為

（
一
）
、
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
為
君
子
、

（
慎
）
亓
（
其
）
蜀
（

・
獨
）
也
。 

「
肰
」
は
「
然
」
と
す
る
。『
説
文
』
は
、「
然
」
は
「
火
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
肰
」
は
声
符
。
白
於
藍

７
８

は
「
肰
」「
然
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。

「
句
」
は
「
后
」
で
「
後
」
の
意
で
あ
る
。
「

（
句
）」
の
左
右
を
入
れ
替
え
た
字
形
と
「

（
后
）」
の
字
形
は
似
て
い
る
。
禤

７
９

は
、「
後
」
は
「
先
后

(

後)

」
の
｛
后(

後)

｝
の
本
字
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
楚
簡
で
は
「
先
后(

後)

」「
前
后(

後)

」「
后(

後)

代
」
の
｛
后(

後)

｝
は
「
𨒥
」
に
作
ら
れ
、
こ
れ
は
『
説

文
』
古
文
「

」
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
さ
ら
に
、「
而
后(

後)

」
の
｛
后(

後)

｝
は
「
句
」
に
も
作
ら
れ
る
と
言
う
。
白
於
藍

８
０

は
「
句
」「
後
」
の
通
仮
関
係

を
認
め
て
い
る
。「

」
は
秦
系
文
字
の
「
慎
」
で
あ
ろ
う
。「
慎
」
は
、
金
文
で
は
「
心
」
或
い
は
「
言
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
斦
」。
楚
系
文
字
で

は
、
「
言
」
（
或
い
は
さ
ら
に
「
心
」）
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
斦
」（
或
い
は
「
斦
」
の
省
声
「
斤
」）。「
幺
」
や
「
十
（
あ
る
い
は
丨
）」
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
白
於
藍

８
１

は
「
慎
」
と
「

」
の
仮
借
関
係
を
認
め
て
い
る
。「

（

）」
は
隷
定
す
る
と
「
蜀
」
で
「
獨
」
で
あ
る
。『
説
文
』
は
、「
獨
」

は
「
犬
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
蜀
」
は
声
符
。「
蜀
」
の
甲
骨
文
は
、「
虫
」「
人
」「
目
」
か
ら
成
る
。
禤

８
２

は
、
楚
簡
で
は
未
だ
「
獨
」
字
は
見
ら
れ
ず
、｛
獨
｝

の
意
で
は
皆
「
蜀
」
字
を
使
用
す
る
と
言
う
。 

 

（
３
）
〔
瞻
望
弗

（
及
）
〕
、

  

（
泣
）
涕
女
（
如
）
雨
。
能

（

・
差
）
沱
（
池
）
亓
（
其
）
𦏴
（
羽
）、
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
至
哀
。
君
子

（
慎
）

亓
（
其
）
〔
蜀
（
獨
）
也
。
〕 

第
十
七
号
簡
冒
頭
の
欠
字
三
字
半
は
、
郭
店
簡
注

８
３

に
従
い
、「
瞻
望
弗

」
を
補
う
。
「

」
は
「
及
」
と
す
る
。『
古
漢
字
発
展
論
』

８
４

で
は
増
添
意
符

８
５

 

７
８ 

白
於
藍
一
二
〇
七
頁
参
照
。 

７
９ 

禤
一
三
七
頁
参
照
。 

８
０ 

白
於
藍
二
五
二
頁
参
照
。 

８
１ 

白
於
藍
八
三
一
頁
参
照
。 

８
２ 

禤
九
十―

九
十
一
頁
参
照
。 

８
３ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
一
九
〕
参
照
。 

８
４ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
〇
八―

四
〇
九
頁
参
照
。 

８
５ 

「
増
添
意
符
」
と
は
、
当
該
字
に
そ
の
字
の
意
味
と
関
係
あ
る
意
符
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
当
該
字
の
意
味
の
範
疇
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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と
し
て
、
「
及
」
に
「
辵
」
を
加
え
た
形
を
掲
載
す
る
。
「

」
は
「
泣
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、
「
泣
」
は
「
水
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
立
」
と
言
う
。

禤
８
６

は
、
楚
簡
で
は
｛
泣
｝
意
が
「
泣
」
字
ま
た
は
「

」
字
に
作
ら
れ
る
と
言
う
。「

」
に
つ
い
て
は
「
水
」
「
眔
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
眔
」
は
声
符
も

兼
ね
る
。
陳
斯
鵬

８
７

は
「
眔
」
を
｛
泣
｝
の
初
文
で
あ
る
と
言
う
。「
女
」
は
「
如
」
で
あ
る
。
禤

８
８

は
、
早
期
古
文
字
よ
り
、「
女
」
は
｛
如
｝
の
意
で
使
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
戦
国
時
代
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
た
と
言
う
。
楚
簡
で
は
多
く
｛
如
｝
の
意
で
「
女
」
字
を
用
い
る
。
ま
た
、「
如
」
で
｛
如
｝
を
表
す
の
は
、
出

土
文
献
に
お
い
て
は
石
鼓
文
や
睡
虎
地
秦
簡
等
に
見
ら
れ
る
と
言
う
。
「

」
字
は
、
隷
定
は
「

（
郭
店
簡
釈
文
、
池
田
、
劉
釗
）
」
ま
た
は
「

（
白
於
藍
、

陳
偉
等
）
」
と
さ
れ
、
李
零
は
「
差
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、「
差
」
は
「
左
」「
𠂹
」
を
構
成
要
素
と
す
る
と
言
う
。「
𠂹
」
字
の
要
素
は
郭
店
『
五
行
』
の
こ
の
部

分
の
「

」
字
右
部
分
に
表
れ
て
い
る
。
白
於
藍

８
９

は
「

（

）」
と
「
差
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。「
沱
」
は
「
池
」
と
同
字
で
あ
る
。
「
也
」

と
「
它
」
は
古
音
が
同
じ
で
、
古
く
か
ら
混
同
さ
れ
て
い
た
。
「
𦏴
」
は
「
羽
」
と
す
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

９
０

に
双
声
字

９
１

と
し
て
「
𦏴
」
が
あ
る
。「
𦏴
」
は

「
羽
」
「
于
」
共
に
声
符
で
あ
り
、
共
に
匣
母
魚
部
に
属
す
。
禤

９
２

は
、
楚
簡
で
は
「
羽
毛
」
の
意
の
｛
羽
｝
と
「
和
音
階
名
（
音
階
）」
の
音
の
一
つ
で
あ
る
｛
羽
｝

は
、
「
羽
」
な
い
し
「
𦏴
」
で
記
さ
れ
る
と
言
う
。
「

」
は
「
慎
」
で
あ
る
。
白
於
藍

９
３

は
「

」
「
慎
」
の
仮
借
関
係
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
六
号
簡
の

「

」
字
と
こ
こ
の
「

」
字
は
同
字
で
あ
る
と
言
う
。
第
十
八
号
簡
冒
頭
欠
字
二
字
に
は
、
郭
店
簡
注

９
４

に
従
い
、「
蜀
也
」
を
補
う
。 

こ
の
部
分
は
『
毛
詩
』
邶
風
燕
燕
篇
と
の
関
連
性
が
深
い
。「
瞻
望
弗

、

  

涕
女
雨
」
は
、
現
行
本
「
瞻
望
弗
及
、
泣
涕
如
雨
」
の
引
用
で
、「

沱
亓
𦏴
」

は
、
現
行
本
「
差
池
其
羽
」
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
慎
獨
」
の
思
想
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
毛
詩
』
が
戦
国
期
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て

 

８
６ 

禤
二
四
二―

二
四
三
頁
参
照
。 

８
７ 

陳
斯
鵬
「
“

眔
”

為
“

泣
”

之
初
文
説
」（
『
古
文
字
研
究
』
第
二
十
五
輯
二
五
六―

二
六
一
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）（
未
見
） 

８
８ 

禤
二
六
八
頁
参
照
。 

８
９ 

白
於
藍
四
六
一
頁
参
照
。 

９
０ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
四
四
頁
、
四
四
九
頁
参
照
。 

９
１ 

「
双
声
字
」
と
は
、
本
来
の
字
形
を
基
礎
に
声
符
を
加
え
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

９
２ 

禤
四
〇
一
頁
参
照
。 

９
３ 

白
於
藍
八
三
三
頁
参
照
。 

９
４ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
二
〇
〕
参
照
。 
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い
た
か
に
つ
い
て
の
理
解
と
し
て
重
要
な
部
分
に
な
る
。 

  

第
八
章 

原
文 

〔
君
〕
子
之
為
善
也
、
又
（
有
）
與

（
始
）
、
又
（
有
）
與
冬
（
終
）
也
。
君
子
之
為
悳
（
德
）
也
【
十
八
】〔
又
（
有
）
與
〕

（
始
）、
亡
〔
與
〕
終
也
。 

 

訓
読 

〔
君
〕
子
の
善
を
為
す
や
、
與
［
と
も
］
に

（
始
）
ま
る
も
の
又
（
有
）
り
、
與
に
冬
（
終
）
わ
る
も
の
又
（
有
）
る
な
り
。
君
子
の
悳
（
德
）
を
為
す
や
、

〔
與
に
〕

（
始
）
ま
る
も
の
〔
又
（
有
）
る
も
、
與
に
〕
終
わ
る
も
の
〔
亡
（
無
）
き
〕
な
り
。 

 

口
語
訳 

〔
君
〕
子
が
善
を
行
う
時
は
、
そ
の
始
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
終
わ
り
が
あ
る
。
君
子
が
徳
を
行
う
時
は
、〔
そ
の
〕
始
ま
り
〔
は
あ
る
が
〕、
そ
の
終
わ
り
〔
は
な
い
〕。 

 

注 （
１
）
〔
君
〕
子
之
為
善
也
、
又
（
有
）
與

（
始
）、
又
（
有
）
與
冬
（
終
）
也
。 

 

欠
字
一
字
に
は
郭
店
簡
注

９
５

に
従
い
、
「
君
」
を
補
っ
た
。
「

」
は
「
始
」
と
す
る
。『
説
文
』
は
、「
始
」
は
「
女
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
台
」
と

言
う
。
禤

９
６

は
、
「
初
始
」
の
｛
始
｝
の
意
で
「
始
」
字
が
使
用
さ
れ
る
の
は
出
土
文
献
で
は
睡
虎
地
秦
簡
等
の
秦
系
文
字
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
楚
簡
で

 

９
５ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
二
一
〕
参
照
。 

９
６ 

禤
二
八
九
頁
参
照
。 
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は
「
初
始
」
の
｛
始
｝
の
意
は
、
大
部
分
「

」
字
で
筆
写
さ
れ
る
と
言
う
。『
古
漢
字
発
展
論
』

９
７

も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
白
於
藍

９
８

は
「

」
「
始
」
は
之

部
司
字
声
系
で
あ
る
と
言
い
、
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。「
冬
」
は
「
終
」
で
あ
る
。『
説
文
』
は
、「
冬
」
は
「
仌
」「
夂
」
か
ら
構
成
さ
れ
、「
夂
」
は
古
文
の
終

字
で
あ
る
と
言
う
。
禤

９
９

は
、｛
終
｝
の
初
文
は
「

（
甲
骨
文
の
「
冬
」
字
）」
に
作
る
と
言
う
。 

 

（
２
）
君
子
之
為
悳
（
德
）
也
〔
又
（
有
）
與
〕

（
始
）、
亡
〔
與
〕
終
也
。 

第
十
九
号
簡
冒
頭
は
郭
店
簡
図
版

１
０
０

で
は
五
字
の
欠
字
に
見
え
る
が
、
陳
偉
等

１
０
１

の
再
整
理
さ
れ
た
図
版
を
見
る
と
残
簡
と
し
て
「

（

亡
）
」

の
二
字
が
見
え
る
。
従
っ
て
欠
字
は
第
十
七
号
簡
冒
頭
二
字
と
「
終
」
字
の
前
字
一
字
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
郭
店
簡
注

１
０
２

に
従
い
、
「
又
（
有
）
與
」「
與
」
を
補

っ
た
。
「

」
は
「

」
と
同
字
で
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

１
０
３

は
「
言
」「
口
」
の
意
符
替
換
（
交
替
）
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
白
於
藍

１
０
４

は
「

」「
始
」

は
、
共
に
之
部
司
字
声
系
で
あ
る
と
言
い
、
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「
終
」
字
は
「

」
で
あ
る
。
第
十
八
号
簡
の
「
冬
（
終
）」
字
は
「

」
で
あ
り
、

違
い
が
あ
る
。 

  

第
九
章 

 

９
７ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
四
四
頁
参
照
。
「
台
」
は
透
母
之
部
で
、「
司
」
は
心
母
之
部
で
あ
る
と
言
う
。
韻
部
が
互
い
に
同
じ
で
あ
る
。 

９
８ 

白
於
藍
二
十
四
頁
参
照
。 

９
９ 

禤
八
十
七
頁
参
照
。 

１
０
０ 

荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
）
『
五
行
』
篇
の
図
版
の
こ
と
。 

 
 

郭
店
簡
三
十
二
頁
十
九
號
簡
参
照
。 

１
０
１ 

陳
偉
等
四
十
一
頁
「
殘
２
１ 

１
９
」
参
照
。 

１
０
２ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
二
二
〕
参
照
。
漢
字
の
隷
定
は
陳
偉
等
四
十
八
頁
に
従
っ
た
。 

１
０
３ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
二
七
頁
参
照
。 

１
０
４ 

白
於
藍
二
十
四
頁
参
照
。 
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原
文 

金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（
振
）
之
、
又
（
有
）
惪
（
德
）
者
也
。
金
聖
（
聲
）、
善
也
。
玉
音
、
聖
也
。
善
、
人
【
十
九
】
道
也
。
悳
（
德
）、
而
〈
天
〉〔
道
也
。
唯
〕

又
（
有
）
悳
（
德
）
者
、
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（
振
）
之
。 

 

訓
読 

「
金
聖
（
聲
）
し
て
之
れ
を
玉
䢅
（

・
振
）
す
」
と
は
、
又
（
有
）
悳
（
德
）
者
な
り
。
金
聖
（
聲
）
は
、
善
な
り
。
玉
音
は
、
聖
な
り
。
善
は
、
人
道
な
り
。

悳
（
德
）
は
、
〈
天
〉
〔
道
な
り
。
〕
唯
だ
又
（
有
）
惪
（
德
）
者
に
し
て
の
み
、
肰
（
然
）
る
句
（
後
）
に
能
く
金
聖
（
聲
）
し
て
之
れ
を
玉
䢅
（

・
振
）
す
。 

 

口
語
訳 

〔
『
孟
子
』
に
〕
「
金
聲
而
玉
䢅
之
（
鐘
を
鳴
ら
せ
ば
、
玉
が
震
え
る
）
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
有
徳
者
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
金
聲
」
と
は
、
善
の
こ

と
で
あ
り
、
「
玉
の
音
」
と
は
、
聖
の
こ
と
で
あ
る
。
善
は
、
人
道
で
あ
り
、
徳
は
、
天
〔
道
で
あ
る
〕。
た
だ
有
徳
者
で
あ
っ
て
始
め
て
、
鐘
を
鳴
ら
し
、
玉
器
を

打
っ
て
そ
れ
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

注 （
１
）
金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（

・
振
）
之
、
又
（
有
）
惪
（
德
）
者
也
。 

 

「
聖
（
聲
）
」
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
す
る
。
第
参
章
第
二
節
の
二
を
参
照
。
「
䢅
」
は
「
振
」
と
す
る
。『
説
文
』
は
、
「
振
」
は
「
手
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声

符
は
「
辰
」
と
言
う
。
「

（
䢅
）
」
字
は
、
厳
格
に
隷
定
す
る
と
「

」
で
あ
る
。
禤

１
０
５

は
、
先
秦
出
土
文
献
で
「
振
」
字
が
見
ら
れ
ず
、
楚
簡
で
は
「

」

字
で
「
振
奮
（
奮
起
す
る
）」
の
｛
振
｝
の
意
を
筆
写
す
る
と
言
う
。 

 

「
金
聖
而
玉
䢅
之
」
は
『
孟
子
』
萬
章
下
の
「
孔
子
之
謂
集
大
成
。
集
大
成
也
者
、
金
聲
而
玉
振
之
也
。
金
聲
也
者
、
始
條
理
也
。
玉
振
之
也
者
、
終
條
理
也
。

始
條
理
者
、
智
之
事
也
。
終
條
理
者
、
聖
之
事
也
」
か
ら
の
引
用
ま
た
は
影
響
が
見
ら
れ
る
。 

 

 

１
０
５ 

禤
四
二
三―

四
二
四
頁
参
照
。 
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（
２
）
金
聖
（
聲
）
、
善
也
。
玉
音
、
聖
也
。 

「
玉
音
」
は
、
池
田

１
０
６

、
龐
樸

１
０
７

は
「
玉
振
」
と
す
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』
は
「
王
言
」
に
作
る
。 

 

（
３
）
善
、
人
道
也
。
悳
（
德
）
、
而
〈
天
〉
〔
道
也
〕
。 

「
而
」
は
、
字
形
は
「

（
而
）」
字
で
あ
る
が
「

（
天
）」
と
す
る
。
郭
店
『
五
行
』
に
は
「
而
」
字
と
「
天
」
字
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
「

（
「
而
」

郭
店
『
五
行
』
第
二
十
号
簡
）
」
字
と
「

（
「
天
」
郭
店
『
五
行
』
第
五
号
簡
）
」
字
は
か
な
り
似
て
い
る
。
「
而
」
字
は
戦
国
期
に
筆
写
の
仕
方
が
多
様
化
し

た
こ
と
で
、
こ
の
時
期
の
「
而
」
字
と
「
天
」
字
は
簡
単
に
混
乱
し
て
し
ま
う
。
「
而
」
字
の
下
の
欠
字
に
は
郭
店
簡
注

１
０
８

に
従
い
「
道
也
」
を
補
う
。 

 

（
４
）
〔
唯
〕
又
（
有
）
悳
（
德
）
者
、
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（

・
振
）
之
。 

 

欠
字
「
道
也
」
の
二
字
に
続
く
、
半
字
の
欠
字
に
は
、
郭
店
簡
釈
文

１
０
９

に
従
い
、「
唯
」
を
補
う
。 

  

第
十
章 

原
文 

不

（
聰
）
不
明
、
不
聖
不
【
二
十
】
智
、
不
智
不

（
仁
）、
不

（
仁
）
不
安
、
不
安
不
樂
、
不
樂
亡
悳
（
德
）。 

 

訓
読 （

聰
）
な
ら
ず
明
な
ら
ざ
れ
ば
、
聖
な
ら
ず
智
な
ら
ず
。 

 

１
０
６ 

池
田
一
五
〇
頁
冒
頭
参
照
。 

１
０
７ 

陳
偉
等
五
十
四
頁
〔
４
５
〕
参
照
。 

１
０
８ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
二
四
〕
参
照
。 

１
０
９ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 
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智
な
ら
ざ
れ
ば

（
仁
）
な
ら
ず
、

（
仁
）
な
ら
ざ
れ
ば
安
か
ら
ず
、
安
か
ら
ざ
れ
ば
樂
し
ま
ず
、
樂
し
ま
ざ
れ
ば
悳
（
德
）
亡
（
無
）
し
。 

 
口
語
訳 

耳
が
聰
く
な
く
、
ま
た
目
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
聖
と
智
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

智
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、
仁
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仁
を
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、〔
仁
な
ど
の
天
道
に
よ
っ
て
〕
安
ら
か
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、

安
ら
か
な
気
持
ち
に
な
ら
な
け
れ
ば
、〔
天
道
を
身
に
つ
け
て
〕
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ず
、
楽
し
ま
な
け
れ
ば
、
徳
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

注 （
１
）
不

（
聰
）
不
明
、
不
聖
不
智
、
不
智
不

（
仁
）、
不

（
仁
）
不
安
、
不
安
不
樂
、
不
樂
亡
悳
（
德
）。 

 

「
不
智
」
「
不

」
「
不
安
」
「
不
樂
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈
文

１
１
０

に
従
っ
て
読
む
。
「

（
樂
）
」
字
の
下
部
は
「
木
」

で
は
な
く
「
大
」
ま
た
は
「
矢
」
の
字
形
に
見
え
る
。 

  

第
十
一
章 

原
文 

不
弁
不
兌
（
悅
）、
不
兌
（
悅
）
不

（
就
・
戚
）、
不

（
就
・
戚
）
不
新
（
親
）、
不
新
（
親
）
不
㤅
（
愛
）、
不
㤅
（
愛
）
不

（
仁
）。 

 

訓
読 

弁
し
ま
ざ
れ
ば
兌
（
悦
）
ば
ず
、
兌
（
悦
）
ば
ざ
れ
ば

（
戚
）
し
ま
ず
、

（
戚
）
し
ま
ざ
れ
ば
新
（
親
）
し
ま
ず
、
新
（
親
）
し
ま
ざ
れ
ば
㤅
（
愛
）
せ
ず
、

㤅
（
愛
）
せ
ざ
れ
ば

（
仁
）
な
ら
ず
。 

 

 

１
１
０ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 
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口
語
訳 

弁
［
た
の
］
し
ま
な
け
れ
ば
悦
び
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
悦
び
を
感
じ
な
け
れ
ば
仲
良
く
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仲
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
親
し

む
こ
と
は
で
き
ず
、
親
し
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
愛
す
る
こ
と
は
で
き
す
、
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
仁
を
実
現
す
る
こ
と
は
な
い
。 

 

注 （
１
）
不
弁
不
兌
（
悅
）
、
不
兌
（
悅
）
不

（
就
・
戚
）、
不

（
就
・
戚
）
不
新
（
親
）、
不
新
（
親
）
不
㤅
（
愛
）、
不
㤅
（
愛
）
不

（
仁
）。 

「
弁
」
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
す
る
。
第
肆
章
第
一
節
を
参
照
。「
不
兌
」「
不

」「
不
新
」「
不
㤅
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈

文
１
１
１

に
従
っ
て
読
む
。 

  

第
十
二
章 

原
文 

不
悳
（
直
）
不

（
肆
）、
不

（
肆
）
不
果
、
不
果
【
二
十
一
】
不
柬
（
簡
）、
不
柬
（
簡
）
不
行
、
不
行
不
義
。 

 

訓
読 

悳
（
直
）
な
ら
ざ
れ
ば

（
肆
）
な
ら
ず
、

（
肆
）
な
ら
ざ
れ
ば
果
な
ら
ず
、
果
な
ら
ざ
れ
ば
柬
（
簡
）
ば
ず
、
柬
（
簡
）
ば
ざ
れ
ば
行
わ
ず
、
行
わ
ざ
れ
ば

義
な
ら
ず
。 

 

口
語
訳 

ま
っ
す
ぐ
な
心
を
抱
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
〔
心
が
〕
自
由
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
自
由
で
な
け
れ
ば
、
迷
わ
ず
果
断
に
振
る
舞
う
こ
と
は
で
き
ず
、
果
断
に
振

る
舞
わ
な
け
れ
ば
、
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
適
切
に
選
択
で
き
な
け
れ
ば
、
実
際
に
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
実
際
に
行
わ
な
け
れ
ば
、
義
を
実
現
す
る

 

１
１
１ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 
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こ
と
は
で
き
な
い
。 

 
注 （

１
）
不
悳
（
直
）
不

（
肆
）、
不

（
肆
）
不
果
、
不
果
不
柬
（
簡
）、
不
柬
（
簡
）
不
行
、
不
行
不
義
。 

「
不

」
「
不
果
」
「
不
柬
」
「
不
行
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
字
ず
つ
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈
文

１
１
２

に
従
っ
て
読
む
。
「

（
悳
）」
は
、
字
形
は

「

（
徳
）
」
と
同
じ
で
あ
る
が
「
直
」
に
読
む
。
こ
れ
は
馬
王
堆
『
五
行
』
の
該
当
箇
所
が
「
不
直
」
に
読
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。
郭
店
簡
釈
文
、
池
田
、

李
零
、
劉
釗
、
陳
偉
等

１
１
３

も
「
直
」
と
読
む
。
白
於
藍

１
１
４

は
「
悳
」
「
直
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「

（
肆
）
」
は
別
途
考
察
す
る
。
第
参
章
第
一
節

の
四
を
参
照
。
「
柬
」
は
「
簡
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、「
柬
」
は
分
別
し
て
選
ぶ
こ
と
で
、「
束
」
「
八
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
言
う
。
ま
た
、「
八
」
は
「
分
別
」

の
意
と
言
う
。
禤

１
１
５

は
、
楚
簡
で
は
「
柬
」
を
用
い
て
「
簡
易
」
「
簡
大
」
の
意
の
｛
簡
｝
を
表
す
と
言
う
。
ま
た
、
『
汗
簡
』
『
古
文
四
声
韻
』
で
は
、
古
文
で
は

「
簡
」
字
を
「
柬
」
字
に
作
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
『
漢
書
』
高
惠
高
后
文
功
臣
表
の
顔
師
古
注
で
は
晋
灼
を
引
い
て
、「
柬
」
は
古
い
「
簡
」
字
で
あ
る
と
言
う
。

こ
こ
で
は
、「
柬
」
は
古
い
「
簡
」
字
と
し
、
意
味
は
分
別
し
て
選
ぶ
意
と
す
る
。 

  

第
十
三
章 

原
文 

不

（
遠
）
不
敬
、
不
敬
不
嚴
、
不
嚴
不

（
尊
）、
不

（
尊
）
不
共
（
恭
）、
不
共
（
恭
）
亡
豊
（
禮
）
。 

 

訓
読 

 

１
１
２ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 

１
１
３ 

郭
店
簡
釈
文
一
五
〇
頁
、
池
田
一
五
三―

一
五
四
頁
、
李
零
七
十
九
頁
１
３
、
劉
釗
七
十
九
頁
、
陳
偉
等
四
十
八
頁
参
照
。 

１
１
４ 

白
於
藍
五
九
八
頁
参
照
。 

１
１
５ 

禤
一
六
二―

一
六
三
頁
参
照
。 
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（
遠
）
か
ら
ざ
れ
ば
敬
せ
ら
れ
ず
、
敬
せ
ら
れ
ざ
れ
ば
嚴
な
ら
ず
、
嚴
な
ら
ざ
れ
ば

（
尊
）
ば
れ
ず
、

（
尊
）
ば
ざ
れ
ば
共
（
恭
）
し
か
ら
ず
、
共
（
恭
）

し
か
ら
ざ
れ
ば
豊
（
禮
）
亡
（
無
）
し
。 

 

口
語
訳 

人
は
遠
慮
の
心
が
な
け
れ
ば
、
自
分
が
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
尊
敬
さ
れ
な
け
れ
ば
、
威
厳
が
身
に
つ
く
こ
と
は
で
き
ず
、
威
厳
が
な
け
れ
ば
、
尊
厳
が

身
に
具
わ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
尊
嚴
が
具
わ
ら
な
け
れ
ば
、
恭
し
く
振
る
舞
う
こ
と
は
で
き
ず
、
恭
し
く
な
け
れ
ば
、
禮
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

注 （
１
）
不

（
遠
）
不
敬
、
不
敬
不
嚴
、
不
嚴
不

（
尊
）、
不

（
尊
）
不
共
（
恭
）、
不
共
（
恭
）
亡
豊
（
禮
）。 

「

」
は
「
遠
」
で
あ
る
。
劉
釗

１
１
６

は
、
「

」
字
は
「
見
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
袁
」
で
、「
遠
」
字
と
す
る
。
白
於
藍

１
１
７

は
、「

」「
遠
」

の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「

（
敬
）
」
字
に
つ
い
て
『
古
漢
字
発
展
論
』

１
１
８

は
、
「
敬
」
字
の
偏
の
「
茍
」
上
部
の
「
艸
（
く
さ
か
ん
む
り
）
」
の
形
体
は
下

部
「
口
」
の
影
響
で
「
口
」
と
同
形
に
な
る
と
言
う
。
「

（
嚴
）」
字
は
厳
格
に
隷
定
す
る
と
「

」
で
あ
ろ
う
。『
説
文
』
は
、「
嚴
」
は
「
吅
」
を
構
成
要
素

と
し
、
声
符
は
「
𠪚
」
と
言
う
。
こ
の
郭
店
『
五
行
』
の
「

」
字
に
は
「
厂
」
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「

」
は
「
尊
」
で
あ
る
。
劉
釗

１
１
９

は

「

」
字
は
「
尊
」
字
の
初
文
で
あ
る
と
言
う
。
郭
店
『
五
行
』
の
「

」
字
は
厳
格
に
隷
定
す
る
と
「

」
で
あ
る
。
「
尊
」
字
の
下
部
は
甲
骨
文
字
よ
り

「
廾(

両
手
の
形
に
象
る)

」
ま
た
は
「
又
」
を
使
用
し
て
お
り
、「
寸
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
漢
帛
書
以
降
で
あ
る
。
禤

１
２
０

は
、
楚
簡
で
は
｛
尊
｝
の
意
で
「
𢍜
」

 

１
１
６ 

劉
釗
八
十
頁
参
照
。 

１
１
７ 

白
於
藍
一
二
四
三
頁
参
照
。 

１
１
８ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
六
七
頁
参
照
。 

１
１
９ 

劉
釗
八
十
頁
参
照
。 

１
２
０ 

禤
四
五
五―

四
五
六
頁
参
照
。 
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や
「

」
字
を
使
用
す
る
と
言
う
。
「
共
」
は
「
恭
」
で
あ
る
。
劉
釗

１
２
１

は
「
共
」
は
「
恭
」
と
す
る
。
白
於
藍

１
２
２

は
「
共
」
と
「
恭
」
の
仮
借
関
係
を
認
め

て
い
る
。 

こ
こ
で
は
「
不
敬
」
「
不
嚴
」「
不

」
「
不
共
」
に
そ
れ
ぞ
れ
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈
文

１
２
３

に
従
っ
て
読
む
。 

  

第
十
四
章 

原
文 

未
尚
（
嘗
）
【
二
十
二
】
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、
胃
（
謂
）
之
不
（
聰
）

。
未
尚
（
嘗
）
視
（
見
）
臤
（
賢
）
人
、
胃
（
謂
）
之
不
明
。
𥹢
（
聞
）
君
子
道
而
不
智

（
知
）
【
二
十
三
】
亓
（
其
）
君
子
道
也
、
胃
（
謂
）
之
不
聖
。
視
（
見
）
臤
（
賢
）
人
而
不
智
（
知
）
亓
（
其
）
又
（
有
）
悳
（
德
）
也
、
胃
（
謂
）
之
不
智
。

【
二
十
四
】
見
而
智
（
知
）
之
、
智
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
、
聖
也
。
明
明
、
智
也
。
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）、
聖
也
。
明
明
才
（
在
）
下
、
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）

【
二
十
五
】
才
（
在
）
上
、
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

 

訓
読 

未
だ
尚
（
嘗
）
て
君
子
道
を
𥹢
（
聞
）
か
ざ
る
、
之
れ
を

（
聰
）
な
ら
ず
と
胃
（
謂
）
う
。
未
だ
尚
（
嘗
）
て
臤
（
賢
）
人
を
視
（
見
）
ざ
る
、
之
れ
を
明
な
ら

ず
と
胃
（
謂
）
う
。
君
子
道
を
𥹢
（
聞
）
く
も
亓
（
其
）
の
君
子
道
な
る
を
智
（
知
）
ら
ざ
る
や
、
之
れ
を
聖
な
ら
ず
と
胃
（
謂
）
う
。
臤
（
賢
）
人
を
視
（
見
）

る
も
亓
（
其
）
の
又
（
有
）
悳
（
德
）
な
る
を
智
（
知
）
ら
ざ
る
や
、
之
れ
を
智
な
ら
ず
と
胃
（
謂
）
う
。 

見
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
智
な
り
。
𥹢
（
聞
）
き
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
聖
な
り
。
明
明
は
、
智
な
り
。
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）
は
、
聖
な
り
。「
明
明
と
し

て
下
に
才
（
在
）
り
、
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）
と
し
て
上
に
才
（
在
）
り
。」、
此
の
胃
（
謂
）
い
な
り
。 

 

 

１
２
１ 

劉
釗
八
十
頁
参
照
。 

１
２
２ 

白
於
藍
一
〇
〇
〇
頁
参
照
。 

１
２
３ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 
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口
語
訳 

ま
だ
君
子
道
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
を
、
耳
が
聰
く
な
い
と
言
う
。
ま
だ
賢
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
を
、
目
が
明
ら
か
で
な
い
と
言
う
。
君
子
道
を
聞
い
て

も
そ
れ
が
君
子
道
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
を
、
聖
で
な
い
と
言
う
。
賢
人
を
見
て
も
そ
れ
が
有
徳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
を
、
智
で
な
い
と
言
う
。 

そ
れ
〔
賢
人
〕
を
見
て
〔
そ
れ
が
有
徳
で
あ
る
こ
と
を
〕
知
る
の
が
、
智
で
あ
る
。
そ
れ
〔
君
子
道
〕
を
聞
い
て
〔
そ
れ
が
君
子
道
で
あ
る
こ
と
を
〕
知
る
の
が
、

聖
で
あ
る
。〔
『
詩
』
の
〕
「
明
明
」
と
は
、
智
の
こ
と
で
あ
り
、「
赫
赫
」
と
は
、
聖
の
こ
と
で
あ
る
。〔『
詩
』
に
〕「
明
明
と
し
て
下
に
在
り
、
赫
赫
と
し
て
上
に
在

る
。
」
と
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
未
尚
（
嘗
）
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、
胃
（
謂
）
之
不

（
聰
）
。 

 

「
尚
」
は
「
嘗
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
は
、
「
嘗
」
は
「
旨
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
尚
」
と
言
う
。
白
於
藍

１
２
４

は
「
尚
」
字
と
「
嘗
」
字
の
仮
借
関
係

を
認
め
て
い
る
。
池
田

１
２
５

は
、「
古
典
的
諸
文
献
に
よ
く
登
場
す
る
常
訓
で
あ
る
」
と
言
う
。 

 

（
２
）
未
尚
（
嘗
）
視
（
見
）
臤
（
賢
）
人
、
胃
（
謂
）
之
不
明
。
𥹢
（
聞
）
君
子
道
而
不
智
（
知
）
亓
（
其
）
君
子
道
也
、
胃
（
謂
）
之
不
聖
。
視
（
見
）
臤

（
賢
）
人
而
不
智
（
知
）
亓
（
其
）
又
（
有
）
悳
（
德
）
也
、
胃
（
謂
）
之
不
智
。 

「
視
（
見
）
」
字
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
す
る
。
第
参
章
第
二
節
の
一
を
参
照
。
こ
こ
の
「

」
字
と
「

」
字
が
、
「
視
」
字
で
あ
る
か
「
見
」
字
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
郭
店
簡
注

１
２
６

で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
３
）
見
而
智
（
知
）
之
、
智
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
、
聖
也
。
明
明
、
智
也
。
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）、
聖
也
。
明
明
才
（
在
）
下
、
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）
才

（
在
）
上
、
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

 

１
２
４ 

白
於
藍
一
〇
七
〇
頁
参
照
。 

１
２
５ 

池
田
一
五
七
頁
参
照
。 

１
２
６ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
三
一
〕
参
照
。 
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「
明
」
「
虩
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈
文

１
２
７

に
従
っ
て
読
む
。
「
虩
」
は
「
赫
」
と
す
る
。
劉
釗

１
２
８

は
、
「
虩
」
字
と
「
赫
」

字
の
古
音
は
ど
ち
ら
も
曉
紐
鐸
部
に
あ
り
通
じ
る
と
言
う
。
白
於
藍

１
２
９

は
「
虩
」
字
と
「
赫
」
字
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。「
才
」
は
「
在
」
と
す
る
。
『
説

文
』
は
、
「
在
」
は
「
土
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
才
」
と
言
う
。『
古
漢
字
発
展
論
』

１
３
０

は
『
甲
骨
文
字
詁
林
』
を
引
い
て
、
「
才
」
と
「
在
」
は
も
と
同

源
で
あ
り
、
「
在
」
は
後
に
造
ら
れ
た
存
在
を
示
す
専
用
字
で
あ
る
（『
甲
骨
文
字
詁
林
』
三
三
九
七
頁
）
と
言
う
。
ま
た
、
字
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
二
つ
の
説
を

挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
「
商
代
の
資
料
に
「
在
」
と
い
う
字
は
見
ら
れ
ず
、
存
在
の
意
味
を
表
す
と
き
は
す
べ
て
「
才
」
が
使
用
さ
れ
た
」
と
す
る
も
の
、
も
う
一

つ
は
、
「
「
才
」
に
声
符
の
「
士
」
（
『
説
文
』
の
「
土
」
は
「
士
」
の
誤
り
と
推
測
）
が
加
え
ら
れ
、「
在
」
字
が
分
化
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
甲
骨
文
字
よ
り

楚
文
字
に
至
る
ま
で
多
く
の
用
例
が
あ
る
た
め
、
「
才
」
は
「
在
」
と
読
み
為
し
て
問
題
な
い
。
「
明
明
才
下
、
虩
虩
才
上
」
は
『
毛
詩
』
大
雅
文
王
之
什
大
明
篇
の

「
明
明
在
下
、
赫
赫
在
上
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

  

第
十
五
章 

原
文 

𥹢
（
聞
）
君
子
道
、

（
聰
）
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
、
聖
也
。
聖
人
智
（
知
）
而
〈
天
〉
【
二
十
六
】
道
也
。
智
（
知
）
而
行
之
、
義
也
。
行
之
而
時
、

悳
（
德
）
也
。
見
臤
（
賢
）
人
、
明
也
。
見
而
智
（
知
）
之
、【
二
十
七
】
智
也
。
智
（
知
）
而
安
之
、

（
仁
）
也
。
安
而
敬
之
、
豊
（
禮
）
也
。
聖
智
（
知
）、

豊
（
禮
）

（
樂
）
之
所

（

・

・
由
）
生
也
、
五
【
二
十
八
】〔
行
之
所
和
〕
也
、
和
則

（
樂
）、

（
樂
）
則
又
（
有
）
悳
（
德
）、
又
（
有
）

悳
（
德
）
則
邦

（
家
）

（
舉
）。
文
王
之
見
也
女
（
如
）
此
。「
文
【
二
十
九
】〔
王
才
（
在
）
上
、
於
昭
〕
于
而
〈
天
〉。
」
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

 

訓
読 

 

１
２
７ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 

１
２
８ 

劉
釗
八
十―

八
十
一
頁
参
照
。 

１
２
９ 

白
於
藍
七
一
八
頁
参
照
。 

１
３
０ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
二
九
七
頁
参
照
。 
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君
子
道
を
𥹢
（
聞
）
く
は
、

（
聰
）
な
り
。
𥹢
（
聞
）
き
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
聖
な
り
。
聖
人
は
〈
天
〉
道
を
智
（
知
）
る
な
り
。
智
（
知
）
り
て
之
れ

を
行
う
は
、
義
な
り
。
之
れ
を
行
い
て
時
な
る
は
、
悳
（
德
）
な
り
。 

臤
（
賢
）
人
を
見
る
は
、
明
な
り
。
見
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
智
な
り
。
智
（
知
）
り
て
之
れ
に
安
ん
ず
る
は
、

（
仁
）
な
り
。
安
ん
じ
て
之
れ
を
敬
う
は
、

豊
（
禮
）
な
り
。 

聖
智
（
知
）
は
、
豊
（
禮
）

（
樂
）
の

（

・

・
由
）
り
て
生
ず
る
所
な
り
。
五
〔
行
の
和
す
る
所
〕
や
、
和
す
れ
ば
則
ち

（
樂
）
し
み
、

（
樂
）
し
め
ば
則
ち
悳
（
德
）
又
（
有
）
り
、
悳
（
德
）
又
（
有
）
れ
ば
則
ち
邦

（
家
）

（
舉
）
こ
る
。
文
王
の
見
わ
る
る
や
此
く
の
女
（
如
）
し
。
「
文

〔
王
上
に
才
（
在
）
り
、
あ
あ
〕
〈
天
〉
に
〔
昭
ら
か
な
り
〕。」
と
は
、
此
れ
の
胃
（
謂
）
い
な
り
。 

 

口
語
訳 

君
子
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
耳
の
聰
さ
で
あ
る
。
そ
れ
〔
君
子
道
〕
を
聞
い
て
知
る
の
が
、
聖
で
あ
る
。
聖
人
は
、
天
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
〔
君
子
道
〕
を
知
っ
て
行
う
の
が
、
義
で
あ
る
。
そ
れ
〔
君
子
道
〕
を
時
宜
に
応
じ
て
行
う
の
が
、
徳
の
完
成
で
あ
る
。 

賢
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
目
の
明
ら
か
さ
で
あ
る
。
そ
れ
〔
賢
人
〕
を
見
て
知
る
の
が
、
智
で
あ
る
。
そ
れ
〔
賢
人
〕
を
知
っ
て
安
ら
か
な
気
持
ち
に

な
る
の
が
、
仁
で
あ
る
。
安
ら
か
に
な
っ
て
そ
れ
〔
賢
人
〕
を
敬
う
の
が
、
禮
で
あ
る
。 

聖
と
智
は
、
禮
楽
の
生
ま
れ
て
く
る
源
で
あ
る
。
五
〔
行
が
一
つ
に
調
和
・
統
一
さ
れ
る
な
ら
ば
〕
、〔
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
楽
し
む

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
徳
の
完
成
で
あ
る
。
徳
が
完
成
す
れ
ば
、
国
家
は
興
隆
す
る
に
至
る
。
文
王
は
こ
う
し
て
世
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
『
詩
』
に
〕
「
文

〔
王
が
上
位
に
君
臨
し
て
、
あ
あ
〕、
そ
の
徳
は
天
に
〔
輝
く
〕。」
と
あ
る
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、

（
聰
）
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
、
聖
也
。
聖
人
智
（
知
）
而
〈
天
〉
道
也
。
智
（
知
）
而
行
之
、
義
也
。
行
之
而
時
、
悳

（
德
）
也
。 

「

（
而
）
」
字
は
「
天
」
字
の
誤
り
で
「
天
」
と
す
る
。
第
九
章
注
（
３
）
参
照
。
「
義
也
」
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
経
で
は
「
聖
也
」
に
作
る
。
池
田

１
３
１

 

１
３
１ 

池
田
一
五
九
頁
（
１
）
参
照
。 
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は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
経
「
聖
也
」
が
、
郭
店
『
五
行
』
の
こ
の
部
分
（
「
義
也
」
）
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

  

（
２
）
見
臤
（
賢
）
人
、
明
也
。
見
而
智
（
知
）
之
、
智
也
。
智
（
知
）
而
安
之
、

（
仁
）
也
。
安
而
敬
之
、
豊
（
禮
）
也
。
聖
智
（
知
）
、
豊
（
禮
）

（
樂
）

之
所

（

・

・
由
）
生
也
、 

（

・

）
は
「
由
」
と
す
る
。
「

」
字
に
つ
い
て
、
池
田

１
３
２

は
郭
店
簡
注

１
３
３

に
従
い
「
㝅
」、
李
零

１
３
４

は
「
由
」、
劉
釗

１
３
５

は
「

」、

陳
偉
等

１
３
６

は
竹
簡
の
図
版
を
載
せ
た
上
で
「
由
」
と
そ
れ
ぞ
れ
隷
定
し
て
い
る
。
禤

１
３
７

は
、
「
䌛
」
字
が
｛
由
｝
の
本
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
『
説
文
』
は
、

「
䌛
」
は
「
系
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
䚻
」
と
言
う
。
ま
た
、
楚
以
外
か
ら
出
土
し
た
簡
文
で
は
多
く
、
「
䌛
」
の
分
化
字
で
あ
る
「

」
字
（
或
い
は

省
体
「

」
）
が
｛
由
｝
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
禤
も
、
郭
店
『
五
行
』
の
「

」
字
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
字
を
「

」
に
作
っ
た
上
で
、
珍
し

く
奇
異
な
字
形
で
あ
る
と
し
、
裘
錫
圭
の
「

」
字
の
誤
写
説
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

（
３
）
五
〔
行
之
所
和
〕
也
。
和
則

（
樂
）
、

（
樂
）
則
又
（
有
）
悳
（
德
）、
又
（
有
）
悳
（
德
）
則
邦

（
家
）

（
舉
）。 

 

１
３
２ 

池
田
一
五
九―

一
六
〇
頁
参
照
。 

「「
㝅
」
の
字
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
し
た
上
で
、
郭
店
簡
注
〔
三
四
〕
の
裘
錫
圭
の
案
語
が
「
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

１
３
３ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
三
四
〕
参
照
。
裘
錫
圭
の
案
語
が
「

」
字
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。 

１
３
４ 

李
零
七
十
九
頁
、
八
十
一
頁
十
七
章
、
八
十
三―

八
十
四
（
三
）
参
照
。
釈
文
で
「

」
字
の
変
体
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。 

１
３
５ 

劉
釗
八
十
一
頁
参
照
。 

１
３
６ 

陳
偉
等
四
十
九
頁
、
五
十
五―

五
十
六
頁
〔
６
１
〕
参
照
。 

１
３
７ 

禤
三
九
六―

三
九
七
頁
参
照
。 
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第
二
十
九
号
簡
冒
頭
の
欠
字
四
字
は
郭
店
簡
注

１
３
８

に
従
い
、
「
行
之
所
和
」
を
補
う
。「

」
は
「
樂
」
で
あ
る
。
禤

１
３
９

は
、
楚
簡
で
は
｛
樂
｝
を
「

」

に
作
る
こ
と
も
あ
る
と
言
い
、「
樂
」
や
「

」
の
「
木
」
旁
を
「
言
」
旁
に
変
え
る
こ
と
も
あ
る
と
言
う
。「

（
邦
）」
字
は
、
金
文
「
邦
」
字
と
同
じ
く
「
丰
」

と
「
邑
」
を
構
成
要
素
と
す
る
。
「

」
は
「
爪
」
が
加
わ
っ
た
「
家
」
字
で
あ
る
。『
古
漢
字
発
展
論
』

１
４
０

は
、
こ
の
字
は
「
家
」
字
に
「
爪
」
を
加
え
た
「
増

繁
無
義
偏
旁
」
で
あ
る
と
言
う
。
「

」
は
「
舉
」
で
あ
る
。『
説
文
』
は
、「
舉
（

）」
は
「
手
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
與
」
と
言
う
。「
與
（

）」

に
つ
い
て
は
「
舁
」
と
「
与
」
を
構
成
要
素
と
し
、
「
𢌱
（

）
」
は
古
文
の
「
與
」
で
あ
る
と
言
う
。
禤

１
４
１

は
、
「
與
」
は
｛
舉
｝
の
初
文
で
、
四
つ
の
手
（
舁
）

は
「
共
舉
」
の
意
を
表
し
、
「
與
」
字
上
部
中
央
の
「
与
（
説
文
：

）
」
は
本
来
「
牙
（
説
文
：

）
」
字
で
あ
り
、
音
符
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
「
與
」
に

「
手
」
旁
を
増
や
し
た
「
舉
」
字
は
出
土
文
献
中
で
は
睡
虎
地
秦
簡
等
で
見
ら
れ
、
秦
系
文
字
で
あ
る
と
言
う
。
さ
ら
に
楚
簡
で
は
｛
舉
｝
は
「

」
字
で
記
す

と
言
う
。
「

」
は
、「
與
」
と
「
止
」
構
成
要
素
と
す
る
。
「

」
は
「
舉
」
が
「
手
」
に
従
う
の
と
同
工
異
曲
と
し
、｛
舉
｝
の
専
用
字
で
あ
る
と
言
う
。「

」

「
又
悳
」
に
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈
文

１
４
２

に
従
っ
て
読
む
。 

 

（
４
）
文
王
之
見
也
女
（
如
）
此
。 

「
文
王
之
見
也
女
比
」
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
で
は
欠
字
五
字
の
箇
所
に
該
当
し
、
馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭

１
４
３

は
、
こ
の
欠
字
部
分
に
「
文
王
之
見
也
」
を

補
っ
て
い
る
。
池
田

１
４
４

は
郭
店
『
五
行
』
の
こ
の
部
分
の
出
土
に
よ
っ
て
、
馬
王
堆
『
五
行
』
の
作
者
が
文
中
の
「
文
王
」
を
有
徳
者
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が

 

１
３
８ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
三
五
〕
参
照
。 

 
   

こ
こ
の
欠
字
部
分
は
三
字
で
あ
る
か
四
字
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
暫
定
的
に
四
字
を
補
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
三
字
の
場
合
は

「
行
所
和
」
を
補
う
の
で
は
な
い
か
と
整
理
者
は
述
べ
て
い
る
。 

１
３
９ 

禤
一
九
一―

一
九
二
頁
参
照
。 

１
４
０ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
二
二
頁
参
照
。 

１
４
１ 

禤
一
八
三
頁
参
照
。 

１
４
２ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 

１
４
３ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
六
十
七
頁
〔
六
九
〕
参
照
。 

１
４
４ 

池
田
一
六
〇
頁
（
４
）
参
照
。 
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明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 
（
５
）
「
文
〔
王
才
（
在
）
上
、
於
昭
〕
于
而
〈
天
〉
。
」
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

第
三
十
号
簡
冒
頭
の
欠
字
五
字
は
郭
店
簡
注

１
４
５

に
従
い
、
「
王
才
上
於
昭
」
を
補
う
。
こ
の
部
分
は
『
毛
詩
』
大
雅
文
王
之
什
文
王
篇
の
「
文
王
在
上
、
於
昭

于
天
」
の
引
用
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
而
」
字
は
「
天
」
字
の
間
違
い
と
見
て
、「
天
」
に
読
み
為
す
。 

  

第
十
六
章 

原
文 

見
而
智
（
知
）
之
、
智
也
。
智
（
知
）
而
安
之
、

（
仁
）
也
。
安
【
三
十
】
而
行
之
、
義
也
。
行
而
敬
之
、
豊
（
禮
）
也
。

（
仁
）
義
、
豊
（
禮
）
所

（

・

・
由
）
生
也
、
四
行
之
所
和
也
。
和
【
三
十
一
】
則
同
、
同
則
善
。 

 

訓
読 

見
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
智
な
り
。
智
（
知
）
り
て
之
れ
に
安
ん
ず
る
は
、

（
仁
）
な
り
。
安
ん
じ
て
之
れ
を
行
う
は
、
義
な
り
。
行
い
て
之
れ
を
敬
う
は
、

豊
（
禮
）
な
り
。 

（
仁
）
義
は
、
豊
（
禮
）
の

（

・

・
由
）
り
て
生
ず
る
所
な
り
、
四
行
の
和
す
る
所
や
、
和
す
れ
ば
則
ち
同
じ
、
同
ず
れ
ば
則
ち
善
な
り
。 

 

口
語
訳 

見
て
知
る
の
が
、
智
で
あ
る
。
知
っ
て
安
ら
か
な
気
持
ち
に
な
る
の
が
、
仁
で
あ
る
。
安
ら
か
に
な
っ
て
行
う
の
が
、
義
で
あ
る
。
行
っ
て
敬
う
の
が
、
禮
で
あ

る
。 仁

と
義
は
、
禮
の
生
ま
れ
て
く
る
源
で
あ
る
。
四
行
が
一
つ
に
調
和
・
統
一
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
自
分
の
心
と
一
つ
に
な
り
、
心
と
一
つ
に
な
れ
ば
、
そ

 

１
４
５ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
三
七
〕
参
照
。 
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れ
が
善
と
な
る
。 

 
注 （

１
）
見
而

（
智
・
知
）
之
、

（
智
）
也
。

（
智
・
知
）
而
安
之
、

（
仁
）
也
。
安
而
行
之
、
義
也
。
行
而
敬
之
、
豊
（
禮
）
也
。

（
仁
）
義
、

豊
（
禮
）
所

（

・

・
由
）
生
也
、
四
行
之
所
和
也
。
和
則
同
、
同
則
善
。 

「

」
は
、
他
の
「
智
」
字
（

・

）
と
は
異
な
り
下
部
の
「
甘
」
の
形
が
複
雑
化
し
て
い
る
が
、「
智
」
字
と
す
る
。「
智
」
字
の
甲
骨
文
「

」
は
「
大
」

「
口
」
「
子
」
か
ら
成
り
、
沈
培
は
大
人
が
子
ど
も
に
知
識
を
与
え
る
意
と
す
る
。
西
周
金
文
「

」
で
は
多
く
の
字
形
が
「
大
」
「
口
」
「
于
」
そ
し
て
下
部
に

「
甘
」
を
加
え
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
「
于
」
は
「
子
」
字
の
訛
変
で
あ
る
。
字
形
に
よ
っ
て
は
「

」
の
よ
う
に
「
大
」
字
が
「
矢
」
字
に
訛
変
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
。「
同
」
に
は
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
釈
文

１
４
６

に
従
っ
て
読
む
。 

  

第
十
七
章 

原
文 

顏
色
伀
（
容
）

（
貌
）

（
恩
・
溫
）
弁
也
。
以
亓
（
其
）

（
中
）
心
與
人
交
、
兌
（
悅
）
也
。

（
中
）
心
兌
（
悅
）

（
播
）

（

・
遷
）

【
三
十
二
】
於
兄
弟
、

（
就
・
戚
）
也
。

（
就
・
戚
）
而
信
之
、
新
（
親
）
〔
也
〕
。
新
（
親
）
而 

（
篤
）
之
、
㤅
（
愛
）
也
。
㤅
（
愛
）
父
、

亓

（
其
）

（

・
稽
）
㤅
（
愛
）
人
、

（
仁
）
也
。 

 

訓
読 

顏
色
伀
（
容
）

（
貌
）
の
恩
（
溫
）
や
か
な
る
は
、
弁
［
た
の
］
し
む
な
り
。
亓
（
其
）
の

（
中
）
心
を
以
て
人
と
交
わ
る
は
、
兌
（
悅
）
ぶ
な
り
。

（
中
）
心

（
焉
）
れ
を
兌
（
悅
）
び
、
兄
弟
に

（
遷
）
す
は
、

（
戚
）
む
な
り
。

（
戚
）
し
み
て
之
れ
を
信
に
す
る
は
、
新
（
親
）
し
む
〔
な
り
〕。
新

（
親
）
し
み
て
之
れ
を
䈞
（
篤
）
く
す
る
は
、
㤅
（
愛
）
な
り
。
父
を
㤅
（
愛
）
し
、
亓
（
其
）
の
人
を
㤅
（
愛
）
す
る
に

（
稽
）［
お
よ
］
ぶ
は
、

（
仁
）

 

１
４
６ 

郭
店
簡
一
五
〇
頁
参
照
。 
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な
り
。 

 
口
語
訳 

顔
色
や
容
貌
が
溫
や
か
で
あ
る
こ
と
が
、
楽
し
む
こ
と
で
あ
る
。
心
の
中
に
楽
し
む
気
持
ち
を
も
っ
て
人
と
交
際
す
る
こ
と
が
、
悅
び
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

心
の
内
に
抱
い
た
悅
び
を
、
兄
弟
に
及
ぼ
す
こ
と
が
、
〔
兄
弟
同
士
が
互
い
に
〕
仲
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
〔
兄
弟
の
〕
仲
の
よ
さ
を
誠
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、

親
し
み
〔
で
あ
る
〕
。〔
兄
弟
の
〕
親
密
さ
を
重
ん
じ
堅
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
父
を
愛
し
、
世
の
人
々
を
愛
す
る
に
及
ぶ
こ
と

が
、
仁
の
完
成
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
顏
色
伀
（
容
）

（
貌
）
恩
（
溫
）
弁
也
。 

 

「

」
に
は
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
郭
店
簡
注

１
４
７

と
『
古
漢
字
発
展
論
』

１
４
８

に
従
い
、
「
顏
色
」
と
読
み
為
す
。
金
文
の
「

（
顏
）
」
字
は

「
面
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
产
」
。
楚
文
字
の
「

（
顏
）
」
字
は
「
色
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
产
」
。
「
色
」
の
本
義
は
顔
色
、
気
色
で
あ
る
。

「
伀
」
は
「
容
」
で
あ
る
。
禤

１
４
９

は
「
容
貌
」
の
｛
容
｝
の
本
字
は
本
来
「
頌
」
で
あ
る
が
、
伝
世
文
献
で
は
多
く
が
「
容
（
「
容
」
の
本
字
「
㝐
」
に
作
る
）」

に
仮
借
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
き
た
と
し
、
馬
王
堆
『
五
行
』
も
こ
の
習
慣
に
従
い
「
容
」
に
作
る
と
言
う
。
し
か
し
、
先
秦
期
の
楚
簡
の
｛
容
｝
の
用
字
習
慣
は

『
説
文
』
と
合
致
し
て
い
た
と
言
う
。
『
説
文
』
は
、
「

（
頌
）
」
に
つ
い
て
「
頌
、
皃
也
。
从
頁
、
公
聲
」
と
言
い
、
容
貌
の
意
と
し
た
上
で
こ
の
字
が
「

（
頁
）
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「

（
公
）
」
と
言
う
。
禤
は
、
郭
店
『
五
行
』
の
「

（
伀
）」
字
に
つ
い
て
「
頁
」
旁
が
「
人
」
旁
に
変
化
し
た
字
形
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
郭
店
『
五
行
』
の
「

（
伀
）
」
字
は
、『
説
文
』
に
見
え
る
「
伀
、
志
及
衆
也
」
の
「
伀
」
字
と
は
異
な
る
と
言
う
。
「

」
は
「
貌
」
と
す

る
。
「
貌
」
字
は
古
く
は
「
皃
」
に
作
り
、
ま
た
「
䫉
」
に
も
作
る
。
前
述
の
「
伀
」
字
と
同
じ
く
「
頁
」
旁
が
「
人
」
旁
に
変
化
し
た
と
禤

１
５
０

は
考
え
る
。
『
說

 

１
４
７ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
三
九
〕
参
照
。 

１
４
８ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
七
一
頁
参
照
。 

１
４
９ 

禤
二
六
五―

二
六
六
頁
参
照
。 

１
５
０ 

禤
二
六
六
頁
参
照
。 
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文
』
は
、
「
皃
、
頌
儀
也
、
从
人
、
白
象
人
面
形
」
と
言
い
、「
皃
」
は
頌
儀
（
外
に
現
れ
た
顔
の
形
）
の
意
で
あ
り
、
「
人
」
を
構
成
要
素
と
し
、「
白
」
は
人
の
顔

「
頁
」
の
訛
変
に
象
る
と
言
う
。
「
䫉
」
字
に
つ
い
て
『
説
文
』
は
「
䫉
、
皃
或
从
頁
、
豹
省
聲
、
貌
、
籒
文
皃
从
豹
省
」
と
言
い
、「
皃
」
あ
る
い
は
「
頁
」
に
従

い
「
豹
」
の
省
略
形
を
声
符
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
禤

１
５
１

は
、
楚
簡
で
は
｛
貌
｝
は
「

」
に
作
る
と
言
う
。「

」
は
「
人
」
を
構
成
要
素
と
し
、

声
符
は
「
爻
」
と
分
析
し
、「
容
貌
」
の
｛
貌
｝
の
専
用
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
弁
」
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
す
る
。
第
肆
章
第
一
節
を
参
照
。 

 

（
２
）
以
亓
（
其
）

（
中
）
心
與
人
交
、
兌
（
悅
）
也
。

（
中
）
心
兌
（
悅
）

（
焉
）

（

・
遷
）
於
兄
弟
、

（
就
・
戚
）
也
。 

「

」
は
「
播
」
で
あ
る
。
郭
店
簡
注

１
５
２

で
は
裘
錫
圭
の
案
語
を
引
き
郭
店
『
唐
虞
之
道
』
の
「
襌
」
と
す
る
字
と
同
字
と
し
仮
借
し
て
「
旃
」
に
読
み
為
す

と
す
る
。
池
田

１
５
３

は
「
焉
」
の
異
体
字
と
す
る
。
李
零

１
５
４

は
釈
文
で
「
旃
」
字
に
し
て
い
る
が
、
注
で
こ
の
字
は
「
里
」
「
釆
」
か
ら
成
る
と
し
、
そ
の
意
味
と

し
て
「
廛
」
を
挙
げ
て
い
る
。
劉
釗

１
５
５

は
、
「

」
と
作
り
声
符
は
「
釆
」
と
し
た
上
で
こ
れ
を
「
播
」
字
と
し
、「
遷
播
」「
流
布
」
の
意
と
す
る
。
白
於
藍

１
５
６

は
、
郭
店
『
五
行
』
の
こ
の
部
分
を
挙
げ
「

」
と
「
然
」
が
通
仮
す
る
と
言
う
。
陳
偉
等

１
５
７

は
「

」
に
作
る
。
そ
の
上
で
、
注
に
王
引
之
『
経
伝
釈
詞
』
の

「
然
、
猶
「
焉
」
也
」
と
『
礼
記
』
檀
弓
篇
「
穆
公
召
縣
子
而
問
然
」
の
鄭
玄
注
「
然
之
言
焉
也
」
を
引
く
。
池
田
に
従
っ
て
お
く
。
「

（

）
」
は
「
遷
」
で
あ

る
。
『
説
文
』
で
「
遷
」
は
「
辵
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
𠨧
」
と
す
る
。
劉
釗

１
５
８

は
「

」
は
「
遷
」
の
古
文
と
言
う
。
禤

１
５
９

は
、「
𠨧
（

）」
が

｛
遷
｝
の
初
文
と
言
う
。
さ
ら
に
｛
遷
｝
は
、
戦
国
秦
系
文
字
で
は
「
𠨧
（

）
」
字
が
多
く
用
い
ら
れ
る
と
言
う
。
秦
印
、
里
耶
秦
簡
に
は
「
遷
」
字
が
見
ら
れ

 

１
５
１ 

禤
二
一
一―

二
一
二
頁
参
照
。 

１
５
２ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
〇
〕
参
照
。 

１
５
３ 

池
田
一
六
三
頁
（
２
）
参
照
。 

１
５
４ 

李
零
、
釈
文
八
十
頁
、
注
八
十
一
頁
十
九
章
参
照
。 

１
５
５ 

劉
釗
八
十
二
頁
参
照
。 

１
５
６ 

白
於
藍
一
四
一
七
頁
参
照
。 

１
５
７ 

陳
偉
等
、
釈
文
四
十
九
頁
、
注
五
十
六
頁
〔
７
０
〕
参
照
。 

１
５
８ 

劉
釗
八
十
二
頁
参
照
。 

１
５
９ 

禤
二
四
三―

二
四
四
頁
参
照
。 
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る
と
言
う
。
楚
簡
で
は
「

」
字
を
用
い
て
｛
遷
｝
を
記
す
。「
止
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「

」
字
と
、「
辵
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「
遷
」
字
が
あ
る
の
は
同

じ
原
理
に
よ
る
と
言
う
。
「

」
に
は
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
郭
店
簡
注

１
６
０

に
従
い
「
兄
弟
」
と
す
る
。 

 

（
３
）

（
就
・
戚
）
而
信
之
、
新
（
親
）〔
也
〕。
新
（
親
）
而
䈞
（
篤
）
之
、
㤅
（
愛
）
也
。 

「
新
」
に
は
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
簡
注

１
６
１

に
従
っ
て
読
む
。
「
新
」
字
の
下
は
欠
字
で
は
な
い
が
文
章
の
流
れ
よ
り
「
也
」
を
補
っ
て
い
る
。
郭

店
簡
注

１
６
２

の
説
「
「
新
」
字
に
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
新
」
は
下
の
句
の
冒
頭
の
文
字
に
な
る
。
そ
の
た
め
「
也
」
を
省
い
た
」
に
同
意
し
つ
つ
、

補
う
か
補
わ
な
い
か
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
し
て
お
く
。「
䈞
」
は
「
篤
」
と
す
る
。『
説
文
』
は
「
䈞
、
厚
也
。
从
亯
、
竹
聲
。
讀
若
篤
」
と
言
い
、「
䈞
」

は
厚
い
意
で
、
「
亯
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
竹
」
で
「
篤
」
と
読
む
と
言
う
。
な
お
「
篤
」
に
つ
い
て
『
説
文
』
は
、「
馬
行
頓
遟
」
と
言
い
、
馬
の
歩
行

が
遅
々
た
る
様
を
言
う
と
す
る
。 

 

（
４
）
㤅
（
愛
）
父
、
亓
（
其
）

（

・
稽
）
㤅
（
愛
）
人
、

（
仁
）
也
。 

「

（

）
」
は
「
稽
」
と
す
る
。
郭
店
簡
、
池
田

１
６
３

は
「

」、
李
零

１
６
４

は
「
繼
」、
劉
釗

１
６
５

は
「

」、
陳
偉
等

１
６
６

は
竹
簡
の
図
版
の
み
、
馬
王
堆

『
五
行
』
で
劉
釗

１
６
７

は
「

」
に
そ
れ
ぞ
れ
隷
定
す
る
。「

」
字
は
「
𥝌
」
「
攴
」「
人
」
か
ら
成
る
の
で
、
馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
の
隷
定
「

」
に
従

 

１
６
０ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
〇
〕
参
照
。 

１
６
１ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
一
〕
参
照
。 

１
６
２ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
一
〕
参
照
。「
因
「
新
」
字
加
重
文
號
，
兼
用
作
下
句
首
字
，
故
省
去
其
下
「
也
」
字
」 

１
６
３ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
二
〕、
池
田
一
六
四
（
４
）
参
照
。 

１
６
４ 

李
零
八
十
頁
参
照
。 

１
６
５ 

劉
釗
八
十
二
頁
参
照
。「

」
字
は
「
稽
」
の
初
文
で
あ
る
と
言
う
。 

１
６
６ 

陳
偉
等
四
十
九
頁
参
照
。 

１
６
７ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
六
十
五
頁
〔
四
九
〕
参
照
。 
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う
こ
と
と
す
る
。
郭
店
簡
注
で
、
裘
錫
圭

１
６
８

が
「
馬
王
堆
『
老
子
』
甲
本
の
「
稽
」
字
の
寫
筆
が
、
「
稽
」
の
異
体
字
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
「
繼
」
と
読
み
為
す
。

「
稽
」
「
繼
」
の
古
音
は
か
な
り
近
い
」
と
言
い
、
後
世
の
学
者
も
こ
れ
に
従
い
、「
稽
」
を
「
繼
」
に
通
仮
す
る
と
す
る
。
し
か
し
、「
稽
」
と
「
繼
」
の
通
仮
を
検

討
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
「
稽
」
字
に
つ
い
て
は
、『
荘
子
』
内
篇
逍
遙
遊

１
６
９

に
「
大
浸
稽
天
而
不
溺
（
大
浸
、
天
に
稽
れ
ど
も
溺
れ
ず
）
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
対
す
る
章
炳
麟
の
『
荘
子
解
故
』
は
「
稽
借
為
詣
、
同
従
旨
声
也
。
説
文
、
詣
、
候
至
也
。
故
司
馬
訓
至
」
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
り
「
稽
」
に
は
「
及
ぶ
、
い
た

る
」
の
意
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
こ
こ
を
解
釈
す
る
と
「
父
を
愛
す
る
こ
と
が
、
人
を
愛
す
る
こ
と
に
及
ぶ
、
そ
れ
が
仁
で
あ
る
」
と
な
り
、
意
味

と
し
て
通
じ
る
。
本
論
文
で
は
「
繼
」
に
通
仮
す
る
説
は
採
用
せ
ず
「
稽
」
字
の
ま
ま
読
む
こ
と
と
す
る
。 

  

第
十
八
章 

原
文 （

中
）
心
【
三
十
三
】

（
辨
）
肰
（
然
）
而
正
行
之
、
植
（
直
）
也
。
悳
（
德
）
而
述
（
遂
）
之
、

（
肆
）
也
。

（
肆
）
而
不
畏
𠣃
（
強
）
語

（
禦
）
、
果
也
。
不
【
三
十
四
】
以
少
（
小
）
道

（
害
）
大
道
、
柬
（
簡
）
也
。
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
、
行
也
。
貴
貴
、
亓
（
其
）

（
等
）

（
尊
）
臤
（
賢
）
、
義
也
。【
三
十
五
】 

 

訓
読 （

中
）
心
肰
（
然
）
る
を

（
辨
）
え
て
、
正
し
く
之
れ
を
行
う
は
、
植
（
直
）
な
り
。
悳
（
德
）
に
し
て
之
れ
を
述
（
遂
）
ぐ
る
は
、

（
肆
）
［
ほ
し
い

ま
ま
］
に
す
る
な
り
。

（
肆
）
に
し
て
𠣃
（
強
）
語
（
禦
）
を
畏
れ
ざ
る
は
、
果
な
り
。
少
（
小
）
道
を
以
て
大
道
を

（
害
）
せ
ざ
る
は
、
柬
（
簡
）
な
り
。

大
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
大
い
に
之
れ
を

（
誅
）
す
る
は
、
行
な
り
。
貴
を
貴
び
、
亓
（
其
）
の

（
等
）
ぎ
に
臤
（
賢
）
を

（
尊
）
ぶ
は
、
義
な
り
。 

 

口
語
訳 

 

１
６
８ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
二
〕「
裘
按
」
参
照
。 

１
６
９ 

池
田
知
久
『
荘
子
』
釈
文
四
十
七
頁
、
注
三
六
五
頁
八
六
参
照
。 
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心
の
内
面
で
も
の
ご
と
を
判
断
し
て
、
そ
れ
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
、
ま
っ
す
ぐ
な
心
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
っ
す
ぐ
な
心
を
基
に
し
て
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ

て
い
く
こ
と
が
、
心
が
自
由
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
心
が
自
由
に
な
っ
て
乱
暴
者
を
も
畏
れ
な
い
の
が
、
迷
わ
ず
果
断
に
振
る
舞
う
こ
と
で
あ
る
。
小
道
に
こ
だ
わ

っ
て
大
道
を
害
わ
な
い
こ
と
が
、
的
確
に
選
び
出
す
こ
と
で
あ
る
。
大
罪
を
犯
し
た
者
が
あ
れ
ば
大
い
に
そ
れ
を
罰
す
る
こ
と
が
、
真
の
行
い
で
あ
る
。
貴
い
地
位

に
あ
る
者
を
貴
び
、
そ
の
次
に
能
力
の
あ
る
賢
人
を
尊
ぶ
こ
と
が
、
義
の
実
現
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）

（
中
）
心

（
辨
）
肰
（
然
）
而
正
行
之
、
植
（
直
）
也
。 

「

」
は
「
辨
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、
「
辨
」
に
つ
い
て
「
刀
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
辡
」
と
言
い
、
「
辯
」
に
つ
い
て
「
言
」
と
「
辡
」
か
ら

成
り
「
言
」
が
「
辡
」
の
間
に
あ
る
と
言
う
。
禤

１
７
０

は
、
｛
辨
｝
｛
辯
｝
は
「
𠓥
」
字
に
仮
借
し
て
記
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。
こ
の
「
𠓥
」
字
は
｛
鞭
｝
の
古
文

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
𠓥
」
に
「
言
」
旁
を
足
し
た
「

」
は
、
｛
辨
｝
｛
辯
｝
の
専
用
字
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
｛
辨
｝
｛
辯
｝
は

恐
ら
く
同
じ
一
語
の
分
化
で
あ
り
、
そ
の
た
め
楚
簡
の
中
で
用
い
る
字
が
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
は
「
辨
」
と
す
る
。
「
植
」
は
「
直
」
と
す
る
。
『
説
文
』

直
の
項
に
見
え
る
「

（
𣖇
）
」
は
「
直
」
の
古
文
と
言
う
。
禤

１
７
１

は
、
出
土
文
献
の
「
直
」
「
悳
」
「
德
」
は
皆
「
德
」
字
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。

そ
の
た
め
楚
簡
で
は
「
正
直
」
の
｛
直
｝
の
意
を
表
す
際
に
は
「
植
」
に
作
る
と
言
う
。
ま
た
『
説
文
』
古
文
「

」
字
は
「
植
」
字
の
変
形
で
あ
る
と
言
う
。 

 

（
２
）
悳
（
德
）
而
述
（
遂
）
之
、

（
肆
）
也
。

（
肆
）
而
不
畏
𠣃
（
強
）
語
（
禦
）
、
果
也
。 

「
述
」
は
「
遂
」
で
あ
る
。
禤

１
７
２

は
、
｛
遂
｝
は
先
秦
古
文
字
で
は
皆
「
述
」
に
作
る
と
言
う
。
「
朮
」
と
「
㒸
」
は
音
が
近
く
、
金
文
に
お
い
て
も
「
述
」

字
は
「
遂
」
字
や
「
墜
」
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
「

（
肆
）
」
は
既
出
。
「
畏
（
『
説
文
』
は
「
鬼
」
と
「
卜
」
を
構
成
要
素
と
す
る
）
」
は
こ
こ
で
は

「

」
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
卜
」
が
「
止
」
形
に
訛
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
𠣃
」
は
「
強
」
と
す
る
。
禤

１
７
３

は
、
「
彊
」
は
「
強
弱
」
の
｛
強
｝

 

１
７
０ 

禤
四
十
七―

四
十
八
頁
参
照
。 

１
７
１ 

禤
四
二
九
頁
参
照
。 

１
７
２ 

禤
三
一
四―

三
一
五
頁
参
照
。 

１
７
３ 

禤
二
四
七―

二
四
八
頁
参
照
。 
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の
本
字
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
「
彊
」
字
に
「
力
」
旁
を
足
し
た
「
𠣃
」
も
｛
強
｝
を
表
し
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
は
「

」
で
記
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

「

」
字
に
つ
い
て
は
、
甲
骨
文
｛
強
｝
の
意
の
「

」
字
を
、
楚
文
字
が
継
承
し
そ
れ
に
飾
筆
を
つ
け
た
「

」
に
「
力
」
旁
を
足
し
た
も
の
と
言
う
。
「
語
」

は
「
禦
」
で
あ
る
。
劉
釗

１
７
４

は
「
語
」
「
禦
」
の
古
音
は
ど
ち
ら
も
疑
紐
魚
部
に
あ
る
た
め
、
通
仮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
白
於
藍

１
７
５

も
「
語
」
と

「
禦
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「
不
畏
強
禦
」
は
『
毛
詩
』
大
雅
蕩
之
什
烝
民
篇
「
維
仲
山
甫
、
柔
亦
不
茹
、
剛
亦
不
吐
、
不
侮
矜
寡
、
不
畏
疆
禦
」
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。 

 

（
３
）
不
以
少
（
小
）
道

（
害
）
大
道
、
柬
（
簡
）
也
。 

「

」
は
「
害
」
と
す
る
。
季
旭
昇

１
７
６

は
、
裘
錫
圭
が
｛
害
｝
の
甲
骨
文
が
「

」
字
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「

」
が
「
傷
害
」
の
｛
害
｝
の

本
字
と
な
っ
た
と
言
う
。
｛
害
｝
が
「

」
に
作
ら
れ
る
の
は
睡
虎
地
秦
簡
や
馬
王
堆
帛
書
で
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
郭
店
『
五
行
』
の
「

（
害
）」
字
に
つ
い

て
は
「

」
字
の
古
い
形
或
い
は
「
夌
」
で
あ
る
と
言
う
。
郭
店
簡

１
７
７

も
「
夌
」
に
隷
定
す
る
。
劉
釗

１
７
８

は
「

」
字
を
「

」
と
隷
定
す
る
。
劉
釗
に
従

う
。
白
於
藍

１
７
９

は
郭
店
『
五
行
』
の
こ
の
部
分
を
引
用
し
「

」「
害
」
の
通
仮
関
係
の
実
例
と
す
る
。 

 

（
４
）
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
、
行
也
。
貴
貴
、
亓
（
其
）

（
等
）

（
尊
）
臤
（
賢
）、
義
也
。 

「
辠
」
は
「
罪
」
と
す
る
。
『
説
文
』
の
「
罪
」
の
項
に
は
「
捕
魚
竹
网
、
从
网
、
非
、
秦
以
罪
爲
辠
字
」
と
、「
罪
」
が
本
来
魚
を
捕
る
網
の
意
で
あ
り
、「
网
」

と
「
非
」
を
構
成
要
素
と
す
る
こ
と
を
言
い
、
秦
が
「
罪
」
字
を
用
い
て
「
辠
」
字
の
意
を
表
し
た
と
言
う
。
禤

１
８
０

は
、
先
秦
出
土
文
献
に
お
い
て
｛
罪
｝
は
皆

 

１
７
４ 

劉
釗
八
十
三
頁
参
照
。 

１
７
５ 

白
於
藍
三
六
五
頁
参
照
。 

１
７
６ 

『
説
文
新
證
』
四
八
四―

四
八
六
頁
参
照
。 

１
７
７ 

郭
店
簡
釈
文
一
五
〇
頁
、
注
一
五
三
頁
〔
四
五
〕
参
照
。 

１
７
８ 

劉
釗
八
十
二
頁
参
照
。 

１
７
９ 

白
於
藍
八
一
一―

八
一
二
頁
参
照
。 

１
８
０ 

禤
四
五
五
頁
参
照
。 
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「
辠
」
字
を
用
い
て
記
さ
れ
た
と
言
う
。
睡
虎
地
秦
簡
も
同
様
に
「
辠
」
字
を
用
い
る
。
出
土
文
献
に
お
い
て
「
罪
」
字
を
も
っ
て
｛
罪
｝
を
表
し
た
の
は
馬
王
堆

帛
書
が
最
初
と
言
う
。
「

」
は
「
誅
」
で
あ
る
。
禤

１
８
１

は
、
「
誅
殺
」
の
｛
誅
｝
は
楚
簡
で
は
「
戈
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
豆
」
の
「

」
、
ま
た
は

「
攴
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
豆
」
の
「

」
で
記
す
と
言
う
。
ま
た
、
「
戈
」
と
「
攴
」
は
意
味
が
近
い
形
符
の
た
め
、
常
に
通
用
し
て
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
う
。
「

（
貴
）
」
に
は
合
文
符
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
「
貴
貴
」
に
読
む
。「

」
は
「
等
」
と
す
る
。
劉
釗

１
８
２

は
、
「

」
は
「
之
」
声
の

た
め
、
「
等
」
と
す
る
と
言
う
。
白
於
藍

１
８
３

も
「

」
と
「
等
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「
等
」
に
は
「
段
階
」
の
意
が
あ
る
た
め
、
「
つ
ぎ
」
と
こ
こ
で

は
訓
じ
る
。
待
考
と
す
る
。 

  

第
十
九
章 

原
文 

以
亓
（
其
）
外
心
與
人
交
、
遠
也
。
遠
而

（
莊
）
之
、
敬
也
。
敬
而
不

（
懈
）
、
嚴
也
。
嚴
而
畏
【
三
十
六
】
之
、

（
尊
）
也
。

（
尊
）
而
不
喬
（
驕
）、

共
（
恭
）
也
。
共
（
恭
）
而
尃
（
博
）
交
、
豊
（
禮
）
也
。 

 

訓
読 

亓
（
其
）
の
外
心
を
以
て
人
と
交
わ
る
は
、
遠
ざ
か
る
な
り
。
遠
ざ
か
り
て
之
れ
を

（
莊
）
に
す
る
は
、
敬
せ
ら
る
る
な
り
。
敬
せ
ら
れ
て

（
懈
）
ら
ざ
る

は
、
嚴
な
り
。
嚴
に
し
て
之
れ
を
畏
す
は
、

（
尊
）
ば
る
る
な
り
。

（
尊
）
ば
れ
て
喬
（
驕
）
ら
ざ
る
は
、
共
（
恭
）
し
き
な
り
。
共
（
恭
）
し
く
し
て
尃

（
博
）
く
交
わ
る
は
、
豊
（
禮
）
な
り
。 

 

口
語
訳 

 

１
８
１ 

禤
四
四
三―

四
四
四
頁
参
照
。 

１
８
２ 

劉
釗
八
十
三
頁
参
照
。 

１
８
３ 

白
於
藍
七
十
六
頁
参
照
。 
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外
面
に
向
か
う
心
に
よ
っ
て
人
と
交
際
す
る
こ
と
が
、
遠
慮
の
心
で
あ
る
。
遠
慮
の
心
が
あ
っ
て
そ
れ
を
莊
重
に
す
る
の
が
、
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
そ
れ
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
、
威
厳
が
身
に
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
威
厳
が
身
に
つ
い
て
さ
ら
に
人
々
を
威
れ
さ
せ
る
の
が
、
尊
厳
が
身
に

具
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
尊
厳
が
身
に
具
わ
っ
て
も
威
張
ら
な
い
の
が
、
恭
し
い
振
る
舞
い
で
あ
る
。
恭
し
く
振
る
舞
っ
て
幅
広
く
人
々
と
交
際
す
る
の
が
、
禮
の
実

現
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
以
亓
（
其
）
外
心
與
人
交
、

（
遠
）
也
。

（
遠
）
而

（
莊
）
之
、
敬
也
。 

「
遠
（

・

）
」
字
に
つ
い
て
、
郭
店
簡
注

１
８
４

が
「
遠
」
字
の
「
袁
」
旁
の
中
部
が
「
目
」
に
訛
変
す
る
の
は
、
郭
店
『
五
行
』
の
作
者
が
常
に
書
き
間
違

え
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
言
う
。
「

」
は
「
莊
」
と
す
る
。
禤

１
８
５

は
、
伝
世
文
献
で
は
「
荘
敬
」
の
意
の
｛
荘
｝
は
「
莊
」
字
を
用
い
て
い
た
が
、
こ
れ

は
本
義
で
は
な
い
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
楚
簡
で
は
「
荘
敬
」
の
意
の
｛
荘
｝
で
用
い
る
字
形
が
多
数
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「

」
は
楚
簡
に

お
け
る
｛
状
｝
の
専
用
字
「

」
を
仮
借
し
て
｛
荘
｝
を
記
し
て
い
る
と
言
う
。
白
於
藍

１
８
６

も
「

」
と
「
莊
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。 

 

（
２
）
敬
而
不

（

・
懈
）
、
嚴
也
。
嚴
而
畏
（
第
三
十
六
号
簡
）
之
、

（
尊
）
也
。 

「

」
字
は
、
隷
定
は
「

」
で
「
懈
（
怠
る
）」
意
で
あ
る
。
郭
店
簡
注

１
８
７

が
引
用
す
る
裘
錫
圭
の
案
語
は
こ
の
字
は
恐
ら
く
書
き
手
が
字
を
誤
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
述
べ
、
「
待
考
」
と
し
て
い
る
。
李
零

１
８
８

は
注
に
お
い
て
郭
店
『
五
行
』
の
第
三
十
六
号
簡
原
物
を
実
見
し
た
際
に
第
三
十
六
号
簡
背
面
に
「
解
」

字
を
発
見
し
た
と
言
う
。
こ
の
字
は
「

」
字
の
誤
り
を
正
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
偉
等

１
８
９

は
、
李
家
浩
が
「

」
字
を
古
文

 

１
８
４ 

郭
店
簡
一
五
三
頁
〔
四
六
〕
参
照
。 

１
８
５ 

禤
四
五
一―

四
五
二
頁
参
照 

１
８
６ 

白
於
藍
一
〇
六
四
頁
参
照
。 

１
８
７ 

郭
店
簡
注
一
五
三
頁
〔
四
八
〕
参
照
。 

１
８
８ 

李
零
八
十
二―

八
十
三
（
四
）
参
照
。 

１
８
９ 

陳
偉
等
、
図
版
四
十
四
頁
、
注
五
十
七
頁
〔
８
０
〕
参
照
。 
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「
解
（
懈
）」
の
別
体
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
図
版
で
第
三
十
六
号
簡
背
面
の
「

」
字
を
載
せ
た
上
で
、
注
の
結
論
で
こ
の
「

」

が
「
懈
」
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

（
３
）

（
尊
）
而
不

（
喬
・
驕
）
、
共
（
恭
）
也
。
共
（
恭
）
而
尃
（
博
）
交
、
豊
（
禮
）
也
。 

「

」
は
「
喬
」
で
「
驕
」
と
す
る
。
禤

１
９
０

は
、「
驕
」
字
に
よ
っ
て
「
驕
矜
（
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
）」
の
｛
驕
｝
を
表
す
の
は
出
土
文
献
で
は
睡
虎
地
秦
簡
、

馬
王
堆
帛
書
等
で
見
ら
れ
る
と
言
う
。
楚
簡
で
は
「
喬
」
字
で
｛
驕
｝
を
表
す
と
言
う
。
「
喬
」
は
「
高
」
の
分
化
字
。
一
般
的
に
は
「
高
」
に
上
部
に
「
走
」
か

「
夭
」
（
「
走
」
と
「
夭
」
は
混
同
し
て
い
る
）
を
加
え
て
作
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
の
「

」
は
上
海
簡
に
見
ら
れ
る
「
九
」
及
び
「
高
」
で
構
成
さ
れ
た
「

」

と
同
形
に
も
見
え
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
上
部
が
「
九
」
な
の
か
「
又
」
な
の
か
「
夭
」
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
形
に
混
同
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
季
旭
昇

１
９
１

に
よ
る
と
、
上
部
は
指
示
符
号
或
い
は
「
屮
」
「
止
」
「
又
」「
九
」
形
に
作
ら
れ
て
い
る
字
が
見
え
、
東
漢
で
は
「
夭
」
形
に
作
っ
て
い
る
字
が
見
ら
れ
る
と
い

う
。
意
味
は
「
驕
り
高
ぶ
る
」
で
あ
る
。
「
尃
」
に
つ
い
て
は
、
『
古
漢
字
発
展
論
』

１
９
２

第
六
章
戦
国
文
字
の
書
き
損
じ
の
項
に
は
、
「
上
部
の
「
父
」
を
誤
り
、

「
屮
」
形
に
作
る
」
と
あ
り
、「
偏
旁
の
誤
り
」
と
し
て
い
る
。
金
文
「
尃
」
に
は
も
と
も
と
「
敷
布
」
の
意
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
は
「
博
」
に
直
さ
な
く
て
も
よ
い
。 

  

第
二
十
章 

原
文 

不
東
〈
柬
（
簡
）
〉
、
不
行
。
不
匿
、
不

（

・
察
）【
三
十
七
】
於
道
。
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
、
東
〈
柬
（
簡
）〉
也
。
又
（
有
）
少
（
小
）

辠
（
罪
）
而
亦
（
赦
）
之
、
匿
也
。
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
弗
大
【
三
十
八
】

（
誅
）
也
、
不
行
也
。
又
（
有
）
少
（
小
）
辠
（
罪
）
而
弗
亦
（
赦
）
也
、
不

（

・
察
）
於
道
也
。
東
〈
柬
（
簡
）
〉
之
為
言
猷
（
猶
）
練
【
三
十
九
】
也
、
大
而
晏
（
罕
）
者
也
。
匿
之
為
言
猷
（
猶
）
匿
匿
也
、
少
（
小
）
而
訪
〈
診

（
軫
）
〉
者
也
。
東
〈
柬
（
簡
）
〉
、
義
之
方
也
。
匿
、
【
四
十
】

（
仁
）
之
方
也
。 

・
勥
（
剛
）、
義
之
方
。
矛
（
柔
）、

（
仁
）
之
方
也
。
不

・
𠣃
（
強
）

 

１
９
０ 

禤
一
六
八
頁
参
照
。 

１
９
１ 

『
説
文
新
證
』
八
〇
〇―

八
〇
一
頁
参
照
。 

１
９
２ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
七
三
頁
参
照
。 
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不
梂
（
絿
）、
不

・
勥
（
剛
）
不
矛
（
柔
）、
此
之
胃
（
謂
）【
四
十
一
】
也
。 

 
訓
読 

東
〈
柬
（
簡
）〉
ば
ざ
れ
ば
行
わ
ず
、
匿
さ
ざ
れ
ば
道
を

（
察
）
せ
ず
。
大
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
大
い
に
之
れ
を

（
誅
）
す
る
は
、
東
〈
柬
（
簡
）〉
ぶ
な

り
。
少
（
小
）
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
之
れ
を
亦
（
赦
）
す
は
、
匿
す
な
り
。
大
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
大
い
に

（
誅
）
せ
ざ
る
や
、
行
わ
ざ
る
な
り
。
少

（
小
）
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
亦
（
赦
）
さ
ざ
る
は
、
道
を
察
せ
ざ
る
な
り
。 

東
〈
柬
（
簡
）
〉
の
言
為
る
や
、
猷
（
猶
）
お
練
の
ご
と
き
な
り
、
大
に
し
て
晏
（
罕
）
な
る
者
な
り
。
匿
の
言
為
る
や
、
猷
（
猶
）
お
匿
匿
の
ご
と
き
な
り
、
少

（
小
）
に
し
て
訪
〈
診
（
軫
）
〉
き
者
な
り
。
東
〈
柬
（
簡
）
〉
は
、
義
の
方
な
り
。
匿
は
、

（
仁
）
の
方
な
り
。

・
勥
（
剛
）
は
、
義
の
方
な
り
。
矛
（
柔
）

は
、

（
仁
）
の
方
な
り
。
「

・
𠣃
（
強
）
な
ら
ず
梂
（
絿
・
急
）
な
ら
ず
、

・
勥
（
剛
）
な
ら
ず
矛
（
柔
）
な
ら
ず
。」
と
は
、
此
の
胃
（
謂
）
い
な
り
。 

 

口
語
訳 

〔
大
罪
を
〕
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
実
際
に
行
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
〔
小
罪
を
〕
匿
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
し
っ
か
り
選
択
・
判
断

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
大
罪
を
犯
し
た
者
に
は
大
い
に
そ
れ
を
罰
す
る
の
が
、
簡
（
選
び
出
す
こ
と
）
で
あ
る
。
些
細
な
罪
を
犯
し
た
者
に
は
そ
れ
を
許
す
の

が
、
匿
（
か
く
す
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
罪
を
犯
し
て
も
し
っ
か
り
罰
し
な
い
な
ら
ば
、
真
の
行
い
と
は
言
え
な
い
。
些
細
な
罪
を
犯
し
た
際
に

許
さ
な
い
な
ら
ば
、
道
に
通
じ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

「
簡
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
選
択
す
る
、
判
断
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
き
い
け
れ
ど
も
頻
繁
に
は
起
こ
ら
な
い
事
に
つ
い
て
〔
判
断
す
る
こ
と
を
〕
言
う
。

「
匿
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
か
く
す
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
小
さ
く
て
頻
繁
に
起
こ
る
事
件
に
つ
い
て
〔
匿
す
こ
と
を
〕
言
う
。〔
大
罪
を
〕
選
び
出
す
こ
と
は
、
義

を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
〔
小
罪
を
〕
匿
す
と
い
う
こ
と
は
、
仁
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
剛
は
義
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、

柔
は
仁
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
〔
『
詩
』
に
〕「
無
理
に
勉
め
ず
急
ぎ
も
せ
ず
、
剛
く
も
な
く
柔
ら
か
く
も
な
い
」
と
言
う
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
不

（
東
・
柬
（
簡
）
）、
不
行
。
不
匿
、
不

（

・
察
）
於
道
。 
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「

」
に
つ
い
て
、
池
田
・
陳
偉
等

１
９
３

は
「
東
」
に
隷
定
し
、
劉
釗

１
９
４

は
「
柬
（
簡
）」
に
隷
定
す
る
。『
説
文
』
は
「
柬
、
分
別
簡
之
也
。
従
束
従
八
、

八
分
別
也
」
と
し
、
意
味
は
聞
き
分
け
て
選
ぶ
こ
と
で
、「
束
（
＝
た
ば
ね
る
）」
と
「
八
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。「
八
」
に
は
本
来
「
分
」
の
意
で
あ
り
、
こ
の
「
柬
」

字
の
本
来
の
意
味
は
「
分
け
る
・
分
別
す
る
」
で
、
禤

１
９
５

は
「
柬
」
は
「
簡
」
の
古
字
と
言
う
（
『
漢
書
』
高
惠
高
后
文
功
臣
表
、
顔
師
古
注
引
晋
灼
）。
池
田
・

陳
偉
等
は
「
柬
」
を
「
東
」
の
誤
り
と
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
劉
釗
と
同
じ
く
「
簡
」
と
し
て
い
る
。
実
際
の
字
形
が
「
東
」
で
あ
る
か
、「
柬
」
で
あ
る
か
は

わ
か
ら
な
い
と
し
両
字
に
は
字
形
の
混
同
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
「
東
」
に
隷
定
し
、「
柬
」
の
誤
写
と
み
な
し
、
意
味
は
「
簡
（
え
ら
）
ぶ
」
と
す
る
。

「
匿
」
に
つ
い
て
、『
説
文
』
に
よ
る
と
本
義
は
「
躱
藏
（
逃
げ
隠
れ
る
・
身
を
隠
す
）
」
の
意
。
こ
こ
で
も
そ
の
意
で
あ
る
。「

（

）
｛
察
｝」
は
別
途
考
察
す

る
。
第
参
章
第
一
節
の
一
を
参
照
。
池
田

１
９
６

は
馬
王
堆
『
五
行
』
に
よ
っ
て
「
辨
」
ま
た
は
「
辯
」
の
異
体
字
と
し
て
い
る
が
、
劉
釗

１
９
７

は
「

（
察
）」
と
す

る
。
李
零

１
９
８

は
一
応
「
辯
」
と
す
る
が
、
解
説
の
部
分
に
お
い
て
待
考
と
し
て
い
る
。
郭
店
簡
注

１
９
９

が
引
く
裘
錫
圭
の
案
語
は
「
察
」
字
で
は
な
い
と
言
う
。

こ
の
「

（

）
｛
察
｝」
字
に
つ
い
て
、
李
零

２
０
０

と
禤

２
０
１

は
、
楚
系
文
字
で
は
「
菐
（
原
文
マ
マ
）」
を
構
成
要
素
と
す
る
「

」「

」「

」
等
の
字
の

「

」
は
、
本
来
は
「
察
」
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
「
禼
（

）
」
字
の
訛
変
し
た
字
形
と
す
る
。
禤
の
言
う
「
菐
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「

」「

」
「

」

の
三
つ
の
字
形
は
楚
簡
で
は
｛
察
｝
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「

」
と
隷
定
し
｛
察
｝
の
意
と
し
て
お
く
。 

 

（
２
）
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
、
東
〈
柬
（
簡
）
〉
也
。
又
（
有
）
少
（
小
）
辠
（
罪
）
而
亦
（
赦
）
之
、
匿
也
。
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
弗

 

１
９
３ 

池
田
一
六
九―

一
七
〇
頁
（
１
）
、
陳
偉
等
四
十
九
頁
参
照
。 

１
９
４ 

劉
釗
八
十
四
頁
参
照
。 

１
９
５ 

禤
一
六
二―

一
六
三
頁
参
照
。 

１
９
６ 

池
田
一
六
九―

一
七
〇
頁
（
１
）
参
照
。 

１
９
７ 

劉
釗
八
十
四
頁
参
照
。 

１
９
８ 

李
零
釈
文
八
十
頁
、
注
八
十
三
頁
（
五
）
参
照
。 

１
９
９ 

郭
店
簡
注
一
五
四
頁
〔
五
〇
〕
参
照
。 

２
０
０ 

李
零
「
読
清
華
簡
筆
記
：
禼
与
窃
」（
『
清
華
簡
研
究
』
第
一
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
第
三
三
〇―

三
三
二
頁
）（
未
見
） 

２
０
１ 

禤
五
十
五―

五
十
六
頁
参
照
。 
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大

（
誅
）
也
、
不
行
也
。
又
（
有
）
少
（
小
）
辠
（
罪
）
而
弗
亦
（
赦
）
也
、
不

（

・
察
）
於
道
也
。 

「
亦
」
は
「
赦
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、
「
赦
」
は
「
攴
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
赤
」
、「
赦
」
の
別
体
と
し
て
「
𢼜
」
字
を
挙
げ
、
こ
の
字
は
「
亦
」

を
構
成
要
素
と
す
る
と
言
う
。
金
文
の
「
赦
」
は
声
符
・
意
符
を
兼
ね
る
「
亦
」
と
「
攴
」
と
を
構
成
要
素
と
し
て
い
る
。
白
於
藍

２
０
２

は
「
亦
」
「
赦
」
の
通
仮
関

係
を
認
め
て
い
る
。「
亦
」
は
「
赦
免
」
の
意
で
あ
る
。 

 

（
３
）
東
〈
柬
（
簡
）〉
之
為
言
猷
（
猶
）
練
也
、
大
而
晏
（
罕
）
者
也
。
匿
之
為
言
猷
（
猶
）

（
匿
匿
）
也
、
少
（
小
）
而
訪
〈
診
（
軫
）〉
者
也
。 

「
猷
」
は
「
猶
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、
「
猷
」
「
猶
」
両
字
の
ど
ち
ら
も
「
犬
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
酋
」
と
言
う
。
「
猷
」
と
「
猶
」
は
本
来
同
字

で
あ
る
。
「
練
」
は
、
戦
国
期
の
主
要
な
意
味
と
し
て
「
え
ら
ぶ
」
が
あ
る
。
池
田

２
０
３

は
「
練
」
は
「
練
」
の
錯
字
と
言
う
が
、
「
練
」
「
練
」
は
同
字
と
す
べ

き
で
あ
る
。
「
晏
」
は
「
罕
」
と
す
る
。
劉
釗

２
０
４

は
「
晏
」
と
「
罕
」
は
音
が
近
く
通
用
で
き
る
と
言
う
。
劉
釗
に
一
応
従
う
が
、
待
考
。
ど
ち
ら
の
漢
字
も
上

古
音
で
は
元
部
に
属
し
て
い
る
。
白
於
藍

２
０
５

も
馬
王
堆
『
五
行
』
を
根
拠
に
「
晏
」「
罕
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。「
匿
」
字
に
は
「

」
と
重
文
符
号

が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
「
匿
匿
」
と
す
る
。
「
訪
（

）
」
は
「
診
」
の
書
き
間
違
え
で
あ
ろ
う
。「
方
」
は
普
通
右
向
き
だ
が
、
郭
店
『
五
行
』
の
作
者
は
、
す
べ

て
左
向
き
（
「

」
郭
店
『
五
行
』
第
四
十
号
簡
）
に
つ
く
る
。
こ
の
字
が
「
訪
」
で
あ
る
な
ら
、
「
方
」
を
「

」
に
作
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
池
田

２
０
６

な
ど
が
言
う
よ
う
に
、
「
診
」
の
書
き
間
違
え
と
判
断
す
る
。
第
四
十
三
号
簡
の
「
軫
（

）」
と
こ
こ
の
「
診
」
は
共
に
声
符
が
「
㐱
」
で
古
音
が
真
部
で
あ

る
。
「
軫
」
は
『
淮
南
子
』
巻
十
五
・
兵
略
訓
の
「
殷
軫
」
の
「
軫
」
は
「
軫
は
（
積
み
荷
の
）
盛
ん
な
さ
ま
」
で
あ
り
、
ま
た
『
史
記
』
律
書
第
三
が
「
軫
者
、
言

萬
物
益
大
而
軫
軫
然
」
と
言
う
よ
う
に
「
軫
」
は
、「
萬
物
が
盛
ん
な
さ
ま
」
を
表
す
。 

 

（
４
）
東
〈
柬
（
簡
）
〉
、
義
之
方
也
。
匿
、

（
仁
）
之
方
也
。

（

・
勥
・
剛
）、
義
之
方
。
矛
（
柔
）、

（
仁
）
之
方
也
。
不

（

・
𠣃
・
強
）

 

２
０
２ 

白
於
藍
六
九
〇
頁
参
照
。 

２
０
３ 

池
田
一
七
〇
頁
（
３
）
参
照
。 

２
０
４ 

劉
釗
八
十
四
頁
参
照
。 

２
０
５ 

白
於
藍
一
二
五
九
頁
参
照
。 

２
０
６ 

池
田
一
七
〇
頁
（
３
）
参
照
。 
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不
梂
（
絿
）、
不

（

・
勥
・
剛
）
不
矛
（
柔
）
、
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

「
不

不
梂
、
不

不
矛
」
は
『
毛
詩
』
商
頌
長
發
篇
「
不
競
不
絿
、
不
剛
不
柔
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「

・ 

」
は
厳
格
に
隷
定
す
る
と
「

」
と

な
り
現
在
の
通
行
字
体
で
は
「
勥
（

）
」
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
字
は
通
仮
し
て
「
剛
」
と
な
る
。
白
於
藍

２
０
７

は
「
勥
」
と
「
剛
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。

禤
２
０
８

は
、
「
剛
」
字
の
古
文
は
「

」
に
作
り
、
こ
れ
は
「

」
の
訛
形
で
あ
り
、「

」
を
借
り
て
「
剛
」
と
し
て
い
る
と
い
う
裘
錫
圭

２
０
９

の
説
を
引
い
た

上
で
、
こ
れ
は
郭
店
『
五
行
』
の
用
字
に
正
に
呼
応
す
る
と
言
う
。「

」
は
厳
格
に
隷
定
す
る
と
「

」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
𠣃
」
と
な
る
。
郭
店
『
五
行
』
第

三
十
四
号
簡
と
同
じ
く
「
強
」
と
な
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭

２
１
０

は
、
「
𠣃
」
は
『
説
文
』
に
よ
る
と
、
「
勥
」
の
古
文
で
あ
り
、
「
勥
」
と
「
競
」
は
音
が
近

く
通
じ
る
と
言
う
。
白
於
藍

２
１
１

も
「
𠣃
」
と
「
競
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「
梂
」
は
「
絿
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
は
、
「
梂
」
に
つ
い
て
意
符
「
木
」
と
声

符
「
求
」
か
ら
な
る
と
し
、
「
絿
」
に
つ
い
て
意
符
「
糸
」
と
声
符
「
求
」
か
ら
な
る
と
言
う
。
白
於
藍

２
１
２

は
「
梂
」
「
絿
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
「
絿
」

の
意
は
、
『
毛
伝
』
は
「
急
也
」
と
し
、
『
朱
熹
集
伝
』
は
「
緩
也
」
と
言
う
。
別
途
考
察
す
る
。「
矛
」
は
「
柔
」
で
あ
る
。『
説
文
』
は
、「
柔
」
は
意
符
「
木
」
と

声
符
「
矛
」
か
ら
な
る
と
言
う
。
劉
釗

２
１
３

は
、
「
矛
」
は
「
柔
」
の
省
文
と
言
う
。
白
於
藍

２
１
４

も
「
矛
」
と
「
柔
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
（
４
）

に
お
け
る
漢
字
の
通
仮
関
係
は
こ
の
部
分
が
『
毛
詩
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
解
明
さ
れ
た
と
考
え
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
第
肆
章
第
二
節
参
照
。 

  

第
二
十
一
章 

 

２
０
７ 

白
於
藍
一
〇
八
九
頁
参
照
。 

２
０
８ 

禤
二
四
八
頁
参
照
。 

２
０
９ 

裘
錫
圭
「
釈 

“
弘
”
“

强
”

」
（
『
古
文
字
論
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、
第
五
十
八
頁
、
李
家
浩
を
引
く
）（
未
見
） 

２
１
０ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
六
十
八
頁
〔
八
四
〕
参
照
。 

２
１
１ 

白
於
藍
一
〇
八
六
頁
参
照
。 

２
１
２ 

白
於
藍
一
八
三
頁
参
照
。 

２
１
３ 

劉
釗
八
十
四
頁
参
照
。 

２
１
４ 

白
於
藍
一
三
八
頁
参
照
。 



 
56 

原
文 

君
子
集
大
城
（
成
）
。
能
進
之
為
君
子
、
弗
能
進
也
、
各

（
止
）
於
亓
（
其
）
里
。
大
而
【
四
十
二
】
晏
（
罕
）
者
、
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）
。
少
（
小
）
而
軫

者
、
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）
。
疋
盧
盧
達
者
（
諸
）
君
子
道
、
胃
（
謂
）
之
臤
（
賢
）。
君
【
四
十
三
】
子
智
（
知
）
而
與
（
舉
）
之
、
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤

（
賢
）、
智
（
知
）
而
事
之
、
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。
後
、
士
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。【
四
十
四
】 

 

訓
読 

君
子
は
集
め
て
大
城
（
成
）
す
。
能
く
之
れ
に
進
め
ば
、
君
子
と
為
る
。
進
む
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
各
々
亓
（
其
）
の
里
に

（
止
）
ま
る
。
大
に
し
て
晏
（
罕
）

な
る
者
は
、
能
く
安
（
焉
）
れ
に
取
る
又
（
有
）
り
。
少
（
小
）
に
し
て
軫
き
者
は
、
能
く
安
（
焉
）
れ
に
取
る
又
（
有
）
り
。
疋
（
胥
）［
う
か
が
］
う
こ
と
儢
儢

と
し
て
、
君
子
道
に
達
す
、
之
れ
を
臤
（
賢
）
と
胃
（
謂
）
う
。 

君
子
智
（
知
）
り
て
之
れ
を
與
（
舉
）
ぐ
、
之
れ
を
臤
（
賢
）
を

（
尊
）
ぶ
と
胃
（
謂
）
う
。
智
（
知
）
り
て
之
れ
に
事
う
、
之
を
臤
（
賢
）
を

（
尊
）
ぶ
者

と
胃
（
謂
）
う
。
後
は
、
士
の
臤
（
賢
）
を

（
尊
）
ぶ
者
な
り
。 

 

口
語
訳 

君
子
は
一
つ
に
集
め
て
大
き
く
完
成
さ
せ
る
。〔
端
緒
で
あ
る
仁
・
義
な
ど
を
〕
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
君
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
里
〔
能
力
に
応
じ
た
自
分
の
立
場
〕
に
止
ま
る
。
大
き
い
け
れ
ど
も
頻
繁
に
は
起
こ
ら
な
い
事
件
に
対
す
る
態
度
〔
義
〕
か
ら
、

端
緒
を
つ
か
み
取
っ
て
拡
充
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
小
さ
く
て
頻
繁
に
起
こ
る
事
件
に
対
す
る
態
度
〔
仁
〕
か
ら
、
端
緒
を
つ
か
み
取
っ
て
拡
充
を
行
う
こ
と
も

で
き
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
姿
勢
が
ひ
た
む
き
で
あ
れ
ば
、
君
子
道
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
者
を
賢
人
と
呼
ぶ
。 

君
子
が
賢
人
を
知
っ
て
登
用
す
る
こ
と
が
、
賢
人
を
尊
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
〔
士
が
〕
賢
人
に
従
っ
て
師
事
す
る
こ
と
も
、
賢
人
を
尊
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
後
者

は
、
土
が
賢
人
を
尊
ぶ
尊
び
方
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
君
子

（
集
）
大
城
（
成
）
。
能
進
之
為
君
子
、
弗
能
進
也
、
各

（
止
）
於
亓
（
其
）
里
。 
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「

」
は
「
集
」
に
「
宀
」
を
加
え
た
「

」
２
１
５

で
あ
る
。
「
宀
」
は
飾
筆
な
い
し
「
増
繁
無
義
偏
旁
」
で
特
に
意
味
に
影
響
は
な
い
。
「

」
は
こ
こ
で
は

「
止
」
と
す
る
。「
里
」
に
つ
い
て
は
「
五
行
」
の
最
終
地
点
で
あ
る
「
聖
」
に
至
る
ま
で
の
「
仁
」「
義
」「
禮
」「
智
」
を
指
す
と
考
え
る
。 

 

（
２
）
大
而
晏
（
罕
）
者
、
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）
。
少
（
小
）
而
軫
者
、
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）。
疋
盧
盧
達
者
（
諸
）
君
子
道
、
胃
（
謂
）
之
臤
（
賢
）。 

「
安
」
は
「
焉
」
と
す
る
。
白
於
藍

２
１
６

は
「
安
」
と
「
焉
」
の
通
仮
関
係
を
認
め
て
い
る
。「
疋
」
は
別
途
考
察
す
る
。
「
疋
」
は
「
胥
」
と
し
、
意
味
を
「
見

る
」
と
す
る
。
第
参
章
第
一
節
の
五
を
参
照
。
「
盧
盧
」
は
、「

」
に
重
文
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
虍
」
と
「
胃
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
胃
」
の
上
部
「
田
」

に
関
し
て
は
「
目
」
と
の
混
同
が
西
周
・
春
秋
・
戦
国
期
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
字
は
「
膚
膚
」
と
な
る
が
、
劉
釗

２
１
７

の
よ
う
に
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
の
「
勞
苦

事
業
之
中
、
則
儢
儢
然
、
離
離
然
、
偷
儒
而
罔
、
無
廉
恥
而
忍
謑
詬
、
是
學
者
之
嵬
也
」
を
根
拠
と
し
こ
の
「
努
力
し
な
い
貌
」
を
表
す
「
儢
儢
」
か
ら
引
申
し
て

「
容
易
で
あ
る
」
と
す
る
説
と
、
池
田

２
１
８

の
よ
う
に
「
盧
盧
」
を
「
犬
を
呼
ぶ
声
」
と
し
「「
君
子
道
」
を
熱
心
に
求
め
る
様
子
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
池
田
に
従

っ
て
お
く
。「
者
」
は
「
諸
」
と
す
る
。
金
文
で
は
「
者
」
を
用
い
て
「
諸
」
を
表
し
て
い
た
。
白
於
藍

２
１
９

は
「
者
」
と
「
諸
」
は
通
仮
関
係
に
あ
る
と
言
う
。 

 

（
３
）
君
子
智
（
知
）
而
與
（
舉
）
之
、
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）、
智
（
知
）
而
事
之
、
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。 

「
與
」
は
「
舉
」
と
す
る
。
『
説
文
』
は
、
「
舉
」
が
「
手
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
與
」
と
言
う
。「
與
」
は
｛
舉
（
推
挙
）
｝
の
意
味
を
表
す
字
の
初
文

で
あ
る
と
さ
れ
る

２
２
０

。
（
本
論
文
の
第
弐
章
訳
注
篇
第
二
十
五
号
簡
該
当
箇
所
参
照
。） 

 

（
４
）
後
、
士
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。 

 

２
１
５ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
二
二
頁
参
照
。 

２
１
６ 

白
於
藍
一
二
五
四
頁
参
照
。 

２
１
７ 

劉
釗
八
十
五
頁
参
照
。 

２
１
８ 

池
田
一
七
二
頁
（
２
）
参
照
。 

２
１
９ 

白
於
藍
三
二
三
頁
参
照
。 

２
２
０ 

禤
一
八
三
頁
参
照
。 



 
58 

池
田

２
２
１

は
馬
王
堆
『
五
行
』
を
根
拠
に
し
て
「
前
、
王
公
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。」
を
追
加
し
て
い
る
。 

  

第
二
十
二
章 

原
文 

耳

（
𡧟
・
目
）

（
鼻
）
口

（
手
）

（
足
）
六
者
、
心
之

（
役
）
也
。
心
曰

（
唯
）、
莫
敢
不
唯
、
如
（
諾
）、
莫
敢
不
如
（
諾
）
【
四
十
五
】
進
、

莫
敢
不
進
、
後
、
莫
敢
不
後
、
㲾
（
深
）、
莫
敢
不
㲾
（
深
）、

（

・
淺
）、
莫
敢
不

（

・
淺
）。
和
則
同
、
同
則
善
。
【
四
十
六
】 

 

訓
読 

耳

（
𡧟
・
目
）

（
鼻
）
口

（
手
）

（
足
）
の
六
者
は
、
心
の

（
役
）
な
り
。
心

（
唯
）
せ
よ
と
曰
え
ば
、
敢
え
て
唯
せ
ざ
る
莫
し
。
如
（
諾
）

せ
よ
と
い
え
ば
、
敢
え
て
如
（
諾
）
せ
ざ
る
莫
し
。
進
め
と
い
え
ば
、
敢
え
て
進
ま
ざ
る
莫
し
。
後
け
と
い
え
ば
、
敢
え
て
後
か
ざ
る
莫
し
。
㲾
（
深
）
く
せ
よ
と

い
え
ば
、
敢
え
て
㲾
（
深
）
く
せ
ざ
る
莫
し
。

（

・
淺
）
く
せ
よ
と
い
え
ば
、
敢
え
て

（

・
淺
）
く
せ
ざ
る
莫
し
。 

和
す
れ
ば
則
ち
同
じ
、
同
ず
れ
ば
則
ち
善
な
り
。 

 

口
語
訳 

人
間
の
身
体
の
耳
目
鼻
口
手
足
の
六
者
は
、
心
に
使
わ
れ
る
召
使
い
で
あ
る
。
心
が
服
従
せ
よ
と
命
じ
た
な
ら
ば
、
服
従
し
な
い
と
思
う
こ
と
は
な
い
。〔
心
が
〕

承
知
せ
よ
と
命
じ
た
な
ら
ば
、
承
知
し
な
い
と
思
う
こ
と
は
な
い
。〔
心
が
〕
進
め
と
命
じ
た
な
ら
ば
、
進
ま
な
い
こ
と
は
な
い
。
〔
心
が
〕
退
け
と
命
じ
た
な
ら
ば
、

退
か
な
い
こ
と
は
な
い
。
〔
心
が
〕
深
く
せ
よ
と
命
じ
た
な
ら
ば
、
深
く
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
〔
心
が
〕
浅
く
せ
よ
と
命
じ
た
な
ら
ば
、
浅
く
し
な
い
こ
と
は
な
い
。 

 

〔
耳
目
鼻
口
手
足
の
六
者
と
心
が
〕
調
和
・
統
一
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
一
体
と
な
り
、
一
体
と
な
れ
ば
、
そ
れ
が
善
と
な
る
。 

 

注 

 

２
２
１ 

池
田
一
七
三
頁
参
照
。 
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（
１
）
耳

（
𡧟
・
目
）

（
鼻
）
口

（
手
）

（
足
）
六
者
、
心
之

（
役
）
也
。
心
曰

（
唯
）、
莫
敢
不
唯
、
如
（
諾
）、
莫
敢
不
如
（
諾
）
。 

「

」
は
「
目
」
の
上
に
「
宀
」
を
加
え
た
「
𡧟
」

２
２
２

に
作
る
。
「
目
」
の
異
体
字
と
み
る
。
「

」
は
「
鼻
」
で
、
下
部
が
「
火
」
に
見
え
る
。
「
矢
」

が
変
形
し
た
も
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
隷
定
と
し
て
は
「
鼻
」
で
問
題
な
い
と
考
え
る
。
「

」
は
『
説
文
』
の
「
手
」
の
項
に
見
え
る
古
文
の
「

（
𠂿
）
」
と
同
じ
で
あ
る
。
「

」
は
「
足
」
で
、
第
四
十
三
号
簡
の
「

（
疋
）
」
に
似
て
い
る
が
、
「
口
」
と
「
〇
（
円
形
）
」
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
「
足
」
「
疋
（
胥
）
」
と
す
る
。
「

」
は
「
役
」
と
す
る
。
劉
釗

２
２
３

は
「

」
は
「
辵
」
と
「

」
を
構
成
要
素
と
し
、
「

」
は
「
殳
」
の
錯
体
と
言

う
。
「

（
唯
）
」
は
「
口
」
が
「
隹
」
の
下
に
あ
り
「
售
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
こ
れ
は
「
唯
」
の
異
体
で
あ
り
、
「
唯
」
と
す
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
２
４

に
、
「
「
隹
」
と
「
唯
」
の
使
用
時
期
は
前
後
し
て
い
る
た
め
、
両
者
が
分
化
関
係
を
も
つ
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
二
字
は
古
今
字
の
関
係
で
あ
る
」
と
あ
る

こ
と
に
も
留
意
さ
れ
た
い
。
「
如
」
に
つ
い
て
郭
店
簡
釈
文
、
池
田
、
李
零
、
劉
釗
、
陳
偉
等

２
２
５

は
「
諾
」
の
通
仮
字
と
す
る
。
意
味
は
「
承
諾
」
。
し
か
し

「
如
」
に
は
、
『
説
文
』
に
「
如
、
從
隨
也
」
と
あ
り
、
こ
の
字
自
身
が
「
従
う
」
の
意
を
持
つ
。
通
仮
字
と
せ
ず
と
も
こ
の
「
従
う
」
の
意
で
郭
店
『
五
行
』
の

こ
の
部
分
も
解
釈
で
き
る
。
「
敢
」
の
古
文
は
「
𠭖
」
で
あ
る
。
小
篆
や
楚
系
文
字
に
は
「
𠭖
」
の
字
形
が
見
え
て
い
る
が
、
秦
系
文
字
で
は
「
敢
」
の
字
形
に
従

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
敢
」
は
秦
系
文
字
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
２
６

は
、
「
敢
」
字
に
つ
い
て
、
秦
の
詛
楚
文
に
見
ら
れ
る
「
敢
」
字

の
字
体
は
西
周
金
文
の
字
体
を
基
本
的
に
継
承
し
て
い
る
と
言
い
、
『
説
文
』
の
小
篆
に
あ
る
「
𠭖
」
の
字
体
は
楚
系
文
字
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
。 

 

（
２
）
進
、
莫
敢
不
進
、
後
、
莫
敢
不
後
、
㲾
（
深
）
、
莫
敢
不
㲾
（
深
）、

（

・
淺
）、
莫
敢
不

（

・
淺
）。
和
則
同
、
同
則
善
。 

 

「
進
」
は
「
前
進
」
の
意
、
「
後
」
は
「
後
退
」
の
意
で
あ
る
。
「
㲾
」
は
「
深
」
と
す
る
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
２
７

に
、
「
㲾
」
は
「
深
」
で
、
意
符
「
宀
」
と

 

２
２
２ 

劉
釗
八
十
五―

八
十
六
頁
参
照
。 

２
２
３ 

劉
釗
八
十
六
頁
参
照
。 

２
２
４ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
二
九
九
頁
参
照
。 

２
２
５ 

郭
店
簡
釈
文
一
五
一
頁
、
池
田
一
七
四
頁
（
１
）
、
李
零
八
十
頁
、
劉
釗
八
十
五―
八
十
六
頁
、
陳
偉
等
五
十
頁
参
照
。 

２
２
６ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
六
二
〇
頁
参
照
。 

２
２
７ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
五
八
頁
参
照
。 
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声
符
「
水
」
か
ら
な
る
会
意
文
字
で
あ
る
と
言
う
。
「

・

」
は
「

」
と
隷
定
す
る
。
「

」
は
「
淺
」
字
で
あ
る
。
禤

２
２
８

は
、
楚
簡
で
は
｛
淺
｝
は
、

多
く
「

」
「
𣾴
」
に
作
る
と
言
う
。
ま
た
、
楚
簡
｛
察
｝
｛
窃
｝
な
ど
の
音
義
で
使
用
さ
れ
る
字
は
「

」
を
構
成
要
素
と
す
る
が
、
「

・

」
の
右
部
分

は
こ
の
「

」
と
は
少
し
違
う
と
言
う
。
第
二
十
章
注
（
１
）
で
述
べ
た
よ
う
に
「

」
は
「
禼
」
の
訛
変
で
あ
る
。
禤
は
「
禼
」
の
変
化
に
つ
い
て
「

（
禼
）
」→
「

」→

「

」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
詳
細
は
第
参
章
第
一
節
の
一
を
参
照
。 

  

第
二
十
三
章 

原
文 

目
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
。 

 

訓
読 

目
し
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
之
れ
を
之
れ
を
進
む
と
胃
（
謂
）
う
。 

 

口
語
訳 

比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
、
進
め
る
と
言
う
。 

 

注 （
１
）
目
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
。 

 

「
目
」
の
意
は
劉
釗

２
２
９

に
従
っ
て
「
比
較
対
照
す
る
」
意
と
す
る
。
後
の
「

」
「
辟
」
と
関
係
す
る
。 

 

 

２
２
８ 

禤
二
四
六―

二
四
七
頁
参
照
。 

２
２
９ 

劉
釗
八
十
六
頁
参
照
。 
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第
二
十
四
章 

原
文 〈

喻
〉
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
。 

 

訓
読 〈

喻
〉
し
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
之
れ
を
之
れ
を
進
む
と
胃
（
謂
）
う
。 

 

口
語
訳 

 

は
っ
き
り
と
諭
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
、
進
め
る
と
言
う
。 

 

注 （
１
）

〈
喻
〉
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
。 

「

」
は
「
喻
」
と
す
る
。
池
田

２
３
０

は
「

」
は
郭
店
簡
釈
文
を
参
照
の
上
、「
兪
（
喩
）」
の
錯
字
と
し
て
い
る
。
劉
釗

２
３
１

は
「

」
は
「
宀
」「
𪟍
」
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
𪟍
」
は
「
喻
」
字
の
変
体
と
似
て
お
り
、「
喻
」
と
読
み
為
す
と
言
う
。
意
味
は
「
曉
喻
（
は
っ
き
り
と
さ
と
す
）
」
と
言
う
。 

  

第
二
十
五
章 

原
文 

辟
（
譬
）
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
。【
四
十
七
】 

 

２
３
０ 

池
田
一
七
六―

一
七
七
頁
（
１
）
参
照
。 

２
３
１ 

劉
釗
八
十
六
頁
参
照
。 
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訓
読 

辟
（
譬
）
え
て
之
を
智
（
知
）
る
は
、
之
を
之
を
進
む
と
謂
う
。 

 

口
語
訳 

譬
え
を
用
い
て
対
象
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
、
進
め
る
と
言
う
。 

 

注 （
１
）
辟
（
譬
）
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
。 

「
辟
」
は
『
礼
記
』
中
庸
篇
の
「
君
子
之
道
、
辟
如
行
遠
必
自
邇
、
辟
如
登
高
必
自
卑
」
と
同
じ
で
「
た
と
え
る
」
の
意
で
あ
る
。「
譬
」（『
説
文
』
さ
と
す
。
意

符
「
言
」
と
声
符
「
辟
」
か
ら
な
る
。
）
と
通
仮

２
３
２

す
る
。 

池
田

２
３
３

は
、
第
二
十
三
章
「
目
」
、
第
二
十
四
章
「
喻
」
第
二
十
五
章
「
辟
」
を
墨
家
の
論
理
学
と
関
係
す
る
と
し
て
い
る
。
特
に
「
目
」
に
つ
い
て
は
『
墨
子
』

小
取
篇
「
侔
也
者
、
比
辭
而
俱
行
也
」
の
使
用
法
と
同
じ
意
と
し
て
お
り
、
ま
た
「
辟
」
は
同
じ
く
『
墨
子
』
小
取
篇
「
辟
（
譬
）
也
者
、
舉
也
（
他
）
物
而
以
明

之
也
」
と
同
じ
意
と
す
る
。
墨
家
集
団
と
郭
店
『
五
行
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
待
考
と
し
た
い
。 

  

第
二
十
六
章 

原
文 

幾
而
智
（
知
）
之
、
天
也
。「
上
帝 

（

・
賢
）
女
（
汝
）、
毋

（
貳
）
尒
（
尔
）
心
」、
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

 

 

２
３
２ 

白
於
藍
七
二
五
頁
参
照
。 

２
３
３ 

池
田
、
一
七
五―

一
七
六
頁
（
１
）、
一
七
六―

一
七
七
頁
（
１
）、
一
七
七―

一
七
八
頁
（
１
）
参
照
。 
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訓
読 

幾
し
て
之
れ
を
智
（
知
）
る
は
、
天
な
り
。
「
上
帝
女
（
汝
）
を

（

・
賢
）
と
す
、
尒
（
尔
）
［
な
ん
じ
］
の
心
を

（
貳
）
つ
に
す
る
毋
か
れ
。
」
、
此
れ

の
胃
（
謂
）
い
な
り
。 

 

口
語
訳 

も
の
ご
と
が
兆
し
た
段
階
で
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
天
で
あ
る
。〔『
詩
』
に
〕「
上
帝
が
あ
な
た
を
賢
者
に
す
る
の
だ
か
ら
、
あ
な
た
は
心
を
二
つ
に

し
て
は
な
ら
ぬ
。」
と
あ
る
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

注 （
１
） 

幾
而
智
之
、
天
也
。 

「
幾
」
は
、
『
説
文
』
に
「
微
也
、
殆
也
、
从
𢆶
从
戍
」
と
あ
り
、
「
か
す
か
な
前
ぶ
れ
・
き
ざ
し
」
、
「
あ
や
う
い
」
等
の
意
が
あ
り
、
「
𢆶
（
＝
か
す
か
）
」

と
「
戍
」
で
構
成
さ
れ
る
と
言
う
。
意
味
は
、
『
周
易
』
繋
辞
下
に
「
君
子
見
幾
而
作
」
と
あ
り
そ
の
孔
類
達
の
注
が
「
機
微
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
き
ざ
し
」
の

意
で
あ
る
。 

 

（
２
）
「
上
帝

（

・
賢
）
女
（
汝
）、
毋

（
弍
・
貳
）
尒
（
尔
・
爾
）
心
」、
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

「

」
字
は
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
３
４

に
「
賢
」
の
増
繁
同
形
で
あ
る
と
言
う
。
「
賢
」
字
の
下
部
「
貝
」
が
こ
こ
で
は
「
子
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

禤
２
３
５

は
、
楚
簡
で
は
｛
賢
｝
は
「
臤
」
や
「
孯
」
を
用
い
て
記
す
と
言
う
。
こ
の
部
分
を
『
毛
詩
』
大
雅
文
王
之
什
大
明
篇
「
上
帝
臨
女
、
無
貳
爾
心
」
か
ら
の

引
用
と
考
え
、
郭
店
簡
注
の
裘
錫
圭

２
３
６

を
は
じ
め
と
し
て
「

」
は
「
臨
」
の
誤
写
と
す
る
が
、
「
賢
」
字
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
仁
義
な
ど
の
兆
し
を

 

２
３
４ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
一
六―

四
一
七
頁
参
照
。
「
増
繫
同
形
と
は
、
追
加
し
た
あ
る
偏
旁
や
筆
画
と
追
加
さ
れ
た
元
の
字
形
が
持
つ
偏
旁
や
筆
画
と
が
同
じ
で

あ
り
、
か
つ
該
当
字
の
記
す
音
義
に
何
の
変
化
も
生
じ
な
か
っ
た
現
象
を
さ
す
」
と
言
う
。 

２
３
５ 

禤
三
四
八―

三
四
九
頁
参
照
。 

２
３
６ 

郭
店
簡
一
五
四
頁
〔
六
四
〕
参
照
。
裘
按
「
恐
ら
く
「
臨
」
の
誤
写
だ
ろ
う
」
以
降
の
学
者
は
こ
れ
に
従
う
。 
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捕
ま
え
て
第
四
十
三
号
簡
な
ど
に
見
え
る
「
賢
」
者
と
な
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
る
。
郭
店
『
五
行
』
の
作
者
が
、
こ
の
『
詩
経
』
の
本
文
の
「
臨
」
を
「
賢
」
に

意
図
的
に
書
き
換
え
た
と
す
れ
ば
、
経
書
を
絶
対
視
す
る
考
え
は
希
薄
で
あ
る
。
「

」
は
「
弍
」
で
「
貳
」
と
す
る
。「
戌
」
字
は
斧
鉞
の
形
を
象
る
が
、
こ
れ

は
「
戈
」
字
と
同
じ
武
器
で
あ
る
た
め
、「
戌
」
「
戈
」
の
偏
旁
は
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
説
文
』
は
、「
貳
」
は
「
貝
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
弍
」、

「
弍
」
は
「
二
」
の
古
文
で
あ
る
と
言
う
。
「
尒
」
は
「
尔
」
の
古
字
で
、
両
字
と
も
「
爾
」
の
上
部
の
構
成
要
素
で
あ
る
。「
尒
」「
尔
」
と
「
爾
」
は
本
来
同
じ
字

で
あ
る
。
古
く
か
ら
「
汝
」
と
通
仮
し
た
が
、
春
秋
期
以
降
「
汝
」
は
主
と
し
て
主
語
・
目
的
語
に
「
尒
（
尔
・
爾
）」
は
主
と
し
て
他
の
名
詞
を
修
飾
す
る
際
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
「
尔
」
は
「
爾
」
の
簡
体
字
で
あ
る
。 

  

第
二
十
七
章 

原
文 

大

（
施
）
者
（
諸
）
亓
（
其
）
人
、
天
也
。
亓
（
其
）【
四
十
八
】
人

（
施
）
者
（
諸
）
人
、

也
。 

 

訓
読 

大
い
に
亓
（
其
）
の
人
に

（
施
）
す
は
、
天
な
り
。
亓
（
其
）
の
人
、
人
に

（
施
）
す
は
、

な
り
。 

 

口
語
訳 

し
っ
か
り
と
そ
の
人
に
こ
れ
〔
仁
・
義
な
ど
の
五
行
〕
を
賦
与
す
る
こ
と
は
、
天
で
あ
る
。
そ
の
人
が
他
の
人
々
に
こ
れ
〔
仁
・
義
な
ど
の
五
行
〕
を
施
す
こ
と

は
、

（
習
）
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
大

（
施
）
者
（
諸
）
亓
（
其
）
人
、
大
也
。 
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「

」
は
「
施
」
と
読
む
。
禤

２
３
７

は
｛
施
｝
は
楚
簡
で
は
「

」
（
「
貝
」
と
声
符
「
它
」
が
構
成
要
素
）
に
作
り
、
こ
れ
は
「
施
予
（
ほ
ど
こ
す
）
」
意
の

専
用
字
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
｛
施
｝
は
楚
簡
で
「
它
」
に
直
接
仮
借
し
て
作
る
も
の
も
見
ら
れ
る
と
言
う
。
郭
店
『
五
行
』
の
「

」
は
楚
系
文
字
で
は
本
来

｛
地
｝
の
意
で
用
い
ら
れ
る
字
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
「
施
」
の
通
仮
字

２
３
８

で
あ
る
。
「

」
「
施
」
は
と
も
に
声
母
は
歌
部
で
あ
る
。
「
大
」
は

馬
王
堆
『
五
行
』
を
根
拠
に
「
天
」
の
錯
字
と
す
る
説

２
３
９

が
あ
る
が
、
「
大
」
字
の
ま
ま
で
意
味
が
通
る
た
め
取
ら
な
い
。 

 

（
２
）
亓
（
其
）
人

（
施
）
者
（
諸
）
人
、

（

）
也
。 

「

」
字
に
つ
い
て
、
李
零

２
４
０

は
「
狎
」
と
す
る
。
「
人
」
「

（
「
甲
」
古
字
）
」
「
皿
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
し
、
音
が
近
い
た
め
「
狎
」
と
す
る

と
言
う
。
ま
た
「
狎
」
「
習
」
は
音
義
が
近
く
、
古
く
は
常
に
こ
の
二
字
は
互
訓
し
て
い
た
と
言
う
。
劉
釗

２
４
１

は
、
「

」
は
「

」
を
そ
の
要
素
と
す
る
と
言

い
、
こ
の
「

」
は
「
皋
甲
」
の
「
甲
」
で
、「
狎
」
と
読
み
為
し
、
そ
の
意
味
は
「
習
」
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
（「「
狎
」
訓
為
「
習
」」）。
馬
王
堆
『
五
行
』

裘
錫
圭

２
４
２

は
、
郭
店
『
五
行
』
の
「

」
字
を
「

」
に
隷
定
す
る
。 

  

第
二
十
八
章 

原
文 

𥹢
（
聞
）
道
而
兌
（
悅
）
者
、
好

（
仁
）
者
也
。
𥹢
（
聞
）
道
而
畏
者
、
好
【
四
十
九
】
義
者
也
。

（
𥹢
・
聞
）
道
而
共
（
恭
）
者
、
好
豊
（
禮
）
者
也
。

𥹢
（
聞
）
道
而

（
樂
）
者
、
好
悳
（
德
）
者
也
。【
五
十
】 

 

２
３
７ 

禤
二
八
六―

二
八
七
頁
参
照
。 

２
３
８ 

白
於
藍
四
四
九―

四
五
〇
頁
参
照
。 

２
３
９ 

池
田
一
八
〇
頁
（
１
）
参
照
。 

２
４
０ 

李
零
八
十
一―

八
十
二
頁
二
十
七
章
参
照
。 

２
４
１ 

劉
釗
八
十
七
頁
参
照
。 

２
４
２ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
六
十
九
頁
〔
一
〇
三
〕
参
照
。 
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訓
読 

道
を
𥹢
（
聞
）
き
て
兌
（
悅
）
ぶ
者
は
、

（
仁
）
を
好
む
者
な
り
。
道
を
𥹢
（
聞
）
き
て
畏
（
威
）
あ
る
者
は
、
義
を
好
む
者
な
り
。
道
を
𥹢
（
聞
）
き
て
共

（
恭
）
し
き
者
は
、
豊
（
禮
）
を
好
む
者
な
り
。
道
を
𥹢
（
聞
）
き
て

（
樂
）
し
む
者
は
、
悳
（
德
）
を
好
む
者
な
り
。 

 

口
語
訳 

道
を
聞
い
て
悅
ぶ
の
は
、
仁
を
好
む
者
で
あ
る
。
道
を
聞
い
て
威
厳
が
あ
る
の
は
、
義
を
好
む
者
で
あ
る
。
道
を
聞
い
て
恭
し
く
振
る
舞
う
の
は
、
禮
を
好
む
者

で
あ
る
。
道
を
聞
い
て
楽
し
む
の
は
、
徳
を
好
む
者
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
𥹢
（
聞
）
道
而
兌
（
悅
）
者
、
好

（
仁
）
者
也
。
𥹢
（
聞
）
道
而
畏
者
、
好
義
者
也
。

（
𥹢
・
聞
）
道
而
共
（
恭
）
者
、
好
豊
（
禮
）
者
也
。
𥹢

（
聞
）
道
而

（
樂
）
者
、
好
悳
（
德
）
者
也
。 

 

「

」
の
隷
定
は
「
𥹢
」
で
「
聞
」
と
し
て
お
く
。
郭
店
『
五
行
』
に
見
え
る
「
𥹢
」
の
中
で
こ
の
字
の
み
「
釆
」「
亦
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
李
零

２
４
３

は
「

」
の
上
部
は
乱
雑
に
筆
写
し
て
お
り
、
下
部
は
「
亦
」
字
に
似
て
い
る
と
言
う
。 

  

▼
「
者
」
字
に
つ
い
て 

郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
「
者
」
字
は
様
々
な
字
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「

（
第
十
九
号
簡
）」「

（
第
二
十
号
簡
）」「

（
第
四
十
三
号

簡
）
」
「

（
第
四
十
五
号
簡
）
」「

（
第
四
十
九
号
簡
）」
等
で
あ
る
。『
古
漢
字
発
展
論
』

２
４
４

は
、「
楚
系
文
字
の
「
者
」
字
に
は
多
く
の
形
体
が
あ
り
、
地
域

的
特
徴
が
あ
る
」
と
言
う
。 

 

２
４
３ 

李
零
八
十
四
頁
（
五
）
参
照
。 

２
４
４ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
五
〇
八―

五
〇
九
頁
参
照
。 
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第
参
章 

漢
字
の
隷
定
に
お
け
る
問
題
点 

  

本
章
で
は
、
先
秦
期
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
実
態
に
即
し
つ
つ
、
現
在
に
お
け
る
漢
字
体
系
か
ら
は
理
解
し
に
く
い
文
字
で
か
つ
そ
の
解
釈
が
諸
家
に
よ
り
統
一

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
取
り
上
げ
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
け
る
解
釈
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
も
そ
も
漢
字
の
発
展
の
歴
史
の
中
で
は
、
一

字
多
語
の
問
題
が
あ
る
。
戦
国
期
に
あ
っ
て
は
こ
れ
以
外
に
も
漢
字
の
字
数
が
現
在
ほ
ど
豊
富
で
は
な
く
、
ま
た
引
伸
義
や
仮
借
字
・
異
体
字
の
問
題
も
あ
り
、
そ

の
字
が
ど
う
い
う
意
味
か
確
定
し
に
く
い
場
合
が
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、『
論
語
』
学
而
第
一
に
お
い
て
、
「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
說
乎
」
が
あ
り
、
こ
の

中
の
「
説
」
は
こ
こ
で
は
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
兌
」「
説
」
「
悦
」
の
系
統
の
字
は
、
古
く
は
「
兌
」
字
に
よ
っ
て
「
悦
（
よ
ろ

こ
）
ぶ
」
「
説
（
は
な
）
す
」
な
ど
の
意
味
を
表
し
て
い
た
。
し
か
し
「
説
」
が
作
ら
れ
「
悦
（
よ
ろ
こ
）
ぶ
」「
説
（
は
な
）
す
」
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

漢
代
に
は
「
悦
」
字
が
作
ら
れ
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
意
の
専
字
に
な
っ
た
。『
論
語
』
成
立
時
点
で
は
「
悦
」
字
が
な
い
の
で
「
説
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
楚
簡
で

は
「
悦
（
よ
ろ
こ
）
ぶ
」
意
は
「
兌
」
や
「

（
敓
）」
な
ど
で
表
さ
れ
る
。
現
行
本
『
論
語
』
が
「
悦
（
よ
ろ
こ
）
ぶ
」
意
の
「
説
」
字
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、

字
が
改
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
『
論
語
』
の
成
立
が
新
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
漢
字
の
字
語
問
題
、
つ
ま
り
あ
る
語
（
音
と
意
味
）
に
ど
の
漢
字
を
当
て
る
か
と
い
う
問
題
、
具
体
的
に
は
｛
悦
｝（
よ
ろ
こ
ぶ
）
に
つ
い
て
「
兌
」、

「
説
」
、
「
悦
」
、
「
敓
」
の
ど
の
字
（
字
形
）
を
選
択
す
る
か
と
い
う
問
題
は
秦
の
文
字
統
一
の
際
に
も
課
題
で
も
あ
っ
た
。
我
々
が
使
用
す
る
漢
字
体
系
に
お
け
る

字
語
関
係
は
先
秦
期
と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、
こ
の
差
異
が
先
秦
期
の
テ
キ
ス
ト
の
読
解
を
困
難
に
し
て
い
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
現
状
に
お
け
る
出
土
資
料

の
字
語
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
を
最
大
限
利
用
し
て
郭
店
『
五
行
』
の
問
題
の
箇
所
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
当
時
の
実
態
に
即
し
た
解
釈
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
一
節
で
は
、
文
字
統
一
に
よ
り
使
用
さ
れ
な
く
な
り
淘
汰
さ
れ
た
字
の
中
か
ら
、
郭
店
『
五
行
』
の
諸
注
釈
が
混
乱
し
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
字
の

変
遷
と
郭
店
『
五
行
』
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

第
二
節
で
は
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
体
の
器
官
、
具
体
的
に
は
「
目
」
や
「
耳
」
に
関
係
す
る
会
意
文
字
に
つ
い
て
一
群
の
同
源
関
係
に
あ
る
字
を
取
り
上

げ
、
そ
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 
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第
一
節 

楚
系
文
字
の
淘
汰
（
文
字
統
一
と
秦
系
文
字
の
出
現
） 

  

先
秦
期
に
は
、
漢
字
の
字
形
に
地
域
性
が
見
ら
れ
た
。
本
稿
で
取
り
扱
う
郭
店
『
五
行
』
に
は
竹
簡
の
出
土
量
が
最
も
多
い
「
楚
」
の
国
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い

る
。
他
の
六
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
文
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。
秦
は
統
一
後
、
文
字
統
一
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
各
国
で
様
々
に
分
化
し
た
字
を
統
一
し
な
け

れ
ば
国
の
運
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
文
字
は
小
篆
と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
小
篆
を
簡
略
化
し
た
秦
隷
も
作
ら
れ
、
こ
の
秦
隷
が
漢
代
の
隷
書

に
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
節
で
は
、
楚
簡
に
見
え
る
文
字
中
、
文
字
統
一
の
後
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
文
字
で
解
釈
が
混
乱
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
秦
系
文
字
と

比
較
し
つ
つ
そ
の
変
遷
の
道
筋
を
た
ど
っ
て
い
く
も
の
と
す
る
。 

 

た
と
え
ば
、
「
聞
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
甲
骨
文
で
は
「

  

」
に
作
り
人
が
耳
を
そ
ば
だ
て
る
様
を
か
た
ど
り
、
こ
れ
を
う
け
て
金
文
も
「

」
に
作
る
。

楚
文
字
に
な
る
と
音
符
の
「
釆
（
蒲
莧
切
）
」
を
加
え
て
「

（
𥹢
な
い
し
䎹
）
」
に
作
る
も
の
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
秦
の
文
字
統
一
に
よ
り
こ
の
音
符
「
釆

（
蒲
莧
切
）」
も
放
棄
さ
れ
、
音
符
「
門
」
が
採
用
さ
れ
「

（
聞
）」
が
主
流
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「

」
の
上
部
の
「
米
」

状
の
偏
旁
が
「
釆
」
で
あ
る
こ
と
は
加
藤
常
賢
が
三
体
石
経
を
基
に
つ
と
に
指
摘
し
て
い
た
が
、
楚
系
文
字
の
出
現
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
。
本

節
で
は
文
字
統
一
に
よ
り
淘
汰
さ
れ
た
文
字
で
様
々
な
郭
店
『
五
行
』
の
注
釈
が
混
乱
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
変
遷
と
郭
店
『
五
行
』
に
お
け

る
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

  

一 

察
（

（
楚
系
文
字
）
・
察
（
秦
系
文
字
） 

「

（

）
」
と
「

（

・
丵
（
辛
）
）
」
は
、
前
漢
期
の
馬
王
堆
『
五
行
』
経
の
同
じ
個
所
が
「
察
」
に
作
る
の
で
、
「
察
」
の
仮
借
字
ま
た
は
異
体

字
と
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
『
五
行
』
で
は{

察}

を
表
す
字
は
以
下
の
四
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

１
、
思
不
清
不

（

・
察
）
、
思
不
倀
（
長
）〔
不
得
、…

…

【
第
八
号
簡
】 

２
、

（
仁
）
之
思
也
清
、
清
則

（

・
察
）
、

（

）
察
則
安
、
安
則
恩
（
溫
）、…

…

【
第
十
二
号
簡
・
第
十
三
号
簡
】 

３
、
不
東
〈
柬
（
簡
）
〉、
不
行
。
不
匿
、
不

（

・
丵
（
辛
）
）（
察
）
於
道
。【
第
三
十
七
号
簡
・
第
三
十
八
号
簡
】 

４
、
又
（
有
）
少
（
小
）
辠
（
罪
）
而
弗
亦
（
赦
）
也
、
不

（

・
丵
（
辛
）
）（
察
）
於
道
也
。【
第
三
十
九
号
簡
】 



 
69 

 「

（

）
」
字
は
徐
在
国
『
戦
国
文
字
字
形
表
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
「

」
と
さ
れ
る
。
「

」
字
は
『
説
文
解
字
』
で
は

「
言
微
親

也
。
従
言
察
省
声
（
言
微
か
な
る
に
親
か
ら
察
ら
に
す
る
な
り
。
言
に
従
い
察
の
省
声
）
」
と
不
明
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
言
う
と
さ
れ
、

『
漢
書
郊
』
祠
志
の
注
が
「
張
揖
曰
、

古
察
字
」
と
言
う
よ
う
に
「
察
」
の
古
文
と
さ
れ
て
い
る
。
旁
を
構
成
す
る
「
丵
（
辛
）
」
は
禤

２
４
５

に
よ
れ
ば
「
禼
」

の
変
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
「
禼
」
は
説
文
で
は
「
蟲
也
。
从
厹
、
象
形
」
と
あ
り
、
そ
の
古
文
は
説
文
に
よ
れ
ば
「

」
に
作
る
。
同
じ
く
説
文
が
「
蟲

也
。
从
厹
、
象
形
」
と
言
う
「
萬
」
字
の
訛
変
と
さ
れ
る
。
確
か
に
「
禼
（

）
」
の
古
文
「

」
と
「

（
萬
）
」
は
形
が
近
い
。
な
お
「
菐
」
と
は
別
字

で
あ
る
。 

「
察
」
に
つ
い
て
は
、
徐
鍇
『
説
文
解
字
繋
傳
』
は
「
察
覆
審
也
、
従
宀
祭
声
」
と
言
い
、『
爾
雅
』
釈
詁
も
「
察
、
審
也
」
と
言
い
、
「
繰
り
返
し
詳
し
く
調
べ

る
事
」
と
言
う
。『
荀
子
』
不
苟
篇
「
君
子
行
不
貴
苟
難
、
說
不
貴
苟
察
、
名
不
貴
苟
傳
、
唯
其
當
之
為
貴
。
」
の
「
察
」
の
久
保
愛
の
増
注
も
「
察
、
精
察
也
」
と

言
い
、
詳
細
な
分
析
検
討
の
意
と
言
う
。
な
お
、
金
文
で
は
弭
叔
師
察
簋
に
見
え
る
「

」
が
唯
一
「
察
」
と
さ
れ
る
が
、
字
形
は
「
宀
」
に
「
㣇
」
で
郭
店
『
五

行
』
が
表
す
｛
察
｝
の
字
形
と
は
異
な
る
。
「
察
」
字
は
秦
系
文
字
で
あ
ろ
う
。 

  

二 

（

（
楚
系
文
字
）
・
就
（
秦
系
文
字
）） 

「

」
は
、
劉
釗
は
「

」
に
隷
定
す
る
。
こ
の
「

」
は
『
説
文
解
字
』
の
「
就
」
の
項
に
「
就
高
也
。
従
京
従
尤
。
尤
、
異
于
凡
也
。
𡰗
籀
文
就
」
に
見

え
る
「
就
」
の
籀
文
「
𡰗
」
の
偏
側
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
禤
は
、
郭
店
『
五
行
』
に
見
え
る
「

」
に
つ
い
て
「
多
将
字
之
上
下
両
部
分
簡
化
糅
合
」
と
述

べ
、
「

」
の
簡
略
字
体
と
す
る
。
朱
徳
熙
「
釋

」
（
『
朱
徳
熙
古
文
字
論
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
）
も
「

是
就
字
」
と
言
う
。
こ
れ
に
従
う
。

「

（

）
」
字
は
、
秦
系
文
字
で
あ
る
「
就
」
字
の
戦
国
期
以
前
の
字
体
と
す
る
。
「

（

）
」
は
、
郭
店
『
五
行
』
で
は
以
下
の
三
箇
所
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。 

 

 

２
４
５

禤 

五
十
六
頁
参
照
。 
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１
、

（
仁
）
之
思
也
清
、
清
則
察
、
察
則
安
、
安
則
恩
（
溫
）、
恩
（
溫
）
則
兌
（
悅
）、
兌
（
悅
）
則

、

則
新
（
親
）、
新
（
親
）
則

（
愛
）、

（
愛
）
則
玉
色
、
玉
色
則
型
（
形
）、
型
（
形
）
則

（
仁
）。【
第
十
二
号
簡
・
第
十
三
号
簡
】 

２
、
不
弁
、
不
兌
（
悅
）
、
不
兌
（
悅
）
不

、
不

不
新
（
親
）、
不
新
（
親
）
不
㤅
（
愛
）、
不
㤅
（
愛
）
不

（
仁
）。【
第
二
十
一
号
簡
】 

３
、

（
中
）
心
兌
（
悅
）

（
播
）

・

（
遷
）
於
兄
弟
、

也
。

而
信
之
、
新
（
親
）。
新
（
親
）
而 

（
篤
）
之
、
㤅
（
愛
）
也
。【
第
三

十
二
号
簡
・
第
三
十
三
号
簡
】 

 郭
店
『
五
行
』
が
「

」
に
作
る
箇
所
は
、
馬
王
堆
『
五
行
』
は
「
戚
」
に
作
っ
て
い
る
。
「

（

）
・
就
」
と
「
戚
」
の
通
仮
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
朱

徳
熙
が
「
卜
辭
用

為
地
名
、

應
讀
為
戚
、
就
是
公
孫
敖
與
晋
襄
公
相
会
的
戚
」
と
甲
骨
文
に
お
け
る
通
仮
を
述
べ
、
白
于
藍
も
両
字
の
通
仮
を
認
め
て
い

る
。
問
題
は
「
戚
」
字
の
意
味
で
あ
る
。
「
戚
」
字
は
１
で
は
、
仁
を
思
う
思
い
方
が
精
細
で
あ
れ
ば
仁
が
あ
き
ら
か
と
な
り
、
仁
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
心
が
安
ら

か
と
な
り
、
心
が
安
ら
か
に
な
れ
ば
容
貌
が
お
だ
や
か
と
な
り
、
容
貌
が
お
だ
や
か
に
な
れ
ば
喜
び
を
感
じ
る
、
に
続
く
部
分
に
あ
り
、
「
戚
」
で
あ
れ
ば
親
密
に

な
る
と
続
く
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
も
、
１
と
同
じ
く
悦
び
と
親
し
み
の
中
間
に
位
置
す
る
状
況
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
『
孟
子
』
告

子
下
篇
に
「
固
哉
、
高
叟
之
為
詩
也
。
有
人
於
此
。
越
人
關
弓
而
射
之
、
則
己
談
笑
而
道
之
。
無
他
、
疏
之
也
。
其
兄
關
弓
而
射
之
、
則
己
垂
涕
泣
而
道
之
。
無
他

戚
之
也
。
小
弁
之
怨
、
親
親
也
。
親
親
仁
也
。
固
矣
夫
、
高
叟
之
為
詩
也
」
と
あ
り
こ
の
「
戚
」
に
つ
い
て
趙
起
注
が
「
戚
親
也
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
戚
」
は
親

し
む
意
と
す
る
。
な
お
、
『
尚
書
』
金
縢
編
に
「
既
克
商
二
年
、
王
有
疾
、
豫
。
二
公
曰
、
「
我
其
為
王
穆
卜
。
」
周
公
曰
、
「
未
可
以
戚
我
先
王
。
」
」
と
あ

り
、
「
戚
」
に
対
す
る
孔
安
国
の
傳
の
「
近
」
も
参
考
に
な
る
。 

郭
店
『
五
行
』
に
見
え
る
「

」
は
秦
系
文
字
で
あ
る
「
就
」
の
戦
国
期
の
楚
文
字
の
字
形
で
、
卜
辭
や
金
文
に
見
え
る
「

」
を
継
承
す
る
簡
略
字
体
で
、
楚

簡
に
お
い
て
は{

戚
（
親
し
む
）}

意
を
表
す
。 

  

三 

聞
（

（
䎹
、
実
際
は
「
𥹢
」、
以
後
す
べ
て
「
𥹢
」
に
す
る

２
４
６

）
（
楚
系
文
字
）
・
聞
（
秦
系
文
字
）） 

 

２
４
６ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
八
十
六
頁
参
照
。 

 

「
釆
」
字
に
つ
い
て
「
戰
國
秦
漢
以
後
與
“

米
”

字
字
形
混
淆
」
と
、
戦
国
秦
漢
以
降
「
釆
」
と
「
米
」
が
混
淆
し
た
こ
と
を
言
う
。 
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「
聞
」
は
、
『
説
文
』
に
よ
れ
ば
「
知
聞
也
、
従
耳
門
声
」
と
「
耳
」
を
構
成
要
素
と
し
、
声
符
は
「
門
」
の
形
声
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
郭
店
『
五
行
』
の

｛
聞
｝
は
以
下
の
通
り
「
米
」
状
の
偏
旁
を
そ
の
構
成
要
素
と
す
る
も
の
が
多
い
。 

 

１
、
聰
則
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、
（
𥹢
（
聞
）
君
子
道
）
則
玉
音
、
玉
音
則
型
（
形
）、
型
（
形
）
則
聖
。【
第
十
五
号
簡
・
第
十
六
号
簡
】 

２
、
未
尚
（
嘗
）
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、
胃
（
謂
）
之
不

（
聰
）
。
【
第
二
十
二
号
簡
・
第
二
十
三
号
簡
】 

３
、
𥹢
（
聞
）
君
子
道
而
不
智
（
知
）
亓
（
其
）
君
子
道
也
、
胃
（
謂
）
之
不
聖
。
【
第
二
十
三
号
簡
・
第
二
十
四
号
簡
】 

４
、
見
而
智
（
知
）
之
、
智
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
、
聖
也
。 

５
、
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、

（
聰
）
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
、
聖
也
。
聖
人
智
（
知
）
而
〈
天
〉
道
也
。【
第
二
十
六
号
簡
・
第
二
十
七
号
簡
】 

６
、
𥹢
（
聞
）
道
而
兌
（
悅
）
者
、
好

（
仁
）
者
也
。 

７
、
𥹢
（
聞
）
道
而
畏
者
、
好
義
者
也
。【
第
四
十
九
号
簡
・
第
五
十
号
簡
】 

８
、

（
𥹢
・
聞
）
道
而
共
（
恭
）
者
、
好
豊
（
禮
）
者
也
。【
第
五
十
号
簡
】 

９
、
𥹢
（
聞
）
道
而

（
樂
）
者
、
好
悳
（
德
）
者
也
。【
第
五
十
号
簡
】 

  

以
上
８
を
除
き
す
べ
て
「
米
」
状
の
偏
旁
に
従
っ
て
い
る
。
郭
店
簡
注

２
４
７

は
、
こ
の
字
形
は
『
汗
簡
』
の
「
聞
」
字
、『
古
文
四
聲
韻
』
の
『
古
老
子
』
や
『
古

尚
書
』
の
「
聞
」
字
と
同
じ
と
言
う
。
聞
（

（
䎹
））
は
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
は
、
文
脈
的
に
は
す
べ
て
「
道
を
聞
く
」「
君
子
道
を
聞
く
」
な
ど
理
想
的
な

あ
り
方
に
つ
い
て
聞
く
と
言
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
聞
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
甲
骨
文
は
「

」
に
作
る
。
人
が
耳
を
そ
ば
だ
て
る
様
を
か
た
ど
り
、

隷
定
す
れ
ば
「
𦔴
」
と
な
ろ
う
か
。
金
文
も
「

」
に
作
る
。
金
文
期
ま
で
は
こ
の
字
そ
の
も
の
に
は
音
を
表
す
部
分
が
な
く
、
春
秋
期
以
降
に
な
る
と
音
符
を
加

え
て
形
声
文
字
化
す
る
傾
向
が
高
ま
り
、
楚
文
字
に
お
い
て
も
音
符
の
「
昏
（
昬
）
（
呼
昆
切
、
あ
る
い
は
彌
鄰
切
）
」
「
釆
（
蒲
莧
切
）
」
を
加
え
た
「

」
「

（
𥹢
）
」
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
秦
の
文
字
統
一
に
よ
り
音
符
「
釆
（
蒲
莧
切
）
」
を
要
素
と
す
る
｛
聞
｝
を
表
す
文
字
が
放
棄
さ
れ
、
声
符
「
門

（
莫
奔
切
）」
を
要
素
と
す
る
「

（
聞
）
」
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「

」
の
上
部
の
「
米
」
状
の
偏
旁
が
「
釆
」
で
あ
る
こ

 

２
４
７ 

郭
店
簡
一
五
二
頁
〔
一
六
〕
参
照
。 
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と
は
加
藤
常
賢

２
４
８

が

（
三
体
石
経
）
を
基
に
つ
と
に
指
摘
し
て
い
た
が
、
楚
系
文
字
の
出
現
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
。 

  

四 
（

（
楚
系
文
字
）
・
肆
（
秦
系
文
字
）） 

李
零
は
「

」
字
を
「
肆
」
と
隷
定
す
る
。
劉
釗
も
こ
れ
に
従
う
。「
肆
」
は
、
『
說
文
』
は
「
肆
、
極
陳
也
、
从
長
、
隶
聲
」
と
言
い
、
極
め
る
お
よ
び
、
陳
列

す
る
意
と
す
る
。
こ
の
字
は
甲
骨
金
文
で
は
「
㣇
」
を
要
素
と
す
る
「

（
肄
）
」
に
作
る
。
「

（
肄
）
」
は
『
說
文
』
は
「

（
肄
）
、
習
也
、
从
聿
、
㣇
聲
。

…
…

肄
、
篆
文

」
と
言
う
。
「
肆
」
と
「

（
肄
）
」
は
本
来
同
一
字
の
異
体
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
郭
店
『
五
行
』
が
「
㣇
」
を
構
成
要
素
と
し
「

」

に
作
っ
て
い
る
の
も
「

（
肄
）
」
の
要
素
が
「
㣇
」
で
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
李
零
に
従
う
。
そ
の
後
「

」
「

」
は
、
傳
世
文
献
に
お
い
て
は
秦
系
文
字

で
あ
る
「
肆
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
馬
王
堆
『
五
行
』
は
こ
の
箇
所
を
「
肆
」
に
作
ら
ず
「
迣
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
音
が
近
い
か

ら
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
「

」
は
、
郭
店
『
五
行
』
で
は
以
下
の
二
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 １
、
不
悳
（
德
）
不

（
肆
）、
不

（
肆
）
不
果
、
不
果
不
柬
（
簡
）、
不
柬
（
簡
）
不
行
、
不
行
不
義
。【
第
二
十
一
号
簡
・
第
二
十
二
号
簡
】 

２
、

（
中
）
心

（
辨
）
肰
（
然
）
而
正
行
之
、
植
（
直
）
也
。
悳
（
德
）
而
述
（
遂
）
之
、

（
肆
）
也
。

（
肆
）
而
不
畏

（
強
）
語
（
禦
）
、

果
也
。
不
以
少
（
小
）
道

（
害
）
大
道
、
柬
（
簡
）
也
。
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
、
行
也
。
貴
貴
、
亓
（
其
）

（
等
）

（
尊
）
臤

（
賢
）、
義
也
。
【
第
三
十
三
号
簡―

第
三
十
五
号
簡
】 

  

「
肆
」
は
傳
世
文
献
で
は
「
殺
」
・
「
祭
」
・
「
蔡
」
な
ど
の
意
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
『
廣
雅
』
釋
詁
は
、
「
肆
、
殺
也
」
と
言
い
、
『
毛
詩
』
大
雅
・
皇
矣

篇
の
「
是
伐
是
肆
」
の
「
肆
」
は
『
鄭
箋
』
が
「
犯
突
（
立
場
を
犯
す
）
」
と
言
う
よ
う
に
「
伐
」
と
ほ
ぼ
同
意
。
ま
た
『
毛
詩
』
小
雅
楚
茨
篇
の
「
濟
濟
蹌
蹌
、

絜
爾
牛
羊
、
以
往
烝
嘗
。
或
剝
或
亨
、
或
肆
或
將
」
の
「
肆
」
は
『
毛
傳
』
が
「
陳
」
と
言
う
よ
う
に
「
（
殺
し
て
）
陳
列
す
る
」
意
、
『
論
語
』
憲
問
篇
の
「
肆

 

２
４
８ 

加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
源
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
八
三
四
頁
参
照
。
形
声
文
字
で
あ
る
「
聞
」
が
声
符
「
釆
」
を
「
門
」
に
交
換
す
る
こ
と
に
関
し

て
、「
「
無
分
切
」（
ブ
ン
）
で
あ
る
。「
門
」「

」
「
釆
（
は
ん
）」「
昏
」
が
こ
の
声
を
表
す
。
こ
の
声
の
表
す
意
味
は
、「
釆
」（
弁
別
す
る
）
字
が
最
も
よ
く

意
味
を
表
し
て
い
る
。」
と
言
う
。 
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諸
市
朝
」
の
「
肆
」
に
つ
い
て
皇
侃
の
疏
も
「
肆
、
殺
而
陳
尸
也
」
と
言
う
。
『
毛
詩
』
小
雅
信
南
山
篇
の
「
祭
以
清
酒
、
從
以
騂
牡
、
享
于
祖
考
」
の
「
祭
」
に

も
祭
祀
を
行
う
意
の
中
に
供
物
を
陳
列
す
る
意
を
含
む
。
「
祭
」
「
蔡
（
＝
殺
）
」
及
び
秦
系
文
字
で
あ
る
「
肆
」
は
祭
祀
に
あ
た
り
供
物
を
殺
し
陳
列
す
る
意
は

共
通
す
る
。
「
蔡
」
及
び
「
殺
」
の
古
文
が
と
も
に
「

（
㣇
）
」
で
あ
る
こ
と
を
も
こ
れ
を
傍
証
す
る
。
こ
れ
以
外
に
、
金
文
に
お
い
て
は
「

 (

肆)

」
字
は

「
恣
縱
・
放
肆
（
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
）
」
の
意
が
あ
る
と
と
も
に
、
語
気
助
詞
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
１
で
は
「
直
（
ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
が
）
」
「

」
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
２
で
も
「
直
」
を
基
礎
に
し
て
そ
れ
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
「

」
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
。
「

」
の

意
味
は
勝
手
気
ま
ま
に
行
う
と
言
う
よ
り
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
が
自
由
に
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
と
し
て
お
く
。
「

」
字
は
、
秦
系
文

字
で
あ
る
「
肆
」
字
の
戦
国
期
以
前
の
字
体
で
そ
の
意
味
は
「
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
」
と
す
る
。 

  

五 

胥 

第
四
十
三
号
簡
に
「

（
疋
）
」
が
見
え
る
。 

  
 

君
子
集
大
城
（
成
）
。
能
進
之
為
君
子
、
弗
能
進
也
、
各
止
於
亓
（
其
）
里
。
大
而
晏
（
罕
）
者
、
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）
。
少
（
小
）
而
軫
者
、
能
又
（
有
）

取
安
（
焉
）
。
疋
盧
盧
達
者
（
諸
）
君
子
道
、
胃
（
謂
）
之
臤
（
賢
）
。
君
子
智
（
知
）
而
與
（
舉
）
之
、
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
、
智
（
知
）
而
事

之
、
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。
後
、
士
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。【
第
四
十
二
號
簡―

第
四
十
五
号
簡
】 

 

「

（
疋
）
」
は
「

（
足
）
」
と
似
て
い
る
が
、
「
口
」
と
「
〇
（
円
形
）
」
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
足
」
「
疋
（
胥
）
」
と
す
る
。
甲
金
文
の
「
足
」

と
「
疋
」
は
同
字
で
あ
る
。
戦
国
文
字
か
ら
分
化
が
始
ま
っ
た
。
季
旭
昇
は
、
「
足
」
の
上
部
は
「
口
」
形
に
作
り
、「
疋
」
字
の
上
部
は
円
形
ま
た
は
「
マ
」
形
に

作
る
と
言
う
。
『
説
文
』
は
「
疋
、
足
也
。
上
象
腓
腸
、
下
从
止
。
『
弟
子
職
』
曰
、
問
疋
何
止
。
古
文
以
爲
『
詩
』
大
疋
字
、
亦
以
爲
足
字
、
或
曰
胥
字
。
一
曰
、

疋
、
記
也
。
凡
疋
之
屬
皆
从
疋
」
と
言
う
。 

郭
店
『
五
行
』
第
四
十
三
号
簡
「
疋
」
を
ど
う
読
む
か
は
諸
氏
で
意
見
が
割
れ
て
い
る
。
池
田

２
４
９

は
、
「
疋
」
が
「
疏
」
の
省
字
ま
た
は
異
体
字
で
、
「
捜
」
に

 

２
４
９ 

池
田
一
七
二
頁
参
照
。 
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「
仮
借
（
原
文
マ
マ
）
」
し
て
読
む
。
李
零

２
５
０

は
、
「
胥
」
と
す
る
。
劉
釗

２
５
１

は
「
疋
」
と
す
る
。
白
於
藍

２
５
２

は
馬
王
堆
『
五
行
』
経
を
根
拠
に
「
索
」、
ま
た

は
馬
王
堆
『
五
行
』
の
説
を
根
拠
に
「
衡
」
と
す
る
と
言
う
。
裘
錫
圭

２
５
３

は
、
こ
れ
ら
の
「
疋
」
「
索
」
「
衡
」
は
古
音
が
近
い
た
め
そ
れ
ぞ
れ
通
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
う
。
ま
た
、
郭
店
『
五
行
』
の
「
疋
」
と
は
関
係
は
な
い
が
、
一
説
と
し
て
、
禤

２
５
４

は
、
楚
簡
で
は
「
疋
」
字
を
用
い
て
｛
疏
｝
を
記
し
、
ま
た
「
疋
」

字
は
「
胥
吏
（
小
役
人
）
」
の
意
で
｛
胥
｝
を
も
表
す
と
も
言
う
。
さ
ら
に
関
連
し
て
、『
釈
名
』
は
「
疏
、
策
也
」
と
言
い
、「
疏
」
を
「
索
」
の
意
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
「
疋
」
は
①
「
捜
」
②
「
胥
」
③
「
疋
」
④
「
索
」
⑤
「
衡
」
⑥
「
疏
」
等
の
説
が
あ
る
。
李
零
の
「
胥
」
に
従
う
。
「
疋
」
と
「
胥
」
は
異
体
字
の
関
係

に
あ
る
。 

『
毛
詩
』
大
雅
生
民
之
什
公
劉
篇
に
「
篤
公
劉
、
于
胥
斯
原
、
既
庶
既
繁
、
既
順
迺
宣
、
而
無
永
歎
、
陟
則
在
巘
、
復
降
在
原
、
何
以
舟
之
、
維
玉
及
瑤
、
鞞
琫

容
刀
」
と
あ
る
。
毛
伝
は
「
胥
、
相
」
と
言
い
、
こ
れ
は
「
視
察
す
る
」「
う
か
が
う
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
郭
店
『
五
行
』
第
四
十
三
号
簡
で
は
、
こ
の
意
を
用
い

て
解
釈
す
る
。
同
じ
楚
簡
の
中
で
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
三
）』
芮
良
夫
毖
篇
で
「
疋
（
胥
）
收
（
糾
）
疋
（
胥
）
由
、
疋
（
胥
）

（
穀
）
疋
（
胥
）

（
均
）」
と
あ
り
、
注
釈
で
『
爾
雅
』
釋
詁
の
「
胥
、
相
也
」
を
引
く
。 

  

第
二
節 

字
の
隷
定 

  

第
二
節
で
は
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
体
の
器
官
、
具
体
的
に
は
「
目
」
や
「
耳
」
に
関
係
す
る
会
意
文
字
に
つ
い
て
一
群
の
同
源
関
係
に
あ
る
字
の
使
用
実

態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、「
見
」「
視
」
及
び
「
聖
」「
聲
」「
聽
」
に
つ
い
て
そ
の
使
用
実
態
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

 

２
５
０ 

李
零
八
十
頁
参
照
。 

２
５
１ 

劉
釗
八
十
五
頁
参
照
。 

２
５
２ 

白
於
藍
三
二
一
頁
参
照
。 

２
５
３ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
六
十
八
頁
〔
八
七
〕
参
照
。 

２
５
４ 

禤
二
九
七
頁
参
照
。 
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一 

（
見
）
と

（
視
） 

 
郭
店
『
五
行
』
に
は
「
見
」
字
と
「
視
」
字
が
混
同
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「

」
「

」
「

」
と
い
っ
た
形
で
あ
る
。
甲
骨
文
に
お
い
て
、
「

（
見
）
」

は
、
「
目
」
と
「
卩
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
「
座
っ
て
見
る
」
こ
と
で
あ
る
。
「

（
視
）
」
は
、
「
目
」
と
「
人
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
「
立
っ
て
見
る
」
こ
と
で
「
見
」

よ
り
も
積
極
的
に
注
意
深
く
見
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
説
文
』
は
、
「

（
見
）
」
に
つ
い
て
「
視
也
。
从
儿
从
目
。
凡
見
之
屬
皆
从
見
」
と
言
い
、
甲
骨
文
と
違

い
「
見
」
は
「
儿
（
＝
人
）」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「

（
視
）」
に
つ
い
て
は
「
瞻
也
。
从
見
示
。
眎
、
古
文
視
。
眡
、
亦
古
文
視
」
と
言
い
、「
示
」
が
追
加

さ
れ
て
い
る
。「
視
」
に
つ
い
て
『
説
文
』
と
同
じ
字
形
が
確
認
で
き
る
の
は
、
出
土
文
献
で
は
『
睡
虎
地
秦
簡
』
の
「

」
で
あ
る
。
ま
た
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
竹
簡
』
に
は
、
楚
系
文
字
「

（
視
）
」
字
に
「
示
」
が
追
加
さ
れ
た
「

」
が
見
え
る
。
如
上
の
こ
と
か
ら
楚
系
文
字
で
は
「
見
」
と
「
視
」
が
混
同
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
例
外
は
あ
る
が
楚
系
文
字
「
視
」
は
甲
骨
文
「
視
」
字
と
同
じ
く
「
目
」
と
「
人
」
か
ら
構
成
さ
れ
た
「

」
字
で
あ
り
、
「
示
」
が

追
加
さ
れ
て
お
ら
ず
「
見
」
と
区
別
し
に
く
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
秦
系
文
字
で
は
「
示
」
を
追
加
し
た
「
視
」
字
を
用
い
て
い
た
た
め
「
見
」
と
「
視
」
の

混
同
が
な
く
な
り
、
秦
の
文
字
統
一
に
際
し
て
は
こ
の
「
示
」
を
追
加
し
た
「
視
」
字
が
採
用
さ
れ
た
。
な
お
、
郭
店
『
五
行
』
第
二
十
三
・
二
十
四
号
簡
に
見
え

る
「

」
「

」
字
は
、
上
部
が
変
わ
っ
た
形
を
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
「
囧
」
字
が
「
四
」
ま
た
は
「
目
」
に
訛
変
す
る

２
５
５

こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  

二 

（
聖
）
と

（
聲
） 

第
九
章
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（
振
）
之
、
又
（
有
）
悳
（
德
）
者
也
。
金
聖
（
聲
）
、
善
也
。
玉
音
、
聖
也
。
善
、
人
道
也
。
悳
（
德
）
、
而
〈
天
〉
〔
道
也
。
唯
〕
又

（
有
）
悳
（
德
）
者
、
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（
振
）
之
。【
第
十
九
号
簡
・
第
二
十
号
簡
】 

 

こ
こ
で
は
「
聖
」
字
が
｛
聲
｝
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
郭
店
『
五
行
』
注
の
「
聖
」
字
は
こ
の
部
分
の
「
聲
」
字
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。 

 

２
５
５ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
三
五
一
頁
参
照
。 
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「
聖
」
と
「
聲
（
声
）
」
に
つ
い
て
、
禤

２
５
６

は
、
秦
系
文
字
を
用
い
る
『
睡
虎
地
秦
簡
』
に
お
い
て
「
聲
」
字
を
用
い
て
｛
声
｝
の
意
を
表
し
、
楚
簡
で
は
「
聖
」

字
を
用
い
て
｛
声
｝
の
意
を
表
し
た
と
言
う
。
『
古
漢
字
発
展
論
』

２
５
７

は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
「
聴
」
の
初
文
「
𦔻
」
は
、
「
耳
」
と
「
口
」
を
構
成
要
素
と
し
、

合
わ
せ
て
口
で
話
し
、
耳
で
聞
く
と
言
う
意
味
を
表
す
。
西
周
に
至
り
さ
ら
に
分
化
し
て
「
聖
」
字
が
現
れ
る
が
、「
聖
」
は
「
聴
」
の
派
生
語
で
あ
り
、
本
義
は
ま

さ
に
「
聡
」
に
近
か
っ
た
は
ず
で
あ
る

２
５
８

。
「
声
」
も
ま
さ
に
「
𦔻
」
の
同
源
分
化
字
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
聴
覚
が
聡
敏
で
あ
る
こ
と
を
「
聖
」
と
言
い
、
そ
し
て

耳
で
聴
く
も
の
を
「
声
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

２
５
９

」
と
言
う
。
ま
た
、
「
こ
の
種
の
文
字
が
多
く
の
同
源
分
化
語
を
表
す
こ
と
に
対
す
る
考
察
は
、
戦
国
期
の
用
字

の
複
雑
性
を
解
明
す
る
こ
と
に
寄
与
し
、
同
時
に
ま
た
漢
語
語
彙
の
伝
統
系
統
を
認
識
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
」
と
も
言
う
。『
古
漢
字
発
展
論
』
に
お
い

て
も
、
裘
錫
圭

２
６
０

を
引
用
し
、
「
「
聖
」
と
「
聽
」
は
、
同
じ
字
か
ら
分
化
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
言
い
、
さ
ら
に
、「
｛
聖
｝
と
い
う
語
は
｛
聽
｝
と
い
う
語
か
ら

派
生
し
て
き
た
語
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
本
義
は
お
そ
ら
く
｛
聡
｝
と
い
う
語
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
う
。
以
上
に
よ
り
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
「
聖
」

と
「
聲
」
が
同
形
で
あ
る
こ
と
は
現
在
か
ら
見
る
と
奇
異
で
あ
る
が
当
時
の
文
字
使
用
と
し
て
は
全
く
問
題
な
い
と
言
え
る
。 

  
  

２
５
６ 

禤
二
八
一
頁
参
照
。 

２
５
７ 

『
古
漢
字
発
展
論
』
四
六
四―

四
六
五
頁
参
照
。 

２
５
８ 

裘
錫
圭
『
文
字
学
概
要
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
八
年
）
一
三
二
頁
参
照
。 

２
５
９ 

陳
斯
鵬
『
楚
系
簡
帛
中
字
形
与
音
義
関
係
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
七
十
三
頁
参
照
。（
未
見
） 

２
６
０ 

裘
錫
圭
著
／
稲
畑
耕
一
郎
・
崎
川
隆
・
萩
野
友
範
訳
『
中
国
漢
字
学
講
義
』（
東
方
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
二
三
七―

二
三
八
頁
参
照
。 
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第
肆
章 

思
想
史
上
に
お
け
る
問
題
点 

  

本
章
で
は
、
第
弐
章
訳
注
篇
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
従
来
と
は
解
釈
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
点
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。
第
三
節
で
は
郭
店
『
五
行
』
と
諸
子

百
家
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。 

  

第
一
節 

「

（
弁
）」
に
関
わ
る
解
釈 

  

「
弁
」
は
、
『
説
文
解
字
』
に
お
い
て
見
出
し
字
に
存
在
し
な
い
。
た
だ
、
「
㝸
」
字
の
項
に
或
体
（
別
体
）
の
「

（
說
文
或
體
）」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

「
㝸
」
字
に
つ
い
て
『
説
文
』
は
、
「
冕
也
。
周
曰
㝸
、
殷
曰
吁
、
夏
曰
收
。
従
皃
、
象
形
、
皮
變
切
。

（
𢍘
）
籀
文
㝸
、
従
廾
、
上
象
形
。

（
弁
）
或
㝸

字
」
と
言
う
。
「
㝸
」
は
「
冕
（
か
ぶ
り
も
の
）」
の
意
で
、「
弁
」
は
「
㝸
」
の
異
体
字
と
さ
れ
る
。 

 

郭
店
『
五
行
』
で
、
「
弁
」
字
に
隷
定
さ
れ
る
字
は
二
箇
所
に
あ
る
。
一
つ
目
は
第
二
十
一
号
簡
「

」
字
、
二
つ
目
は
第
三
十
二
号
簡
「

」
字
で
あ
る
。
楚

系
文
字
に
お
い
て
、
「
弁
」
字
は
上
部
「
卜
」
「
日
」
「
八
」
、
下
部
「
又
」
か
ら
成
る
「

」
の
字
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
廾
」
字
の
省
略
し
た
形
が
「
又
」
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
「

」
「

」
（
包
山
簡
）
「

」
「

」
（
郭
店
簡
）「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
（
上
海
簡
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
字
形
は
、

「
史
」
「
吏
」
「
事
」
「
使
」
の
楚
系
文
字
で
あ
る
「

」
字
と
も
字
形
が
近
い
。
た
と
え
ば
「

」
「

」
（
「
史
」
包
山
簡
）
「

」
「

」
（
「
史
」
郭
店
簡
）

「

」
「

」
（
「
史
」
上
海
簡
）

（
「
吏
」
上
海
簡
）
「

」
「

」(

「
事
」
包
山
簡)

「

」
（
「
事
」
郭
店
『
五
行
』
第
四
十
四
号
簡
）
「

」
「

」

（
「
事
」
上
海
簡
）
「
「

」
「

」
（「
使
」
上
海
簡
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
文
字
篇

２
６
１

で
は
、
こ
れ
ら
の
字
形
が
近
い
こ
と
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
「
吏
（
史
）
」
と
「
弁
」
は
同
形
で
あ
る
」
「
楚
系
文
字
で
、
「
吏
」
「
史
」
「
使
」
は
未
だ
分
化
し
て
い
な
い
」
「
楚
で
は
「
使
令
」
の

「
使
」
は
多
く
「

」
に
作
る
」
「
楚
簡
で
は
「
㝸
」
字
と
「
吏
」
は
混
同
し
て
い
る
」
「
「
㝸
」
字
は
皆
隷
定
し
て
「

」
に
作
る
」
等
で
あ
る
。
ま
た
禤

２
６
２

は
、

 

２
６
１ 

李
出
奎
、
曲
冰
、
孫
偉
龍
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一―

五
）
文
字
篇
』（
二
〇
〇
七
年
、
作
家
出
版
社
） 

２
６
２ 

禤
二
八
八
頁
、
四
十
六―

四
十
七
頁
参
照
。 
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古
文
字
で
「
史
」
「
吏
」
「
使
」
は
本
来
一
字
で
後
に
分
化
し
た
と
言
う
。
ま
た
楚
系
文
字
で
は
「

」
字
を
用
い
て
｛
変
｝
を
表
し
て
お
り
、
「

」
字
は
「
弁
」

字
の
古
い
形
で
あ
る
と
も
言
う
。
李
零

２
６
３

は
、
「
変
」
字
は
｛
使
｝
の
意
で
用
い
ら
れ
る
「
吏
」
字
と
は
少
し
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
「

」「

」
の
二
点
が
あ

る
か
な
い
か
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
点
は
混
乱
が
見
ら
れ
る
と
も
言
う
。『
金
文
形
義
通
解
』

２
６
４

は
、
「
史
」
、
「
吏
」
、
「
事
」
、
「
使
」
等
の
字
は
本
来
一
字
で
後
に

分
化
し
た
と
言
う
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。「
史
」「
吏
」「
使
」
及
び
「
事
」
は
元
々
同
じ
字
で
あ
っ
た
が
、
後
に
分
化
し
て
い
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
字
形
が
確
立
さ
れ
た
。
楚
系
文
字
で
「
弁
」
字
と
「
史
」「
吏
」「
使
」「
事
」
は
ほ
ぼ
同
じ
形
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
字
形
の
変
遷
過
程
で
た
ま
た
ま
同
形
に
な

っ
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。 

 

郭
店
『
五
行
』
の
「

・

（
弁
）
」
字
の
箇
所
に
戻
る
。
こ
こ
で
は
「

・

（
弁
）
」
の
意
味
が
焦
点
と
な
る
。
ま
ず
は
、
第
二
十
一
号
簡
「

」
に
つ

い
て
見
て
い
く
。
こ
の
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

不

不
兌
、
不
兌
不

、
不

不
新
、
不
新
不
㤅
、
不
㤅
不

 

 

「

」
以
外
の
字
に
つ
い
て
第
弐
章
訳
注
篇
第
十
一
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
兌
」
は
「
悅
ぶ
」
、
「

」
は
「
戚
し
む
」
、
「
新
」
は
「
親
し
む
」
、
「
㤅
」
は
「
愛

す
る
」
、「

」
は
「
仁
」
で
あ
る
。 

「

」
字
に
つ
い
て
、
池
田

２
６
５

は
「

」
と
作
り
、
郭
店
簡
注
に
従
い
「
變
」
の
仮
借
字
と
す
る
。
意
味
は
「
戀
慕
す
る
」
意
と
す
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』
で

こ
こ
は
「

」
に
作
る
。
李
零

２
６
６

は
「
變
」
字
に
作
る
。
劉
釗

２
６
７

は
「

」
に
作
り
「
弁
」
と
し
た
上
で
「
勉
」
の
意
と
す
る
。「
勉
」
の
意
は
「
勉
励
（
は
げ

む
、
力
を
尽
く
す
）
」
と
す
る
。
陳
偉
等

２
６
８

は
釈
文
で
「
弁
」
に
作
り
「
變
」
と
読
み
為
す
。
注
で
は
、
陳
偉
が
「
弁
」
は
「
弁
」
字
そ
の
ま
ま
で
も
読
む
こ
と
が

 

２
６
３ 

李
零
八
十
一
頁
参
照
。 

２
６
４ 

『
金
文
形
義
通
解 

上
』
（
中
文
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
六
六
五
頁
参
照
。 

２
６
５ 

池
田
一
五
二―

一
五
三
頁
参
照
。 

２
６
６ 

李
零
七
十
九
頁
参
照
。 

２
６
７ 

劉
釗
七
十
九
頁
参
照
。 

２
６
８ 

陳
偉
等
、
釈
文
四
十
八
頁
、
注
五
十
四―

五
十
五
頁
参
照
。 
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で
き
、
或
い
は
「
昪
」
の
省
略
形
と
考
え
て
も
よ
く
、
「
喜
楽
貌
（
喜
楽
の
様
子
）」
と
解
釈
で
き
る
と
言
う
。
諸
氏
の
間
で
見
解
が
一
致
し
な
い
。 

 
次
に
第
三
十
二
号
簡
「

」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  
 

顏
色
伀

恩

也
。
以
亓

心
與
人
交
、
兌
也
。

心
兌

於
兄
弟
、

也
。

而
信
之
、
新
。
新
而 

之
、
㤅
也
。
㤅
父
、

亓

㤅
人
、

也
。 

 

「

」
字
以
外
に
つ
い
て
の
詳
細
は
第
弐
章
訳
注
篇
第
十
七
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
伀

」
は
「
容
貌
」
、「
恩
」
は
「
溫
や
か
」
で
あ
り
、「

」
は
「
然
」
ま

た
は
「
焉
」
、「

」
は
「
遷
す
」、
「

」
は
「
篤
い
」、「

」
は
「
稽
（
お
よ
）
ぶ
」
で
あ
る
。 

「

」
字
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
第
二
十
一
号
簡
と
同
じ
く
解
釈
し
て
い
る
。
池
田

２
６
９

は
「

」
に
作
り
「
變
」
と
し
て
「
戀
う
（
思
い
慕
う
）
」
意
と
し
て

い
る
。
李
零

２
７
０

は
「
變
」
と
す
る
。
劉
釗
も
「

」
に
作
り
「
弁
」
と
し
た
上
で
「
勉
」
の
意
と
す
る
。
「
勧
勉
（
導
き
励
ま
す
、
励
み
つ
と
め
る
）
」
の
意
で
、

勧
勉
の
際
容
色
は
必
ず
温
和
で
平
易
な
も
の
に
な
る
と
言
う
。
陳
偉
等

２
７
１

は
釈
文
で
「
弁
」
に
作
り
「
變
」
と
読
み
為
す
。
第
二
十
一
号
簡
の
注
で
、
こ
の
第
三

十
二
号
簡
も
同
じ
く
、「
弁
」
は
「
弁
」
字
そ
の
ま
ま
で
読
む
か
、
或
い
は
「
昪
」
の
省
略
形
で
あ
り
、「
喜
楽
貌
（
喜
楽
の
様
子
）」
と
解
釈
で
き
る
と
言
う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
「

・

（

）
」
（
弁
）
字
は
、
「
戀
」「
變
」「
勉
」「
弁
」
の
四
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭

２
７
２

注

は
、 

 

原
注
：
「
本
篇
二
三
三
行
解
說
部
份
作
『
不
變
不
説
』
，

從
般
聲
，
與
變
音
近
通
假
。
」
「

」
原
从
「
攴
」
，
以
下
不
再
說
明
。
郭
簡
本
「

」
作
「

（
弁
）
」
（
簡
２
１
。
參
看
《
郭
簡
》
釋
文
注
釋
一
五
二
頁
注
〔
二
六
〕）
。
關
於
「

／
變
／

（
弁
）
」
的
含
義
，
學
者
多
有
討
論
。
陳
偉
（2

0
0

3

：5
4

―
5

5

）

指
出
「
弁
」
、「
般
」
及
从
它
們
得
聲
之
字
多
有
喜
樂
之
義
，
並
引
《
說
文
・
七
上
・
日
部
》「
昪
，
喜
樂
貌
」，
段
玉
裁
注
謂
《
詩
・
小
雅
・
小
弁
》「
弁
彼
鷽
斯
」

 

２
６
９ 

池
田
一
六
二―

一
六
三
頁
参
照
。 

２
７
０ 

李
零
八
十
頁
参
照
。 

２
７
１ 

陳
偉
等
釈
文
四
十
九
頁
参
照
。 

２
７
２ 

馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
六
十
三
頁
〔
三
四
〕
参
照
。
本
文
中
の
「
原
注
」
や
「
本
編
」
が
指
す
の
は
馬
王
堆
『
五
行
』
で
あ
る
。 
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毛
傳
「
弁
，
樂
也
」
，
「
弁
」
即
假
借
爲
「
昪
」
、
《
詩
・
衛
風
・
考
槃
》
「
考
槃
在
澗
，
碩
人
之
寬
」
，
王
先
謙
《
詩
三
家
義
集
疏
》
「
三
家
『
槃
』
作

『
盤
』
。…

…

《
釋
詁
》
：
『
般
，
樂
也
。
』
毛
傳
本
之
、
訓
『
槃
』
為
『
樂
』
」
等
材
料
，
認
爲
「
簡
書
中
的
『
弁
』
可
如
字
讀
，
或
者
看
作
『
昪
』
之
省
，
訓

喜
樂
貌
。
帛
書
本
中
的
『

』
、『
䜌
』
」
（
引
者
按
：
當
作
『
變
』
）
則
是
其
假
借
字
」
。
龐
樸
（2

0
0

0

：4
6

）
引
上
文
「
仁
之
思
也…

…

溫
則
悅
，
悅
則
戚
，
戚

則
親
，
親
則
愛
，
愛
則…

…

仁
」
，
李
家
浩
《
注
釋
》
注
〔
七
六
〕
指
出
，「
彼
以
溫
、
悅
、
戚
、
親
、
愛
、
仁
爲
序
，
此
以
弁
、
悅
、
戚
、
親
、
愛
、 

仁
爲
序
，

兩
相
對
照
，
此
處
的
『
弁
』
無
疑
相
當
彼
處
的
『
溫
』 

，…
…

訓
爲
『
和
善
』
的
『
溫
』
與
訓
爲
『
喜
樂
』
的
『
弁
』
，
意
思
相
同
。
」
今
按
：
陳
、
李
說

「

／
變
／

（
弁
）」
有
喜
樂
義
，
於
文
義
較
長
。
訓
「
喜
樂
」
之
「
弁
／
昪
」，
後
亦
寫
作
「
忭
」。 

 

と
言
う
。
『
毛
詩
』
小
雅
小
旻
之
什
小
弁
篇
に
、
「
弁
彼
鸒
斯
、
歸
飛
提
提
」
と
あ
り
、『
毛
伝
』
は
「
弁
、
樂
也
」
と
言
う
。『
説
文
』
は
「
昪
、
喜
樂
貌
」
と
言
う

の
で
、
『
毛
伝
』
は
「
弁
」
は
「
昪
」
の
仮
借
で
あ
り
、
「
樂
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
陳
偉
、
馬
王
堆
『
五
行
』
裘
錫
圭
に
従
い
、

「
弁
」
を
「
樂
（
た
の
し
む
）」
と
解
釈
す
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
第
二
十
一
号
簡
「

」
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
み
る
。
原
文
は
、 

 

不
弁
不
兌
、
不
兌
不

、
不

不
新
、
不
新
不
㤅
、
不
㤅
不

 

 

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
弁→

悦→

戚→

親→

愛→

仁
」
と
「
仁
」
に
至
る
ま
で
の
段
階
を
表
し
て
い
る
。「
弁
」
を
「
た
の
し
む
」
と
読
む
こ
と
で
、
初
歩
的
な
感
情

か
ら
高
度
な
「
仁
」
に
至
る
ま
で
の
道
筋
が
う
ま
く
機
能
す
る
と
解
釈
で
き
、
全
体
を
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。「
戚
」
と
「
親
」
は
ど
ち
ら
も
「
し
た
し
む
」
で
あ

る
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る
。
「
戚
」
は
『
毛
詩
』
大
雅
生
民
之
什
行
葦
篇
に
「
戚
戚
兄
弟
」
と
あ
る
。「
戚
戚
」
は
、
毛
伝
に
「
戚
戚
は
内
親
し
む
な
り
」、
集

伝
に
「
戚
戚
は
親
し
む
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
親
」
は
、『
孟
子
』
告
子
下
に
「
無
他
戚
之
也
。
小
弁
之
怨
、
親
親
也
。
親
親
仁
也
」
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
『
孟

子
』
尽
心
上
篇
に
「
親
親
仁
也
」
と
あ
る
。
こ
の
「
親
」
は
「
肉
親
、
特
に
親
と
親
し
む
」
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
親
親
仁
也
」
と
「
親
」
が
「
仁
」
と
展
開
し

う
る
こ
と
を
言
う
。「
戚
」
と
「
親
」
に
は
同
じ
「
し
た
し
む
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
「
し
た
し
む
」
感
情
が
誰
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
で
レ
ベ
ル
の
違
い
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
訓
読
は
、 
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弁
し
ま
ざ
れ
ば
兌
（
悦
）
ば
ず
、
兌
（
悦
）
ば
ざ
れ
ば

（
戚
）
し
ま
ず
、

（
戚
）
し
ま
ざ
れ
ば
新
（
親
）
し
ま
ず
、
新
（
親
）
し
ま
ざ
れ
ば
㤅
（
愛
）

せ
ず
、
㤅
（
愛
）
せ
ざ
れ
ば

（
仁
）
な
ら
ず
。 

 

と
な
る
。
ま
た
解
釈
は
、 

 

弁
（
た
の
）
し
ま
な
け
れ
ば
悦
ば
な
い
、
悦
ば
な
け
れ
ば
戚
し
ま
な
い
、
戚
し
ま
な
け
れ
ば
親
し
ま
な
い
、
親
し
ま
な
け
れ
ば
愛
さ
な
い
、
愛
さ
な
け
れ
ば
仁

で
は
な
い
。 

（
弁
（
た
の
）
し
ま
な
け
れ
ば
悦
び
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
悦
び
を
感
じ
な
け
れ
ば
仲
良
く
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仲
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

親
し
む
こ
と
は
で
き
ず
、
親
し
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
愛
す
る
こ
と
は
で
き
す
、
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
仁
を
実
現
す
る
こ
と
は
な
い
。） 

 

と
な
る
。 

 

第
三
十
二
号
簡
「

」
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
み
る
。
原
文
は
、 

 

 

顏
色
伀

恩
弁
也
。
以
亓

心
與
人
交
、
兌
也
。

心
兌

於
兄
弟
、

也
。

而
信
之
、
新
。
新
而
䈞
之
、
㤅
也
。
㤅
父
、

亓 

㤅
人
、

也
。 

 

で
あ
る
。
こ
の
「

（
弁
）
」
を
「
た
の
し
む
」
と
読
む
こ
と
で
、
次
文
「
以
亓

心
與
人
交
、
兌
也
」
の
「
亓
」
が
「
た
の
し
む
」
を
指
す
こ
と
と
な
り
、
通
じ

る
。
こ
こ
で
も
第
十
七
章
と
同
じ
く
、
初
歩
的
な
感
情
か
ら
高
度
な
「
仁
」
に
至
る
ま
で
の
道
筋
が
う
ま
く
機
能
す
る
と
理
解
す
れ
ば
全
体
を
整
合
的
に
理
解
で
き

る
。
「
溫
」
は
『
毛
詩
』
小
雅
桑
扈
之
什
賓
之
初
筵
篇
に
「
賓
之
初
筵
、
溫
溫
其
恭
」
と
あ
り
、
鄭
箋
は
「
溫
溫
は
柔
和
な
り
」
と
言
う
。
第
十
七
章
は
第
十
一
章
を

さ
ら
に
詳
し
く
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
訓
読
は
、 

 

顏
色
伀
（
容
）

（
貌
）
の
恩
（
溫
）
や
か
な
る
は
、
弁
し
む
な
り
。
亓
（
其
）
の

（
中
）
心
を
以
て
人
と
交
わ
る
は
、
兌
（
悅
）
ぶ
な
り
。

（
中
）
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心

（
焉
）
れ
を
兌
（
悅
）
び
、
兄
弟
に

（
遷
）
す
は
、

（
戚
）
む
な
り
。

（
戚
）
し
み
て
之
れ
を
信
に
す
る
は
、
新
（
親
）
し
む
な
り
。
新
（
親
）

し
み
て
之
れ
を
䈞
（
篤
）
く
す
る
は
、
㤅
（
愛
）
な
り
。
父
を
㤅
（
愛
）
し
、
亓
（
其
）
の
人
を
㤅
（
愛
）
す
る
に

（
稽
）
ぶ
は
、

（
仁
）
な
り
。 

 

と
な
る
。
ま
た
、
解
釈
は
、 

 

顔
色
や
容
貌
が
溫
や
か
で
あ
る
こ
と
が
、
楽
し
む
こ
と
で
あ
る
。
心
の
中
に
楽
し
む
気
持
ち
を
も
っ
て
人
と
交
際
す
る
こ
と
が
、
悅
び
を
感
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
心
の
内
に
抱
い
た
悅
び
を
、
兄
弟
に
及
ぼ
す
こ
と
が
、〔
兄
弟
同
士
が
互
い
に
〕
仲
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
〔
兄
弟
の
〕
仲
の
よ
さ
を
誠
実
な
も
の
に
す

る
こ
と
が
、
親
し
み
で
あ
る
。〔
兄
弟
の
〕
親
密
さ
を
重
ん
じ
堅
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
父
を
愛
し
、
世
の
人
々
を
愛
す
る

に
及
ぶ
こ
と
が
、
仁
の
完
成
で
あ
る
。 

 

と
な
る
。 

 

こ
の
節
で
は
、
「
弁
」
を
「
た
の
し
む
」
と
読
む
こ
と
で
、『
郭
店
』
五
行
の
「
弁→

兌
（
悦
）→

（
戚
）→

新
（
親
）→

㤅
（
愛
）→

（
仁
）」
に
至
る
過

程
が
よ
り
明
瞭
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
心
の
中
に
抱
く
感
情
が
「
弁
（
た
の
し
む
）」
で
あ
る
こ
と
が
「
仁
」
に
至
る
き
っ
か
け
で
あ
る
と
解
釈
す
る
ほ

う
が
全
体
の
理
解
が
説
得
的
に
な
る
。 

『
孟
子
』
告
子
下
及
び
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
「
親
親
仁
也
」
と
あ
る
。『
孟
子
』
に
お
け
る
「
仁
」
の
説
明
は
多
々
あ
る
が
、「
親
親
仁
也
」
は
郭
店
『
五
行
』

と
同
じ
く
感
情
の
発
露
か
ら
「
仁
」
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。『
孟
子
』
で
は
「
親
親
仁
也
」
と
「
親
と
親
し
む
こ
と
が
仁
で
あ
る
」
と
一
段
階
で
仁
に
至
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
は
「
弁→

悦→

戚→

親→

愛→

仁
」
と
五
段
階
を
経
て
「
仁
」
に
至
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
「
仁
」
に
至
る
根
幹
の
説
明
が

『
孟
子
』
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
郭
店
『
五
行
』
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

『
論
語
』
で
は
「
仁
」
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
郭
店
『
五
行
』
第
一
号
簡
か
ら
説
明
さ
れ
る
「
仁
・
義
・

禮
・
智
・
聖
」
と
い
う
順
番
が
一
つ
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
ま
た
、
郭
店
『
五
行
』
第
四
号
簡
に
は
「
悳
（
德
）
之
行
五
、
和
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）、
四
行
和
胃
（
謂
）

之
善
」
と
あ
る
。
「
五
行
之
和
」
は
「
徳
」
と
な
り
、
「
四
行
之
和
」
は
「
善
」
と
な
る
。
で
は
こ
の
「
四
行
」
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
郭
店
『
五
行
』
第

三
十
号
簡
に
「
見
而
智
（
知
）
之
、
智
也
。
智
（
知
）
而
安
之
、

（
仁
）
也
。
安
而
行
之
、
義
也
。
行
而
敬
之
、
豊
（
禮
）
也
。

（
仁
）
義
、
豊
（
禮
）
所
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（
由
）
生
也
、
四
行
之
所
和
也
。
和
則
同
、
同
則
善
」
と
あ
り
、
「
仁
・
義
・
禮
・
智
」
が
「
四
行
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
調
和
す
れ
ば
「
善
」
と
な
る
と
さ
れ
る
。

第
五
号
簡
に
「
善
、
人
道
也
。
悳
（
德
）、
天
道
也
」
と
あ
る
た
め
、「
善
」
よ
り
も
「
徳
」
の
方
が
よ
り
重
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
徳
」
に
至
る
に
は
「
四

行
」
の
「
仁
・
義
・
禮
・
智
」
に
さ
ら
に
「
聖
」
を
追
加
し
た
「
五
行
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。『
論
語
』
や
『
孟
子
』
で
は
「
仁
」
が
最
高
の
徳
目
と
さ
れ
る
の
と

は
違
い
、
郭
店
『
五
行
』
の
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
は
「
聖
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
郭
店
『
五
行
』
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
五
行
」
が
調
和
、
統
一

さ
れ
る
こ
と
で
「
徳
」
と
な
る
が
、
前
述
し
た
通
り
「
悳
（
德
）、
天
道
也
」
と
言
い
、「
徳
」
が
最
高
の
概
念
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。「
徳
」
に

つ
い
て
次
の
箇
所
を
挙
げ
た
い
。 

 

第
五
号
簡
：
君
子
亡
中
心
之
憂
則
亡
中
心
之
智
、
亡
中
心
之
智
則
亡
中
心
〔
之
兌
〕、
亡
中
心
〔
之
兌
則
不
〕
安
、
不
安
則
不

、
不

則
亡
悳 

第
八
号
簡
：
思
不
清
不
察
、
思
不
倀
不
型
、
不
型
不
安
、
不
安
不

、
不

亡
悳 

第
二
十
号
簡
：
不

聰
不
明
、
不
聖
不
智
、
不
智
不

、
不

不
安
、
不
安
不
樂
、
不
樂
亡
悳 

第
二
十
八
号
簡
：
五
〔
行
之
所
和
〕
也
、
和
則

、

則
又
悳
、
又
悳
則
邦

 

第
五
十
号
簡
：
𥹢
道
而

者
、
好
悳
者
也 

 

こ
こ
か
ら
「
君
子
」
は
「
徳
」
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
「
徳
」
を
持
つ
と
国
が
興
隆
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
徳
」
を
得
る
た
め
に
は
「

」
「

」
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「

」
「

」
は
「
樂
」
で
あ
り
、
「
た
の
し
む
」
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
「
弁→

兌
（
悦
）→

（
戚
）→

新
（
親
）→

㤅
（
愛
）→

（
仁
）
」
に
至
る
過
程
に
や
は
り
「
弁
（
た
の
し
む
）
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
『
五
行
』
の
作
者
は
「
た
の
し
む
」
を
表
す
字
に
微
妙
な
意
味
の
違
い
を
持

た
せ
て
い
る
が
、
こ
の
「
た
の
し
む
」
と
い
う
感
情
を
重
要
視
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。 
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第
二
節 

郭
店
楚
墓
竹
簡
『
五
行
』
第
二
十
章
の
解
釈
に
つ
い
て 

  

郭
店
『
五
行
』
第
二
十
章
で
は
、
「
剛
」
と
「
柔
」
の
関
係
の
読
み
取
り
が
「
義
」
と
「
仁
」
の
理
解
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
郭
店
『
五
行
』
が
戦
国
期
の
『
詩
』

解
釈
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
と
関
連
す
る
『
毛
詩
』
商
頌
長
發
篇
「
不
競
不
絿
、
不
剛
不
柔
」
の
理
解
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。 

「
剛
」
と
「
柔
」
は
、
対
に
な
る
語
で
あ
る
。
「
剛
」
が
何
を
指
し
、「
義
」
が
何
を
指
し
て
い
る
か
の
理
解
は
内
容
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
も
う
一
度
第
弐

章
訳
注
篇
第
二
十
章
を
確
認
す
る
。
原
文
は
、 

 

不
東
、
不
行
。
不
匿
、
不

於
道
。
又
大
辠
而
大

之
、
東
也
。
又
少
辠
而
亦
之
、
匿
也
。
又
大
辠
而
弗
大

也
、
不
行
也
。
又
少
辠
而
弗
亦
也
、
不

於

道
也
。
東
之
為
言
猷
練
也
、
大
而
晏
者
也
。
匿
之
為
言
猷
匿
匿
也
、
少
而
訪
者
也
。
東
、
義
之
方
也
。
匿

之
方
也
。
勥
、
義
之
方
。
矛
、

之
方
也
。
不

𠣃
不
梂
、
不
勥
不
矛
、
此
之
胃
也
。 

 

で
あ
る
。
訓
読
は
、 

 

東
〈
柬
（
簡
）〉
ば
ざ
れ
ば
行
わ
ず
、
匿
さ
ざ
れ
ば
道
を

（
察
）
せ
ず
。
大
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
大
い
に
之
れ
を

（
誅
）
す
る
は
、
東
〈
柬
（
簡
）
〉

ぶ
な
り
。
少
（
小
）
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
之
れ
を
亦
（
赦
）
す
は
、
匿
す
な
り
。
大
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
大
い
に

（
誅
）
せ
ざ
る
や
、
行
わ
ざ
る

な
り
。
少
（
小
）
辠
（
罪
）
又
（
有
）
り
て
亦
（
赦
）
さ
ざ
る
は
、
道
を
察
せ
ざ
る
な
り
。 

東
〈
柬
（
簡
）
〉
の
言
為
る
や
、
猷
（
猶
）
お
練
の
ご
と
き
な
り
、
大
に
し
て
晏
（
罕
）
な
る
者
な
り
。
匿
の
言
為
る
や
、
猷
（
猶
）
お
匿
匿
の
ご
と
き
な
り
、

少
（
小
）
に
し
て
訪
〈
診
（
軫
）
〉
き
者
な
り
。
東
〈
柬
（
簡
）
〉
は
、
義
の
方
な
り
。
匿
は
、

（
仁
）
の
方
な
り
。

・
勥
（
剛
）
は
、
義
の
方
な
り
。

矛
（
柔
）
は
、

（
仁
）
の
方
な
り
。
「

・
𠣃
（
強
）
な
ら
ず
梂
（
絿
・
急
）
な
ら
ず
、

・
勥
（
剛
）
な
ら
ず
矛
（
柔
）
な
ら
ず
。」
と
は
、
此
れ
の
胃

（
謂
）
い
な
り
。 

 

と
な
る
。
解
釈
は
、 
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〔
大
罪
を
〕
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
実
際
に
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
匿
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
道
を
見
抜
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
大

罪
を
犯
し
た
者
に
は
大
い
に
そ
れ
を
罰
す
る
の
が
、
簡
（
選
び
出
す
こ
と
）
で
あ
る
。
些
細
な
罪
を
犯
し
た
者
に
は
そ
れ
を
許
す
の
が
、
匿
（
か
く
す
）
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
罪
を
犯
し
て
も
し
っ
か
り
罰
し
な
い
な
ら
ば
、
真
の
行
い
と
は
言
え
な
い
。
些
細
な
罪
を
犯
し
た
際
に
許
さ
な
い
な
ら
ば
、
道
に
通

じ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

「
簡
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
選
択
す
る
、
判
断
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
き
い
け
れ
ど
も
頻
繁
に
は
起
こ
ら
な
い
事
に
つ
い
て
〔
判
断
す
る
こ
と
を
〕

言
う
。
「
匿
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
か
く
す
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
小
さ
く
て
頻
繁
に
起
こ
る
事
件
に
つ
い
て
〔
匿
す
こ
と
を
〕
言
う
。
〔
大
罪
を
〕
選
び
出
す

こ
と
は
、
義
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、〔
小
罪
を
〕
匿
す
と
い
う
こ
と
は
、
仁
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
剛
は
義
を
実
現
す
る
た
め

の
方
法
で
あ
り
、
柔
は
仁
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。〔『
詩
』
に
〕「
無
理
に
勉
め
ず
急
ぎ
も
せ
ず
、
剛
く
も
な
く
柔
ら
か
く
も
な
い
」
と
言
う
の
は
、

こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

と
な
る
。 

  

「
剛
」
と
「
柔
」
の
関
係
に
つ
い
て
劉
釗

２
７
３

は
次
の
図
を
提
示
し
て
い
る
。 

  
 

剛—
—

簡—
—

大
而
少—

—

義 

 
 

柔—
—

匿—
—

小
而
多—
—

仁 

  

こ
の
図
自
体
は
正
し
い
が
、
第
二
十
章
最
後
に
は
、
『
毛
詩
』
「
不
𠣃
不
梂
、
不
勥
不
矛
、
此
之
胃
也
」
を
引
用
す
る
。
こ
の
詩
と
の
整
合
性
を
考
え
る
次
の
よ
う

な
図
に
も
な
り
う
る
。 

 

 

２
７
３ 

劉
釗
八
十
四
頁
参
照
。 
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剛
（
＝
不
柔
） 

 

簡—
—

大
而
少—

—

義 

 
 

 

柔
（
＝
不
剛
） 

 

匿—
—

小
而
多—

—

仁 

 

『
毛
詩
』
の
引
用
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
詩
の
順
番
と
劉
釗
の
図
は
整
合
的
で
は
な
い
。
し
か
し
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
考
え
る
と
劉
釗
の
図
は
詩
の
順
番
と

も
整
合
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

「
不
𠣃
不
梂
、
不
勥
不
矛
」
は
『
毛
詩
』
商
頌
長
發
篇
「
不
競
不
絿
、
不
剛
不
柔
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
「
不
」
字
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
「
丕
」
字
と

解
釈
す
る
説
が
あ
る
。
林
義
光
は
『
詩
経
通
解
』
で
「
不
、
發
聲
詞
」
と
言
う
。
こ
の
「
發
聲
詞
」
と
は
「
丕
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
不
競
不
絿
、
不
剛
不
柔
」
は
、

「
丕
競
丕
絿
、
丕
剛
丕
柔
」
と
な
り
、
「
能
競
能
絿
、
能
剛
能
柔
」
と
な
る
。
そ
も
そ
も
「
丕
」
字
は
「
不
」
字
の
分
化
字
の
一
つ
で
あ
り
、
金
文
の
時
代
か
ら
そ
の

使
用
は
混
乱
し
て
い
た
。
戦
国
竹
簡
に
お
い
て
も
こ
の
混
乱
は
存
在
し
て
お
り
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
三
）』
周
公
之
琴
舞
篇
で
は
、「
不
（
丕
）
承
不
（
丕
）

𣊡
（
顯
）
」
と
「
不
」
字
を
用
い
て
「
丕
」
の
意
を
表
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
不
」
字
を
「
丕
」
字
と
し
て
解
釈
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
図
に
な
る
。 

 

剛
（
丕
剛
）—

—

簡—
—

大
而
少—

—

義 

 
 

柔
（
丕
柔
）—

—

匿—
—

小
而
多—
—

仁 

  

こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
で
詩
の
順
番
と
本
文
の
内
容
の
整
合
性
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
全
体
の
文
意
と
し
て
も
問
題
な
く
な
る
。「
丕
𠣃
丕
梂
、
丕
勥
丕
矛
、

此
之
胃
也
」
は
、
「
「
丕
い
に
𠣃
し
丕
い
に
梂
す
、
丕
い
に
勥
し
丕
い
に
矛
す
」
と
は
、
此
の
胃
い
な
り
」
と
訓
読
さ
れ
、「
「
大
い
に
勉
み
大
い
に
急
ぐ
、
と
て
も
剛

く
と
て
も
柔
ら
か
い
」
と
言
う
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 
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第
三
節 

郭
店
楚
墓
竹
簡
『
五
行
』
と
諸
子
百
家 

  

郭
店
『
五
行
』
に
は
『
詩
経
』
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

『
毛
詩
』
召
南
草
蟲
篇
「
未
見
君
子
、
憂
心
惙
惙
」「
未
見
君
子
、
憂
心
忡
忡
」 

『
毛
詩
』
曹
風
鳲
鳩
篇
「
淑
人
君
子
、
其
儀
一
兮
」 

『
毛
詩
』
邶
風
燕
燕
篇
「
瞻
望
弗
及
、
泣
涕
如
雨
」「
差
池
其
羽
」 

『
毛
詩
』
大
雅
文
王
之
什
大
明
篇
「
明
明
在
下
、
赫
赫
在
上
」 

『
毛
詩
』
大
雅
文
王
之
什
文
王
篇
「
文
王
在
上
、
於
昭
于
天
」 

『
毛
詩
』
大
雅
蕩
之
什
烝
民
篇
「
維
仲
山
甫
、
柔
亦
不
茹
、
剛
亦
不
吐
、
不
侮
矜
寡
、
不
畏
疆
禦
」 

『
毛
詩
』
商
頌
長
發
篇
「
不
競
不
絿
、
不
剛
不
柔
」 

『
毛
詩
』
大
雅
文
王
之
什
大
明
篇
「
上
帝
臨
女
、
無
貳
爾
心
」 

  

『
詩
』
を
引
用
す
る
こ
と
は
儒
家
的
な
特
徴
と
言
え
な
く
も
な
い
。
「
仁
義
礼
智
聖
」
の
五
行
は
儒
家
の
重
要
な
徳
目
で
あ
り
、
そ
の
実
現
を
巡
る
諸
問
題
を
検

討
す
る
郭
店
『
五
行
』
は
龐
樸

２
７
４

が
思
孟
子
学
派
の
著
述
と
考
え
た
よ
う
に
、
確
か
に
儒
家
的
な
著
作
で
は
あ
る
。
し
か
し
『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
で
は
、
『
詩
経
』

の
原
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、『
毛
詩
』
に
よ
れ
ば
「
上
帝
臨
女
、
無
貳
爾
心
」
と
さ
れ
る
大
雅
文
王
之
什
大
明
篇
の
「
臨
」
を
「
賢
」
に
修
正
し

た
り
、
『
毛
詩
』
に
よ
れ
ば
「
未
見
君
子
、
憂
心
惙
惙
」
と
さ
れ
る
召
南
草
蟲
篇
の
後
半
を
「
憂
心
不
能
惙
惙
」
に
改
変
し
た
り
し
て
お
り
、
郭
店
『
五
行
』
の
著

述
時
点
に
お
い
て
は
、
漢
代
の
よ
う
な
確
立
さ
れ
た
儒
教
経
典
と
し
て
の
『
詩
経
』
と
言
う
意
識
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
戦
国
期
の
『
詩
』
に
対
す
る
意
識
が

比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
と
言
う
『
詩
』
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
実
際
の
意
識
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
『
毛
詩
』
大
雅
生
民
之
什
公
劉
篇

「
篤
公
劉
、
于
胥
斯
原
、
既
庶
既
繁
、
既
順
迺
宣
、
而
無
永
歎
、
陟
則
在
巘
、
復
降
在
原
、
何
以
舟
之
、
維
玉
及
瑤
、
鞞
琫
容
刀
」
に
対
す
る
『
毛
伝
』
の
訓
詁

「
胥
、
相
也
」
（
「
胥
」
は
「
う
か
が
う
」
意
）
、
及
び
『
毛
詩
』
小
雅
小
旻
之
什
小
弁
篇
「
弁
彼
鸒
斯
、
歸
飛
提
提
」
に
対
す
る
『
毛
伝
』
の
訓
詁
「
弁
、
樂
也
」

 

２
７
４ 

龐
樸
「
馬
王
堆
帛
書
解
開
了
思
孟
五
行
説
古
謎
」
（『
文
物
』、
一
九
七
七
年
、
第
十
期
）（
未
見
） 
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（
「
弁
」
を
「
た
の
し
む
」
意
と
す
る
）
な
ど
か
ら
、
『
毛
伝
』
の
訓
詁
が
漢
代
的
な
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
戦
国
期
の
訓
詁
を
踏
ま
え
て
い
る
部
分
が
あ
る
点
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
改
編
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
郭
店
『
五
行
』
は
『
詩
経
』
の
成
立
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
提
供
し
て

い
る
。
た
だ
『
詩
経
』
以
外
の
『
書
経
』
や
『
易
経
』
な
ど
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
ず
、
こ
の
点
は
『
孟
子
』
『
荀
子
』
等
の
他
の
儒
家
系
の
諸
子
の
文
献
と
は
異

な
る
点
も
多
い
。 

一
方
で
先
述
し
た
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
の
、 

 

略
法
先
王
、
而
不
知
其
統
、
猶
然
而
材
劇
志
大
、
聞
見
雜
博
、
案
往
舊
造
說
、
謂
之
五
行
、
甚
僻
違
而
無
類
、
幽
隱
而
無
說
、
閉
約
而
無
解
。
案
飾
其
辭
而
祇

敬
之
、
曰
此
真
先
君
子
之
言
也
。
子
思
唱
之
、
孟
軻
和
之
。
世
俗
之
溝
猶
瞀
儒
、
嚾
嚾
然
不
知
其
所
非
也
、
遂
受
而
傳
之
、
以
為
仲
尼
子
弓
為
茲
厚
於
後
世
。

是
則
子
思
孟
軻
之
罪
也
。 

 

に
お
い
て
、
孔
子
の
正
統
後
継
者
と
は
見
な
さ
れ
ず
批
判
さ
れ
る
子
思
や
孟
軻
等
の
儒
家
系
の
諸
子
か
ら
も
郭
店
『
五
行
』
へ
の
影
響
は
か
な
り
濃
厚
で
あ
る
。
郭

店
『
五
行
』
第
九
章
に
は
「
金
聖
而
玉
䢅
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
孟
子
』
萬
章
下
の
「
孔
子
之
謂
集
大
成
。
集
大
成
也
者
、
金
聲
而
玉
振
之
也
。
金
聲
也
者
、
始

條
理
也
。
玉
振
之
也
者
、
終
條
理
也
。
始
條
理
者
、
智
之
事
也
。
終
條
理
者
、
聖
之
事
也
」
か
ら
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
郭
店
『
五
行
』

第
六
章
に
は
「
仁
之
思
也
精
、
精
則
察
、
察
則
安
、
安
則
溫
、
溫
則
悅
、
悅
則
戚
、
戚
則
親
、
親
則
愛
、
愛
則
玉
色
、
玉
色
則
形
、
形
則
仁
」
と
あ
り
「
親
」
と

「
仁
」
と
の
関
連
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
『
孟
子
』
告
子
下
「
無
他
戚
之
也
。
小
弁
之
怨
、
親
親
也
。
親
親
仁
也
」
の
「
親
」
を
「
仁
」
に
関
連
づ
け
る
点
と
か
な

り
似
て
お
り
、
や
は
り
儒
家
系
の
『
孟
子
』
か
ら
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
後
世
儒
家
の
正
統
と
さ
れ
る
『
孟
子
』
の
影
響
が
濃
厚
で

あ
り
、
あ
る
い
は
後
世
に
儒
教
経
典
と
し
て
確
立
さ
れ
る
『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
な
ど
、
郭
店
『
五
行
』
は
後
世
の
儒
家
と
さ
れ
る
諸
文
献
と
の
関
係

が
深
い
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。 

 

次
に
、
第
肆
章
第
一
節
で
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
は
「
聖
」
と
「
徳
」
が
特
別
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
特
に
、「
徳
」
を
特
別
視
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
道
家
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
に
は
、
現
在
の
『
老
子
』
と
ほ
ぼ
同
一
の
テ
キ
ス
ト
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
書
名
に
つ
い
て
は
『
道
経
』

『
徳
経
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
世
道
家
と
さ
れ
る
『
荘
子
』
や
『
老
子
』
は
漢
代
中
期
に
お
い
て
も
書
名
が
確
定
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
道
家
と

後
世
言
わ
れ
る
学
派
が
「
徳
」
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。「
道
」
や
「
徳
」
は
『
論
語
』
に
お
い
て
は
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
孟
子
』
で
は
そ
う

で
は
な
い
。
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
は
「
聖
」
と
「
徳
」
が
特
別
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
特
に
「
徳
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
道
家
系
の
著
作
の
影
響
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を
受
け
て
い
る
こ
と
も
ま
た
確
実
で
あ
ろ
う
。 

 
ま
た
、
本
稿
第
弐
章
で
も
述
べ
た
が
、
池
田

２
７
５

は
、
第
二
十
三
章
「
目
」
、
第
二
十
四
章
「
喻
」
第
二
十
五
章
「
辟
」
を
墨
家
の
論
理
学
と
関
係
す
る
と
し
て
い

る
。
特
に
「
目
」
に
つ
い
て
は
『
墨
子
』
小
取
篇
「
侔
也
者
、
比
辭
而
俱
行
也
」
の
使
用
法
と
同
じ
と
し
て
お
り
、
ま
た
「
辟
」
は
同
じ
く
『
墨
子
』
小
取
篇
「
辟

（
譬
）
也
者
、
舉
也
（
他
）
物
而
以
明
之
也
」
の
「
辟
」
と
同
じ
意
と
し
て
い
る
。
墨
家
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
指
摘
す
る
の
み
と
し
、

後
日
記
し
た
い
と
思
う
。 

 

ま
た
、
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
で
は
「
仁
」
を
最
重
要
視
す
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
「
仁
」
は
重
要
視
さ
れ
る
が
五
つ
の
徳
目
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
「
聖
」

の
方
が
最
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
郭
店
『
五
行
』
の
特
徴
が
あ
る
。「
聖
」
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
も
見
え
る
が
、
一
方
『
墨
子
』『
荘
子
』

『
老
子
』
『
韓
非
子
』『
管
子
』
な
ど
に
も
見
え
る
語
で
あ
る
。
馬
王
堆
『
五
行
』、
郭
店
『
五
行
』
に
は
「
見
て
わ
か
る
の
が
智
」
で
あ
り
「
聞
い
て
わ
か
る
の
が
聖
」

と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
解
説
し
て
「
君
子
の
道
を
聞
い
て
そ
れ
が
天
の
道
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
が
聖
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
金
文
か
ら
使

用
法
で
あ
り
、
「
聖
」
は
あ
る
意
味
で
は
特
定
の
学
派
で
は
な
く
広
く
普
遍
的
に
伝
統
的
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
郭
店
『
五
行
』
は

普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
「
聖
」
を
最
重
要
視
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
は
特
定
の
学
派
へ
の
所
属
意
識
が
な
か
っ
た
と
も
言
い
う
る
。 

 

郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
、
「
君
子
」
は
生
ま
れ
つ
き
「
徳
」（
そ
の
も
の
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
）
を
持
つ
も
の
で
あ
り
（
郭
店
『
五
行
』
第
十
五
章
に
「
五
行

之
所
和
也
、
和
則
樂
、
樂
則
有
德
、
有
德
則
邦
家
舉
。
文
王
之
見
也
如
此
」
と
あ
る
。「
文
王
」
は
「
君
子
」
で
あ
り
、「
君
子
」
は
徳
を
持
つ
こ
と
と
な
る
）、
そ
の

徳
を
実
現
す
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
先
天
的
に
あ
る
も
の
だ
け
で
な
く
後
天
的
な
努
力
も
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
先
天
的
に

持
つ
良
い
も
の
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
『
孟
子
』
の
性
善
説
的
な
側
面
と
、
後
天
的
な
努
力
に
よ
り
良
い
方
向
へ
行
く
よ
う
努
力
す
る
『
荀
子
』
の
性
悪
説
的
な

側
面
を
併
せ
持
つ
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
郭
店
『
五
行
』
は
戦
国
期
の
諸
子
百
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持
つ
雑
家
的
な
思
想
で
あ
る
と
言
え
る
。
先
秦
の
諸
子
百
家
と
は
後
世
命
名

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
諸
子
百
家
が
あ
る
特
定
の
学
派
と
自
覚
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
郭
店
『
五
行
』
が
後
世

諸
子
百
家
と
な
る
様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

 
  

２
７
５ 

池
田
、
一
七
五―

一
七
六
頁
（
１
）、
一
七
六―

一
七
七
頁
（
１
）、
一
七
七―

一
七
八
頁
（
１
）
参
照
。 
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第
五
章 

結
語 

 

第
一
節 
本
研
究
の
成
果 

 

本
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
ま
ず
第
弐
章
に
位
置
す
る
最
新
の
漢
字
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
郭
店
『
五
行
』
の
訳
注
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
郭
店
『
五
行
』
訳
注
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
漢
字
に
つ
い
て
新
知
見
を
加
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
を
踏
ま
え
て
郭
店
『
五
行
』
の
解
釈
に
つ

い
て
一
部
修
正
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
字
語
関
係
の
検
討
か
ら
、
楚
系
文
字
の
特
徴
に
つ
い
て
「

」
（
弁
）
「

（
䎹
）
」（
聞
）
等
い
く
つ
か
の
文

字
に
つ
い
て
新
し
い
指
摘
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
加
え
て
、「
弁
（
た
の
し
む
）」
が
「
仁
」
に
至
る
た
め
の
最
初
の
き
っ
か
け

で
あ
り
、
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
は
「
た
の
し
む
」
こ
と
を
重
視
す
る
姿
勢
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
他
の
儒
家
経
典
で
重
要
視
さ
れ
る
「
仁
」
が
郭
店
『
五

行
』
に
お
い
て
は
最
重
要
徳
目
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
な
ど
も
、
郭
店
『
五
行
』
の
未
解
明
の
特
徴
を
見
つ
け
た
こ
と
と
な
り
、
成
果
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
と
考
え
る
。
ま
た
郭
店
『
五
行
』
に
お
い
て
『
詩
経
』
の
引
用
が
多
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
詩
経
』
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一

部
変
更
し
た
り
、
説
明
的
で
あ
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
郭
店
『
五
行
』
の
著
述
時
点
に
お
い
て
は
、
漢
代
の
よ
う
な
確
立
さ
れ
た
儒
教
経
典
と
し
て
の
『
詩
経
』

と
言
う
意
識
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
や
当
時
の
『
詩
』
の
実
像
に
つ
い
て
迫
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。 

 

以
上
が
本
研
究
の
成
果
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

本
研
究
の
課
題 

 

本
研
究
の
課
題
は
多
く
あ
る
。 

特
に
、
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
で
言
わ
れ
る
「
五
行
」
と
郭
店
『
五
行
』
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
郭
店
『
五
行
』
が
戦
国

期
の
ど
の
学
派
の
影
響
を
最
も
大
き
く
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
郭
店
『
五
行
』
が
、『
荀
子
』
の
批
判
す
る
「
五
行
」

で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、『
荀
子
』
は
郭
店
『
五
行
』
の
何
を
批
判
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
指
摘
し
た
か
っ
た
。 

郭
店
『
五
行
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
五
行
」
で
あ
る
「
仁
・
義
・
禮
・
智
・
聖
」
に
つ
い
て
、
そ
の
本
文
の
記
述
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
細
分
化
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
に
つ
い
て
も
突
っ
込
ん
で
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
漢
字
に
つ
い
て
待
考
と
し
た
点
も
時
間
の
制
約
は
あ
っ
た
が
心
残
り
で
あ
る
。 

以
上
を
本
研
究
の
今
後
の
課
題
と
す
る
。 
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【
資
料
篇
】 

 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
五
行
篇
の
竹
簡
の
図
版
と
本
論
文
第
弐
章
訳
注
篇
で
確
定
し
た
漢
字
に
つ
い
て
対
応
さ
せ
て
提
示
す
る
。
図
版
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中

心
・
荊
門
市
博
物
館
編
著
『
楚
地
出
土
戰
國
簡
冊
合
集
（
一
）
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
使
用
し
た
。 

  

 

【
一
】 

五
行 

（
仁
）
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
行
。 

義
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之 

  

 

【
二
】 

行
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
行
。
豊
（
禮
）
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之 

行
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之 

  

 

【
三
】 

〔
行
智
型
（
形
）〕
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
行
。 

聖
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
） 
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【
四
】 

之
行
不
型
（
形
）
於
內
胃
（
謂
）
之
悳
（
德
）
之
行
。
悳
（
德
）
之
行
五
和
胃
（
謂
）
之 

悳
（
德
）
四
行
和
胃
（
謂
）
之
善
善
人 

  

 

【
五
】 

道
也
悳
（
德
）
天
道
也
。
君
子
亡

（
中
）
心
之
憂
則
亡
（
無
）

（
中
） 

心
之
智
亡

（
中
）
心
之
智
則
亡

（
中
）
心 

  

 
【
六
】 

〔
之
兌
（
悅
）〕
亡
（
無
）

（
中
）
心
〔
之
兌
（
悅
）
則
不
〕
安
不
安
則
不

（
樂
）
不

（
樂
）
則
亡
（
無
）
悳
（
德
）。
五
行
皆 

型
（
形
）
于
內
而
時
行 
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【
七
】 

之
胃
（
謂
）
之
君
〔
子
〕
士
又
（
有
）
𢗍
（
志
）
於
君
子
道
胃
（
謂
）
之
志
士 

善
弗
為
亡
（
無
）
近
悳
（
德
）
弗 

  

 

【
八
】 

之
（
志
）
不
城
（
成
）
智
弗
思
不
得
思
不
清
（
精
）
不

（
察
）
思
不 

倀
（
長
）
不
型
（
形
）
不
型
（
形
）
不
安
不
安
不

（
樂
）
不

（
樂
） 

  

 
【
九
】 

亡
（
無
）
悳
（
德
）
。
不

（
仁
）
思
不
能
清
（
精
）
不
智
、
思
不
能
倀
（
長
）
不

（
仁
） 

不
智
未
見
君
子
憂
心 
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【
十
】 

不
〈
丕
〉
能
惙
惙
既
見
君
子
心
不
〈
必
〉
能
兌
（
悅
）
亦
既
見

（
止
）
亦 

既
訽
（
覯
）

（
止
）
我
心

（
則
） 

  

 

【
十
一
】 

〔
兌
（
悅
）〕
此
之
胃
（
謂
）〔
也
不
〕

（
仁
）
思
不
能
清
不
聖
思
不 

能

（
輕
）
不

（
仁
）
不
聖 

  

 

【
十
二
】 

未
見
君
子
憂
心
不
〈
丕
〉
能

（

・
忡
）

（

・
忡
）
既
見
君
子
心
不
〈
必
〉
能 

降
。

（
仁
）
之
思
也
清
清 
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【
十
三
】 

則
察
察
則
安
安
則
恩
（
溫
）
恩
（
溫
）
則
兌
（
悅
）
兌
（
悅
）
則

（
戚
）

（
戚
）
則
新
（
親
）
新
（
親
）
則
㤅
（
愛
）
㤅
（
愛
） 

則
玉
色
玉
色
則
型
（
形
）
型
（
形
）
則

（
仁
）。 

  

 

【
十
四
】 

智
之
思
也
倀
（
長
）
倀
（
長
）
則
得
、
得
則
不
亡
（
忘
）
不
亡
（
忘
）
則
明
明
則
見
臤
（
賢
） 

人
見
臤
（
賢
）
人
則
玉
色
玉
色
則
型
（
形
）
型
（
形
） 

  

 
【
十
五
】 

則
智
。
聖
之
思
也

（
輕
）

（
輕
）
則
型
（
形
）
型
（
形
）
則
不
亡
（
忘
）
不
亡
（
忘
）
則

（
聰
）

（
聰
）
則
𥹢
（
聞
）
君 

子
道
𥹢
（
聞
）
君
子
道
則
玉
音
玉
音
則
型
（
形
）
型
（
形
） 
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【
十
六
】 

則
聖
。

（
淑
）
人
君
子
亓
（
其
）
義
（
儀
）

（
一
）
也
能
為

（
一
）
肰
（
然
）
句
（
後
）
能 

為
君
子

（
慎
）
亓
（
其
）

（
蜀
・
獨
）
也
。 

  

 

【
十
七
】 

〔
瞻
望
弗

（
及
）〕

 

（
泣
）
涕
女
（
如
）
雨
能 

（

・
差
）
沱
（
池
）
亓
（
其
）
𦏴
（
羽
）
肰
（
然
）
句
（
後
）
能 

至
哀
君
子

（
慎
）
亓
（
其
） 

  

 
【
十
八
】 

〔
蜀
（
獨
）
也
君
〕
子
之
為
善
也
又
（
有
）
與

（
始
）
又
（
有
）
與
冬
（
終
）
也 

君
子
之
為
悳
（
德
）
也 
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【
残
二
十
一
】【
十
九
】 

〔
又
（
有
）
與
〕

（
始
）
亡
〔
與
〕
終
也
金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（
振
）
之
又
（
有
）
惪
（
德
）
者
也
。
金
聖
（
聲
） 

善
也
玉
音
聖
也
善
人 

  

 

【
二
十
】 

道
也
悳
（
德
）
而
〈
天
〉
〔
道
也
。
唯
〕
又
（
有
）
悳
（
德
）
者
肰
（
然
）
句
（
後
）
能
金
聖
（
聲
）
而
玉
䢅
（
振
）
之 

不

（
聰
）
不
明
不
聖
不 

  

 

【
二
十
一
】 

智
不
智
不

（
仁
）
不

（
仁
）
不
安
不
安
不
樂
不
樂
亡
悳
（
德
）。
不
弁
不
兌
（
悅
）
不
兌
（
悅
）
不

（
戚
）
不

（
戚
）
不
新
（
親
）
不
新
（
親
）
不
㤅
（
愛
）
不
㤅
（
愛
） 

不

（
仁
）
。
不
悳
（
直
）
不

（
肆
）
不

（
肆
）
不
果
不
果 
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【
二
十
二
】 

不
柬
（
簡
）
不
柬
（
簡
）
不
行
不
行
不
義
。
不

（
遠
）
不
敬
不
敬
不
嚴
不
嚴
不

（
尊
）
不

（
尊
） 

不
共
（
恭
）
不
共
（
恭
）
亡
豊
（
禮
）。
未
尚
（
嘗
） 

  

 

【
二
十
三
】 

𥹢
（
聞
）
君
子
道
胃
（
謂
）
之
不
（
聰
）

未
尚
（
嘗
）
視
（
見
）
臤
（
賢
）
人
胃
（
謂
）
之
不
明 

𥹢
（
聞
）
君
子
道
而
不
智
（
知
） 

  

 

【
二
十
四
】 

亓
（
其
）
君
子
道
也
胃
（
謂
）
之
不
聖
。
視
（
見
）
臤
（
賢
）
人
而
不
智
（
知
）
亓
（
其
） 

又
（
有
）
悳
（
德
）
也
、
胃
（
謂
）
之
不
智
。 
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【
二
十
五
】 

見
而
智
（
知
）
之
智
也
。
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
）
之
聖
也
。
明
明
智
也
。
虩
（
赫
）
虩
（
赫
）
聖
也
。 

明
明
才
（
在
）
下
虩
（
赫
）
虩
（
赫
） 

  

 

【
二
十
六
】 

才
（
在
）
上
此
之
胃
（
謂
）
也
。
𥹢
（
聞
）
君
子
道
、

（
聰
）
也
𥹢
（
聞
）
而
智
（
知
） 

之
聖
也
。
聖
人
智
（
知
）
而
〈
天
〉 

  

 
【
二
十
七
】 

道
也
智
（
知
）
而
行
之
義
也
行
之
而
時
悳
（
德
）
也
。
見
臤
（
賢
） 

人
明
也
見
而
智
（
知
）
之 
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【
二
十
八
】 

智
也
智
（
知
）
而
安
之

（
仁
）
也
安
而
敬
之
豊
（
禮
）
也
。
聖
智
（
知
）
豊
（
禮
） 

（
樂
）
之
所

（

・
由
）
生
也
。
五 

  

 

【
二
十
九
】 

〔
行
之
所
和
〕
也
和
則

（
樂
）

（
樂
）
則
又
（
有
）
悳
（
德
）
又
（
有
）
悳
（
德
）
則
邦

（
家
）

（
舉
） 

文
王
之
見
也
女
（
如
）
此
文 

  

 
【
三
十
】 

〔
王
才
（
在
）
上
於
昭
〕
于
而
〈
天
〉
此
之
胃
（
謂
）
也
。
見
而
智
（
知
）
之
智
也 

智
（
知
）
而
安
之

（
仁
）
也
安 
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【
三
十
一
】 

而
行
之
義
也
行
而
敬
之
豊
（
禮
）
也 

（
仁
）
義
豊
（
禮
）
所

（

・
由
）
生 

也
四
行
之
所
和
也
和 

  

 

【
三
十
二
】 

則
同
同
則
善
。
顏
色
伀
（
容
）

（
貌
）
恩
（
溫
）
弁
也
以
亓
（
其
）

（
中
）
心
與
人
交 

兌
（
悅
）
也

（
中
）
心
兌
（
悅
）

（
播
）

（

・
遷
） 

  

 
【
三
十
三
】 

於
兄
弟

（
戚
）
也

（
戚
）
而
信
之
新
（
親
）
〔
也
〕
新
（
親
）
而 

（
篤
）
之
㤅
（
愛
）
也
㤅
（
愛
）
父

亓
（
其
） 

（
稽
）
㤅
（
愛
）
人

（
仁
）
也
。

（
中
）
心 
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【
三
十
四
】 

（
辨
）
肰
（
然
）
而
正
行
之
植
（
直
）
也
悳
（
德
）
而
述
（
遂
）
之

（
肆
）
也

（
肆
）
而
不 

畏
𠣃
（
強
）
語
（
禦
）
果
也
。
不 

  

 

【
三
十
五
】 

以
少
（
小
）
道

（
害
）
大
道
柬
（
簡
）
也
。
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
行
也
。 

貴
貴
亓
（
其
）

（
等
）

（
尊
）
臤
（
賢
）
義
也
。 

  

 
【
三
十
六
】 

【
三
十
六
背
】 

以
亓
（
其
）
外
心
與
人
交
遠
也
遠
而

（
莊
）
之
敬
也
。
敬
而
不 

（
懈
）
嚴
也
嚴
而
畏 

（
懈
） 

   



 
103 

  

 

【
三
十
七
】 

之

（
尊
）
也

（
尊
）
而
不
喬
（
驕
）
共
（
恭
）
也
共
（
恭
）
而
尃
（
博
）
交
豊
（
禮
）
也
。
不 

東
〈
柬
（
簡
）
〉
不
行
不
匿
、
不

（
察
） 

  

 

【
三
十
八
】 

於
道
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
大

（
誅
）
之
東
〈
柬
（
簡
）〉
也
又
（
有
）
少
（
小
）
辠
（
罪
）
而
亦
（
赦
）
之 

匿
也
又
（
有
）
大
辠
（
罪
）
而
弗
大 

  

 

【
三
十
九
】 

（
誅
）
也
不
行
也
。
又
（
有
）
少
（
小
）
辠
（
罪
）
而
弗
亦
（
赦
）
也
不

（
察
）
於
道 

也
。
東
〈
柬
（
簡
）
〉
之
為
言
猷
（
猶
）
練 
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【
四
十
】 

也
大
而
晏
（
罕
）
者
也
匿
之
為
言
猷
（
猶
）
匿
匿
也
少
（
小
）
而
訪
〈
診
（
軫
）〉 

者
也
東
〈
柬
（
簡
）
〉
義
之
方
也
匿 

  

 

【
四
十
一
】 

（
仁
）
之
方
也 

・
勥
（
剛
）
義
之
方
矛
（
柔
）

（
仁
）
之
方
也
不

・
𠣃
（
強
）
不
梂
（
絿
） 

不

・
勥
（
剛
）
不
矛
（
柔
）
此
之
胃
（
謂
） 

  

 

【
四
十
二
】 

也
。
君
子
集
大
城
（
成
）
能
進
之
為
君
子
弗
能
進
也 

各

（
止
）
於
亓
（
其
）
里
大
而 
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【
四
十
三
】 

晏
（
罕
）
者
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）
少
（
小
）
而
軫
者
能
又
（
有
）
取
安
（
焉
）
疋
盧
盧
達 

者
（
諸
）
君
子
道
胃
（
謂
）
之
臤
（
賢
）
君 

  

 

【
四
十
四
】 

子
智
（
知
）
而
與
（
舉
）
之
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
智
（
知
）
而
事
之
胃
（
謂
）
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者 

也
後
士
之

（
尊
）
臤
（
賢
）
者
也
。 

  

 
【
四
十
五
】 

耳
（
𡧟
・
目
）
鼻
口
手
足
六
者
心
之

（
役
）
也
心
曰
唯
莫
敢 

不
唯
如
（
諾
）
莫
敢
不
如
（
諾
） 
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【
四
十
六
】 

進
莫
敢
不
進
後
莫
敢
不
後
㲾
（
深
）
莫
敢
不
㲾
（
深
）

（
淺
）
莫 

敢
不

（
淺
）
和
則
同
同
則
善
。 

  

 

【
四
十
七
】 

目
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之

〈
喻
〉
而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之
辟
（
譬
） 

而
智
（
知
）
之
胃
（
謂
）
之
進
之 

  

 

【
四
十
八
】 

幾
而
智
（
知
）
之
天
也
上
帝 

（
賢
）
女
（
汝
）
毋

（
貳
）
尒
（
尔
）
心
此
之
胃
（
謂
）
也
。 

大

（
施
）
者
（
諸
）
亓
（
其
）
人
天
也
亓
（
其
） 
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【
四
十
九
】 

人

（
施
）
者
（
諸
）
人

也
。
𥹢
（
聞
）
道
而
兌
（
悅
）
者
好

（
仁
）
者 

也
。
𥹢
（
聞
）
道
而
畏
者
好 

  

 

【
五
十
】 

義
者
也
。
𥹢
（
聞
）
道
而
共
（
恭
）
者
好
豊
（
禮
）
者
也
。
𥹢
（
聞
）
道
而 

（
樂
）
者
好
悳
（
德
）
者
也
。 
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簡
册
合
集
（
一
）
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

 

池
田
知
久
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
五
行
篇
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
） 

裘
錫
圭
主
編
・
湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成 

肆
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 

 

黄
徳
寛 

等
『
古
漢
字
発
展
論
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 

藪
敏
裕 

監
訳
『
古
漢
字
発
展
論
』
（
発
行
：
樹
立
社
、
発
売
：
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
三
年
） 

禤
健
聡
『
戦
国
楚
系
簡
帛
用
字
習
慣
研
究
』
（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

白
於
藍
『
簡
帛
古
書
通
仮
字
大
系
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

 

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
藏 

戰
國
楚
竹
書
』
（
一
）
～
（
五
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
～
二
〇
〇
五
年
十
二
月
） 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

一)

』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月) 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(
二)

』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
一
年
十
二
月) 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(
三)
』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
十
二
月) 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

四)
』(
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
十
二
月) 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

五)

』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
四
月) 



 

 
 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

六)

』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
六
年
四
月) 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

七)

』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
七
年
四
月) 

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

八)

』(

中
西
書
局
、
二
〇
一
八
年
十
一
月) 

 

西
信
康 

『
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
伝
世
文
献
』
（
北
海
道
大
学
出
版
、
二
〇
一
四
年
） 

齋
木
哲
郎
『
馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書 

五
行
・
九
主
・
明
君
・
徳
聖 

老
子
甲
本
巻
後
古
佚
書
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

赤
塚
忠 

『
詩
経
研
究
』（
赤
塚
忠
著
作
集
第
五
卷
、
研
文
社
、
一
九
八
六
年
） 

石
川
忠
久
『
新
釋
漢
文
大
系
一
一
〇 

詩
經 

上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
） 

白
川
静 

『
詩
経
國
風
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
九
九
〇
年
） 

白
川
静 

『
詩
経
雅
頌
』
１
・
２
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
年
） 

白
川
静 

『
詩
経
』
Ⅰ
（
白
川
静
著
作
集
卷
九
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

目
加
田
誠
『
詩
経
』
訳
注
篇
（
丁
字
屋
書
店
、
一
九
四
九
年
） 

藪
敏
裕 

『『
毛
詩
』
の
文
獻
學
的
研
究―

出
土
文
獻
と
の
比
較
を
中
心
に―

』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
） 

 

于
省
吾 

『
甲
骨
文
字
詁
林
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
） 

郭
錫
良 

『
漢
字
古
音
手
册
（
増
訂
本
）
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
） 

季
旭
昇 

『
説
文
新
證
』(

芸
文
出
版
社
、
二
〇
一
四
年) 

裘
錫
圭 

『
文
字
学
概
要
（
修
訂
本
）
』(

商
務
印
書
館
、
二
〇
一
三
年) 

許
愼 

 

『
説
文
解
字
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
） 

宗
福
邦
等
『
故
訓
匯
纂
』(

商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年) 

段
玉
裁 

『
説
文
解
字
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
） 

李
学
勤 

『
字
源
』(

天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年) 



 

 
 

加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
原
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
） 

季
旭
昇 

『
『
上
海
博
物
館
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
』
讀
本
』
（
萬
卷
樓
、
二
〇
〇
七
年
） 

李
学
勤
主
編
、
沈
建
華
、
賈
連
翔
編
『
清
華
大
学
蔵
戰
國
竹
簡(

壹—

叁)

文
字
編
』（
中
西
書
局 

二
〇
一
四
年
） 

李
学
勤
主
編
、
沈
建
華
、
賈
連
翔
編
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
肆-

陸
）
文
字
編
』(

中
西
書
局 

二
〇
一
八
年) 

 

裘
錫
圭
著
、
稲
畑
耕
一
郎
・
崎
川
隆
・
萩
野
友
範
訳
『
中
国
漢
字
学
講
義
』（
東
方
書
店
、
二
〇
二
二
年
） 

陳
偉
著
、
湯
浅
邦
弘
監
訳
、
草
野
友
子
・
曹
方
向
訳
『
竹
簡
学
入
門―

楚
簡
冊
を
中
心
と
し
て
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
六
年
） 

宮
本
徹
・
大
西
克
也
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
一
年
） 

小
島
毅
『
儒
教
の
歴
史
』
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

内
山
俊
彦
『
荀
子―

古
代
思
想
家
の
肖
像―

』（
評
論
社
、
一
九
七
六
年
） 

渡
邊
卓
『
古
代
中
國
思
想
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
三
年
） 

漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
編
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
中
国
学
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
好
文
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
） 

 

影
山
輝
國
「
思
孟
五
行
説―

そ
の
多
様
な
る
解
釈
と
龐
樸
説―

」（
東
京
大
学
教
養
学
部
『
人
文
科
学
科
紀
要
』、
一
九
八
五
年
） 

近
藤
浩
之
、
西
信
康
「〔
学
界
時
評
〕
先
秦
～
秦
漢
代
」
（『
中
国
研
究
集
刊
』、
二
〇
一
三
年
） 

古
屋
昭
弘
「
出
土
文
獻
と
上
古
中
國
語
の
音
韻
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
研
究
』 

、
二
〇
〇
三
年 

） 

李
家
浩
「
釋
「
弁
」
」
（『
古
文
字
研
究
』
第
一
輯
、
一
九
七
九
年
） 

朱
徳
熙
「
釋

」
（
『
朱
徳
熙
古
文
字
論
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
） 

 
 



 

 
 

【
謝
辞
】 

 

本
論
文
の
執
筆
に
至
る
ま
で
様
々
な
方
々
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

藪
敏
裕
先
生
に
は
、
清
華
簡
や
安
徽
簡
を
読
む
演
習
を
通
し
て
出
土
文
献
を
如
何
に
読
む
か
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
論
文
執
筆
に
際
し

て
は
厚
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
土
文
献
資
料
を
精
読
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
最
先
端
の
研
究
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経
験
を
疑
似
的
に
で
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
漢
文
学
の
面
白
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
藪
先
生
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
な
く
、
大
学
院
の
進
学
や
留
学

に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
部
生
以
来
公
私
七
年
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

岡
田
浩
行
先
生
に
は
、
藪
先
生
退
官
後
、
異
分
野
に
も
関
わ
ら
ず
指
導
教
官
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
で
は
原
文
精
読
の
大
切
さ
や
根
拠

の
提
示
の
仕
方
な
ど
、
ど
の
研
究
に
お
い
て
も
普
遍
的
に
通
じ
る
核
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

中
村
安
宏
先
生
は
修
士
論
文
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
発
表
す
る
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
い
段
階
か
ら
修
士
論
文
に
向
き
合
う
き
っ
か
け
を

く
だ
さ
り
ま
し
た
。
鋤
田
智
彦
先
生
は
漢
字
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
広
げ
る
示
唆
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
守
っ
て
い
た
だ
き
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
二
人
の
先
生
方
に
は
最
終
審
査
も
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

中
国
・
山
東
大
学
の
劉
海
宇
先
生
に
は
、
研
究
の
助
言
や
文
献
資
料
の
読
み
方
、
工
具
書
の
扱
い
方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
最
先
端
の
漢
字

研
究
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
泉
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
理
工
学
部
教
授
の
平
原
英
俊
先
生
に
は
、
中
国
の
方
々
と
の
貴
重
な
出
会
い
の
機
会
や
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
の
先
生
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
、
昨
年
度
修
了
さ
れ
ま
し
た
同
じ
研
究
室
の
諏
訪
佑
成
さ
ん
、
舟
山
野
々
花
さ
ん
、
庞
博
文
さ
ん
、
そ
し
て
家
族
、
友
人

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
謝
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

  


